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高知県北川村役場

広 報

小学校5年生最優秀賞受賞

北川村の人口・世帯数北川村の人口・世帯数
令和3年1月31日現在　（　）は前月比

人　口 1,243人 （－4）
　男 591人 （－2）
　女 652人 （－2）
世帯数 605戸 （＋0）
昨年同期の総人口 1,267人  世帯数613戸
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　　　令和2年度も残すところあと少しとなり、各学年で学習や学校生活
面でのまとめや、次の学年への準備をする時期になりました。
　各学年ごとに1年をふりかえります。
　去年の4月に北川小学校に入学した1年生。この1年で心身ともにずい
ぶん成長しました。昨年の11月にはみどり保育所年長組さんを招待して
「あきまつり」を開催。いろいろな出店での工夫した出しものやゲーム、工
作をわかりやすく保育園児に説明する姿を見て、しっかりとしたお兄さん、
お姉さんになったことを感じたことでした。朝読など、先生がいなくても自
分たちでできることはきちんとできる力もしっかり身についてきていま
す。4月から、1年生のよきお兄さん、お姉さんになることでしょう。
　2年生は、昨年7月の転入生により、学校一番の人数となり毎日元気に

過ごすことができました。担任の先生と、運動場や体育館でいろいろな運
動をして体力アップに励み、３年生になる準備もバッチリです。4月から教
室も２階に上がり、中学年として下級生のお手本になります。
　昨年の生活科の学習から、今年は総合的な学習へと内容もぐっと、バー
ジョンアップした3年生は、今年も機動力にあふれ実際に現地に出向いて
学習したり、体験することを大切にしながら学習を進めてきました。学習
の中で取り組んだかかしづくりではずいぶん苦労もしましたが、苦労した
分、自分の分身のように大切にする姿が見られました。学習発表会では、
かかしも名演技を見せてくれました。
　初めて委員会やクラブ活動に参加し、上級生と楽しそうに活動していた
４年生。仕事に対しては責任を持ち、また、興味を持って取り組みました。
落ち着いた学習、生活態度はいつ上級生の仲間入りをしても大丈夫だと
感じさせてくれました。４月から上級生として、6年生をしっかり支える活
躍が期待される4年生です。
　何事にも素直な感性で自分の

気持ちを表現したり感動することができる５年生です。初めて体験した室
戸少年自然の家での宿泊学習でも、一泊二日の経験をその後の学校生
活の中に活かしていました。最上級生としての心構えを十分にして、4月
からの新年度を迎えます。
　これまでの先輩がしてきた様々な学校行事でのリーダー役。本年度は、
これまでの学校生活とはずいぶん様変わりした１年を過ごすことになった

６年生でした。いろいろな行事が中止になっ
たり、規模が縮小されたりして、最上級生とし
ての活動が制限された中でしたが、そんな中
でもその軸足がぶれることなく、学習や学校
生活両面でいろいろなことを頑張ることが
できました。中学校という新しいステージで
の一人一人の活躍を願っています。

学 校 通 信 School communication

1 まとめをがんばる　北小の子
　　　1月29日（金）、北川中学校3年生10名が、卒業記念の植樹をモネの庭でさせていただきました。休園中に
もかかわらず、支配人さんをはじめ従業員の方々が迎えてくださいました。フランスの国外で唯一モネの庭の名称
が認められている村のモネの庭。フランスから毎年1回、庭の様子を確認に来るというお話をうかがいました。この
庭の花々、木々の美しい様子と北川村の四季折々の自然が相まって素晴らしい光景となり、訪れる人々を魅了して
います。その庭園の中に、令和2年度の卒業生の植え
た『ヤマザクラ』が加わったことはとても嬉しく、誇ら
しく思います。サクラの木のこれからの成長を見守り
ながら、卒業生も自分の夢実現に向け前進していき
ましょう。

2 モネの庭記念植樹

　　　1年生から3年生まで全学年が、オンライン英会話レッスンにチャレンジしました。たいへん緊張した様子で
待っていました。しかし、ひとたびレッスンがスタートすると、画面の中の先生の英語をしっかり聞き取ろうと努力し、
今まで習った英語をフルに活用し話そうと意欲的な姿が見られました。選んだレッスン内容にプラスして、フリー
トークを楽しんでいる人もいました。この機会を活かして、積極的に英語で話し、コミュニケーション力をどんどん伸
ばしてほしいと思います。

3 英会話

○オンライン英会話はとても楽しいから、みんなにも体験してほしかったから、受けて楽しさを知ってもらえたのでな
いかなと思う。
○レッスンが始まるまでドキドキしたけど、思ったより会話ができた。レッスン教材が終わり時間が余ってフリートー
クもできた。最後の質問には答えられなかったけど、ちょっと楽しかった。好きな色を聞かれてその理由も聞かれた
けど、難しくて答えることがでなかった。
○今日は、初めてオンライン英会話を体験しました。すごく緊張していたし、フィリピンの先生は発音が良すぎて何を
言っているか分からないときもあったけれど、ずっと笑顔で話してくれたので、楽しかったです。これから週 1～ 2
回のペースでたくさん話して楽しみたいです。
○最初は緊張したけど、始まるととても楽しくすることができました。担当の先生はとても優しく明るく話しかけてく
れました。とても楽しく25分があっという間に過ぎてしまいました。

生徒の感想より
★●■！
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　　　令和2年度も残すところあと少しとなり、各学年で学習や学校生活
面でのまとめや、次の学年への準備をする時期になりました。
　各学年ごとに1年をふりかえります。
　去年の4月に北川小学校に入学した1年生。この1年で心身ともにずい
ぶん成長しました。昨年の11月にはみどり保育所年長組さんを招待して
「あきまつり」を開催。いろいろな出店での工夫した出しものやゲーム、工
作をわかりやすく保育園児に説明する姿を見て、しっかりとしたお兄さん、
お姉さんになったことを感じたことでした。朝読など、先生がいなくても自
分たちでできることはきちんとできる力もしっかり身についてきていま
す。4月から、1年生のよきお兄さん、お姉さんになることでしょう。
　2年生は、昨年7月の転入生により、学校一番の人数となり毎日元気に

過ごすことができました。担任の先生と、運動場や体育館でいろいろな運
動をして体力アップに励み、３年生になる準備もバッチリです。4月から教
室も２階に上がり、中学年として下級生のお手本になります。
　昨年の生活科の学習から、今年は総合的な学習へと内容もぐっと、バー
ジョンアップした3年生は、今年も機動力にあふれ実際に現地に出向いて
学習したり、体験することを大切にしながら学習を進めてきました。学習
の中で取り組んだかかしづくりではずいぶん苦労もしましたが、苦労した
分、自分の分身のように大切にする姿が見られました。学習発表会では、
かかしも名演技を見せてくれました。
　初めて委員会やクラブ活動に参加し、上級生と楽しそうに活動していた
４年生。仕事に対しては責任を持ち、また、興味を持って取り組みました。
落ち着いた学習、生活態度はいつ上級生の仲間入りをしても大丈夫だと
感じさせてくれました。４月から上級生として、6年生をしっかり支える活
躍が期待される4年生です。
　何事にも素直な感性で自分の

気持ちを表現したり感動することができる５年生です。初めて体験した室
戸少年自然の家での宿泊学習でも、一泊二日の経験をその後の学校生
活の中に活かしていました。最上級生としての心構えを十分にして、4月
からの新年度を迎えます。
　これまでの先輩がしてきた様々な学校行事でのリーダー役。本年度は、
これまでの学校生活とはずいぶん様変わりした１年を過ごすことになった
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たり、規模が縮小されたりして、最上級生とし
ての活動が制限された中でしたが、そんな中
でもその軸足がぶれることなく、学習や学校
生活両面でいろいろなことを頑張ることが
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いかなと思う。
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けど、難しくて答えることがでなかった。
○今日は、初めてオンライン英会話を体験しました。すごく緊張していたし、フィリピンの先生は発音が良すぎて何を
言っているか分からないときもあったけれど、ずっと笑顔で話してくれたので、楽しかったです。これから週 1～ 2
回のペースでたくさん話して楽しみたいです。
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モネ
の

からの
お知らせ

休：6月～10月の第1水曜日、12月～2月末日

北川村「モネの庭」マルモッタン
〒781－6441
高知県安芸郡北川村野友甲1100番地
☎0887－32－1233   　 0887－32－1243
https://www.kjmonet.jp/

【お問い合わせ・ご予約】

FAX

クリスマスローズが見ごろです!!

新春オープンイベント
「チューリップ，チューリップ」

※新型コロナウイルス感染状況により変更となる場合があります。最新情報、
詳しい内容はHPをご確認ください。

　春の始まりを告げる清楚で美しいクリスマ
スローズ。今年も「遊びの森」で見ごろを
むかえています。ぜひ、お気に入りを探し
てみてください。（クリスマスローズの見ごろ
は3月下旬頃まで）

　モネの庭のクリスマスローズは、その多くが徳島県在住の山添さまから
譲っていただいたものになります。今回特別に山添さまが種から育て、交
配させたクリスマスローズを販売いたします。種類や数に限りがありますの
で、お早目にどうぞ。

年・金・だ・よ・り1000
5

100 10
50国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

南国年金事務所のご案内
○出張相談日程　※予約制

○平日の相談
・月曜日（月曜日が休日の場合は翌開所日になります）　8：30～19：00
・火曜日～金曜日　8：30～17：15
○週末の相談
・3月13日（第2土曜日）  9：30～16：00（通常の業務日より相談ブース数は若干少なくなっています）

予約のお願い
　年金相談・お手続きの際は、予約相談をご利用ください。（０５７０－０５－４８９０（ナビダイヤル））
　《受付時間》 8：30～17：15（土日祝日及び年末年始を除く）

 3月 4日（木）10：00～12：00／ 13：00～15：00 安芸市総合社会福祉センター（南国年金事務所へ申し込み）

 3月18日（木）11：00～12：00／ 13：00～15：00 室戸市役所（室戸市役所または南国年金事務所へ申し込み）

　国民年金は、２０歳以上であれば、学生も加入、保険料を納付しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される
「学生納付特例制度」が利用できます。

　ただし、学生納付特例の期間は年金額に反映されないことから、将来受け取る年金額を増額するためにも、後から納付（追
納）することをお勧めします。
　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までとなりますが、承認を受けた次の年度も在学予定である場合は、４月初めに
再申請の用紙が届きます。引き続き、学生納付特例制度の申請を希望される場合は、必要事項を記入の上、ご返送ください。

■開催期間
　2021年3月1日（月）
　～4月11日（日）

お待たせしました。3月1日春の開園!!
3 月1日より入園料と休園日を下記の通り改定いたします。

≪山添さんのクリスマスローズ即売会≫
■日程：2021年3月1日(月)～なくなり次第終了
■会場：モネの庭　駐車場内

☆3月上旬～中旬 ( 水の庭）
　早咲きのチューリップが 3万本、
　水の庭のチューリップの丘に。
☆3月中旬～ 4月( 花の庭 )
　チューリップが園内各所で開花、
　忘れな草とチューリップの花壇が見頃に。
【3月28日(日 )モネのチューリップ祭】( 予定）
ガラガラ抽選会、スタンプラリーetc…

学校教育法に規定する大学（大学院）、短
期大学、高等学校、高等専門学校、専修
学校及び各種学校（修業年限１年以上で
ある課程）に在学する学生

ご本人の前年所得が次の計算式で計算
した金額以下であることが条件です。
【所得の目安】１１８万円＋{ 扶養親族等
の数×３８万円 }

対象となる方 等所得の目安

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協
議会による「森林鉄道から日本一
のゆずロードへ」ーゆずが香り彩
る南国土佐・中芸地域の景観と食
文化―
　「ゆず林鉄 EXPO2021」と四
国遍路日本遺産協議会の「四国
遍路―回遊型巡礼路と独自の巡礼
文化」が、令和 3 年 2 月 13 日
～ 21 日まで高知城歴史博物館で
開催されました。期間中はコロナ
禍対応をしながらではありました
が、たくさんの方々に見ていただ
くことが出来ました。

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol.44～ 日本遺産

第3号認定
登録番号51

お問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（中芸広域体育館内）

Mail:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：http://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索

☎0887-30-1865

最新の情報は「中芸ハーブサミットHP」でご確認ください。

◆入園料：一般1,000円／小中学生500円／小学生未満・村民無料
◆休園日：6月～10月の第1水曜日・12月～2月末日
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 3月18日（木）11：00～12：00／ 13：00～15：00 室戸市役所（室戸市役所または南国年金事務所へ申し込み）

　国民年金は、２０歳以上であれば、学生も加入、保険料を納付しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される
「学生納付特例制度」が利用できます。

　ただし、学生納付特例の期間は年金額に反映されないことから、将来受け取る年金額を増額するためにも、後から納付（追
納）することをお勧めします。
　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までとなりますが、承認を受けた次の年度も在学予定である場合は、４月初めに
再申請の用紙が届きます。引き続き、学生納付特例制度の申請を希望される場合は、必要事項を記入の上、ご返送ください。

■開催期間
　2021年3月1日（月）
　～4月11日（日）

お待たせしました。3月1日春の開園!!
3 月1日より入園料と休園日を下記の通り改定いたします。

≪山添さんのクリスマスローズ即売会≫
■日程：2021年3月1日(月)～なくなり次第終了
■会場：モネの庭　駐車場内

☆3月上旬～中旬 ( 水の庭）
　早咲きのチューリップが 3万本、
　水の庭のチューリップの丘に。
☆3月中旬～ 4月( 花の庭 )
　チューリップが園内各所で開花、
　忘れな草とチューリップの花壇が見頃に。
【3月28日(日 )モネのチューリップ祭】( 予定）
ガラガラ抽選会、スタンプラリーetc…

学校教育法に規定する大学（大学院）、短
期大学、高等学校、高等専門学校、専修
学校及び各種学校（修業年限１年以上で
ある課程）に在学する学生

ご本人の前年所得が次の計算式で計算
した金額以下であることが条件です。
【所得の目安】１１８万円＋{ 扶養親族等
の数×３８万円 }

対象となる方 等所得の目安

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協
議会による「森林鉄道から日本一
のゆずロードへ」ーゆずが香り彩
る南国土佐・中芸地域の景観と食
文化―
　「ゆず林鉄 EXPO2021」と四
国遍路日本遺産協議会の「四国
遍路―回遊型巡礼路と独自の巡礼
文化」が、令和 3 年 2 月 13 日
～ 21 日まで高知城歴史博物館で
開催されました。期間中はコロナ
禍対応をしながらではありました
が、たくさんの方々に見ていただ
くことが出来ました。

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
～中芸地域の日本遺産魅力発信便り vol.44～ 日本遺産

第3号認定
登録番号51

お問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局（中芸広域体育館内）

Mail:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
HP：http://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索

☎0887-30-1865

最新の情報は「中芸ハーブサミットHP」でご確認ください。

◆入園料：一般1,000円／小中学生500円／小学生未満・村民無料
◆休園日：6月～10月の第1水曜日・12月～2月末日
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　北川村の皆さん、はじめまして！
　この度、2月1日から地域おこし協力隊として赴任致しました、長友 美智子と
申します。
　地域の活性化を主軸に置いた活動を行い、より良い地域づくりに繋げられるよう、出来ることからコツコ
ツと頑張っていきますので、よろしくお願い致します。
　これから地域の皆さんと沢山交流を深めていきたいな、と思っていますが、まずはこの場をお借りして、
私の自己紹介をしたいと思います。
　私は大阪府の東部、東大阪市で生まれ、中小工業ひしめく重油の匂いがする街で、子ども時代を過ごし
ました。幼少の頃から音楽が好きで、音楽がかかるとうずうずして勝手に歌ったり踊ったりしているような子
どもでした。大阪芸術大学でピアノや声楽、音楽教育に関することを学び、二十代の頃は小学校で音楽専
科として常勤講師をしたり、自分で作詞作曲をして弾き語りライブ活動をしたりしていました。
　その後、三十歳でCADという、パソコンを使って図面を引く技術を学び建築業界へ転職、前職では耐震
構造設計の補助をしながら、同時に自己表現の場として、最近まで小劇団で役者をしていました。
　そんな私自身は大阪生まれ大阪育ちですが、私の母が高知県安芸市や安田地区で育っており、夏休みに
入ると母に連れられて祖母宅に滞在し、その度に高知の気風に触れて高知県が好きになりました。
　都会は便利で賑やかなところですが、人が多すぎて忙しない側面もあります。その点、ゆったりとした時
間の流れる、あるがままの自然豊かな田舎も魅力的なのです。
　海と山に囲まれた、自然が美しい高知県。
　子どもながらにいつか機会があれば、高知で暮らしてみたい、と思っていました。
　私が幼かった頃は外遊びも気兼ねなく自由にできたものでしたが、現在では気楽に外遊びをするのも難
しくなり、田畑や菜の花畑は駐車場や建売住宅に姿を変えてしまいました。どんどんと無味乾燥に変わって
いく街並みに、寂しさをかんじながら大人になり、年齢を重ねるにつれて、自然の豊かさに心惹かれ、都会
からの移住を考えるようになりました。
　そして、年老いてきた母が高知県を懐かしんでいること、地域を活性化させる仕事につきたいこと、自分
が大好きな柚子に縁のある地域に興味があること。それらを考えて、村の活性化に重点を置いて活動する
ことが出来る北川村に移住することにしました。
　まだまだ若造で至らないこともあるかと思いますが、地域の皆さんにたくさんのことを教わりながら、協
力隊として成長していければと思います。
　私を見かけたら、気軽に声をかけてくださると嬉しいです！
　どうぞ宜しくお願い致します。

地域おこし協力隊日記 協力隊　長友 美智子

短
歌
教
室

四国コンテンツ映像フェスタ２０２０

小学校5年生最優秀賞 受賞!!
　小学校5年生がモネの庭マルモッタンを
紹介する映像を制作し、総務省四国総合通
信局などが開催した四国コンテンツ映像
フェスタ２０２０の小中学生部門で、「取材
力が高く、一度行ってみたいと思った」など
と評価され、最優秀賞を受賞しました。
　５年生は、地域資源を活かした北川学
（総合的な学習）で今年度「北川村の観光
地『モネの庭』の魅力を見つけよう」をテー
マに活動を続けています。２０周年を迎え
るモネの庭について、知るだけでなく、そ
こに携わる人々の活動や思い、願い、努力
を知り、自分たちにできることは何かを考える中で、より多くの方にモネの庭に来ていただきたいと
思い、自分たちが学んできたことを基にモネの庭の魅力が詰まった映像を制作し、同映像フェスタに
応募しました。はじめての映像編集で、パソコン操作に悪戦苦闘しながら取り組み、提出期限ギリギリ
まで作業を行いました。子どもたちは、「一番大事なことを探して動画にすることができた」「知らない
人がモネの庭の魅力を知れる動画になった」「今までがんばってきた甲斐があった」など制作や受賞
について感想を持っており、現在、動画を見ていただいた方や審査員からいただいた手振れの修正
などのアドバイスを基に、モネの庭のカフェや閉園中のひみつなどの第２弾の映像を作成中であり、
その映像もどのような仕上がりになるか大変楽しみです。
　なお、受賞した映像は北川村役場のホームページなどで視聴することができます。
　小学校５年生の皆さん、最優秀賞の受賞おめでとうございます。



6
き
　  た
　  が
わ

7
き

た   
が   
わ

大
寺
　
一
子

明
け
ま
し
て
　
お
め
で
と
う
さ
ん
　
宜
し
く
ね

　
良
き
年
を
取
り
　
頑
張
り
ま
す
よ

田
村
　
猪
世
子

家
計
簿
に
　
大
穴
あ
り
ぬ
　
レ
シ
ー
ト
を

　
さ
が
し
考
え
る
　
い
つ
も
の
事
よ

浜
渦
　
静
子

駆
け
足
に
　
な
に
を
求
め
て
　
駆
け
き
し
ぞ

　
師
走
な
か
ば
の
　
わ
が
誕
生
日

浜
渦
　
美
恵
子

テ
レ
ビ
観
て
　
炬
燵
で
寝
こ
む
　
少
年
に

　
手
こ
ず
り
し
日
々
　
今
は
な
つ
か
し

田
中
　
照
喜

久
し
ぶ
り
の
　
ゴ
ル
フ
の
練
習

　
身
体
に
こ
た
え
る
　
喜
寿
の
歳中

村
　
武
志

夕
暮
れ
は
　
い
つ
も
と
変
わ
ら
ず
　
茜
色

　
た
だ
隣
人
と
　
別
れ
惜
し
ま
ん内

藤
　
明
信

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を 

逃
げ
ず
に
見
て
る 

ジ
ョ
ー
ビ
タ
キ

　
ひ
と
み
見
交
わ
す
　
川
沿
い
の
道

　北川村の皆さん、はじめまして！
　この度、2月1日から地域おこし協力隊として赴任致しました、長友 美智子と
申します。
　地域の活性化を主軸に置いた活動を行い、より良い地域づくりに繋げられるよう、出来ることからコツコ
ツと頑張っていきますので、よろしくお願い致します。
　これから地域の皆さんと沢山交流を深めていきたいな、と思っていますが、まずはこの場をお借りして、
私の自己紹介をしたいと思います。
　私は大阪府の東部、東大阪市で生まれ、中小工業ひしめく重油の匂いがする街で、子ども時代を過ごし
ました。幼少の頃から音楽が好きで、音楽がかかるとうずうずして勝手に歌ったり踊ったりしているような子
どもでした。大阪芸術大学でピアノや声楽、音楽教育に関することを学び、二十代の頃は小学校で音楽専
科として常勤講師をしたり、自分で作詞作曲をして弾き語りライブ活動をしたりしていました。
　その後、三十歳でCADという、パソコンを使って図面を引く技術を学び建築業界へ転職、前職では耐震
構造設計の補助をしながら、同時に自己表現の場として、最近まで小劇団で役者をしていました。
　そんな私自身は大阪生まれ大阪育ちですが、私の母が高知県安芸市や安田地区で育っており、夏休みに
入ると母に連れられて祖母宅に滞在し、その度に高知の気風に触れて高知県が好きになりました。
　都会は便利で賑やかなところですが、人が多すぎて忙しない側面もあります。その点、ゆったりとした時
間の流れる、あるがままの自然豊かな田舎も魅力的なのです。
　海と山に囲まれた、自然が美しい高知県。
　子どもながらにいつか機会があれば、高知で暮らしてみたい、と思っていました。
　私が幼かった頃は外遊びも気兼ねなく自由にできたものでしたが、現在では気楽に外遊びをするのも難
しくなり、田畑や菜の花畑は駐車場や建売住宅に姿を変えてしまいました。どんどんと無味乾燥に変わって
いく街並みに、寂しさをかんじながら大人になり、年齢を重ねるにつれて、自然の豊かさに心惹かれ、都会
からの移住を考えるようになりました。
　そして、年老いてきた母が高知県を懐かしんでいること、地域を活性化させる仕事につきたいこと、自分
が大好きな柚子に縁のある地域に興味があること。それらを考えて、村の活性化に重点を置いて活動する
ことが出来る北川村に移住することにしました。
　まだまだ若造で至らないこともあるかと思いますが、地域の皆さんにたくさんのことを教わりながら、協
力隊として成長していければと思います。
　私を見かけたら、気軽に声をかけてくださると嬉しいです！
　どうぞ宜しくお願い致します。

地域おこし協力隊日記 協力隊　長友 美智子

短
歌
教
室

四国コンテンツ映像フェスタ２０２０

小学校5年生最優秀賞 受賞!!
　小学校5年生がモネの庭マルモッタンを
紹介する映像を制作し、総務省四国総合通
信局などが開催した四国コンテンツ映像
フェスタ２０２０の小中学生部門で、「取材
力が高く、一度行ってみたいと思った」など
と評価され、最優秀賞を受賞しました。
　５年生は、地域資源を活かした北川学
（総合的な学習）で今年度「北川村の観光
地『モネの庭』の魅力を見つけよう」をテー
マに活動を続けています。２０周年を迎え
るモネの庭について、知るだけでなく、そ
こに携わる人々の活動や思い、願い、努力
を知り、自分たちにできることは何かを考える中で、より多くの方にモネの庭に来ていただきたいと
思い、自分たちが学んできたことを基にモネの庭の魅力が詰まった映像を制作し、同映像フェスタに
応募しました。はじめての映像編集で、パソコン操作に悪戦苦闘しながら取り組み、提出期限ギリギリ
まで作業を行いました。子どもたちは、「一番大事なことを探して動画にすることができた」「知らない
人がモネの庭の魅力を知れる動画になった」「今までがんばってきた甲斐があった」など制作や受賞
について感想を持っており、現在、動画を見ていただいた方や審査員からいただいた手振れの修正
などのアドバイスを基に、モネの庭のカフェや閉園中のひみつなどの第２弾の映像を作成中であり、
その映像もどのような仕上がりになるか大変楽しみです。
　なお、受賞した映像は北川村役場のホームページなどで視聴することができます。
　小学校５年生の皆さん、最優秀賞の受賞おめでとうございます。



8
き
　  た
　  が
わ

9
き

た   
が   
わ

　1月31日（日）に芸西村憩ヶ丘体育館で開催された第32回小学生バレーボール東部ブロック新人大会に
おいて、北川JVC（ジュニアバレーボールクラブ）が低学年の部へ出場し、第2位という成績を納めることが
できました。
　対戦成績は１勝１敗ながら、新チームとして初めて出場した公式戦で初勝利を飾ることもでき、子ども達も
喜んでいました。
　この結果が、子ども達のこれからの競技意欲につながればと思っています。
　当日、応援に来られた保護者の皆様には色々とご協力をいただき、ありがとうございました。

『第32回 小学生バレーボール東部ブロック新人大会』

第39回東部美術展・第34回ふるさと名勝写真展

ど
の
意
見
が
あ
り
、ラ
ン
ナ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
安
全
を
第
一
に
考
え
、開
催
は
中
止
す
る
こ
と

と
し
た
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

　
④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
工
事
・
委
託
業
務
の
発
注
状
況（
12
月
１
日
時

点
）

　
今
後
も
早
期
完
成
に
向
け
事
業
の
進
捗
を
図

る
。

　
令
和
2
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
10
日
に
開

会
し
、人
権
擁
護
委
員
候
補
の
推
薦
、条
例
改
正
、

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
11
日
に
は
、４
氏
が
７
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　「
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会
」は
、全
て
終
了
。

第
２
期
の「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」の
概
要
説
明
、あ
わ
せ
て
高
規
格
道
路

の
整
備
計
画
、小
水
力
発
電
施
設
の
検
討
状
況
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

る
ゆ
ず
の
販
売
先
の
確
保
策
の
情
報
提
供
を

行
っ
た
。参
加
者
か
ら
出
た
意
見
な
ど
を
も
と
に
、

実
現
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

　
北
部
地
区
で
の「
地
区
存
続
プ
ラ
ン
」は
、協
議

を
進
め
、ゆ
ず
の
園
地
調
査
の
取
り
ま
と
め
と
、

３
月
の
マ
ル
シ
ェ
開
催
に
む
け
協
議
を
進
め
る
。

　
ま
た
、村
で
は
、同
地
区
の「
ゆ
ず
園
地
の
維

持
・
継
承
」と「
地
域
の
皆
様
方
の
生
き
が
い
づ
く

り
」を
軸
に
、モ
デ
ル
と
な
る
プ
ラ
ン
策
定
を
支

援
し
て
い
く
。

■
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て

　
道
及
び
村
道
竹
屋
敷
線
は
、災
害
査
定
を
受
け
、

国
庫
補
助
の
承
認
、林
道
竹
屋
敷
線
の
過
年
度
か

ら
の
被
災
箇
所
の
う
ち
、１
箇
所
は
工
事
が
完
成
、

残
り
１
箇
所
は
、年
明
け
か
ら
工
事
を
再
開
予
定
。

今
年
度
の
被
災
箇
所
は
、早
期
発
注
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　
ま
た
、平
成
29
年
か
ら
整
備
し
て
き
た
国
道

4
9
3
号
小
島
ト
ン
ネ
ル
が
、12
月
５
日
に
供
用

開
始
と
な
っ
た
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
に
つ
い
て
、今

年
度
予
定
し
て
い
た
４
地
区
に
お
い
て
完
了
し

た
。

　
老
朽
住
宅
の
除
去
に
対
す
る
補
助
制
度
は
、補

助
対
象
要
件
の
精
査
を
行
っ
て
お
り
、来
年
４
月

か
ら
の
事
業
開
始
に
向
け
準
備
を
整
え
て
い
く
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　
11
月
に
入
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

確
認
者
が
全
国
的
に
拡
大
し
、県
内
で
も
増
加
し

つ
つ
あ
る
。新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
と
感
染
予

防
対
策
の
徹
底
、あ
わ
せ
て
、た
と
え
対
策
を
講

じ
た
と
し
て
も
感
染
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る

こ
と
を
理
解
し
、感
染
者
が
発
生
し
て
も
、誹
謗

中
傷
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
、冷
静
な
対
応
を
お
願

い
し
た
い
。

　
昨
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
50
・
4
％
、平

成
30
年
度
と
同
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　
運
動
教
室
は
、11
月
末
ま
で
に
南
部
で
10
回

1
1
3
名
、中
北
部
で
５
回
35
名
の
参
加
。親
子

運
動
教
室
で
は
、６
組
19
名
が
参
加
。

　
小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」は
、10
月
末

現
在
2
、3
1
3
名
が
利
用
。交
流
ス
ペ
ー
ス
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
利
用
、ま
た
、

退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
期
間
中
、宿
泊
を
利
用
す
る

な
ど
、施
設
の
設
置
目
的
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。今
後
も
、施
設
の
利
用
促
進
に
努

め
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整
備
事
業
は
、宗
ノ

上
地
区
左
岸
側
に
お
い
て
11
月
末
に
施
工
業
者

が
決
定
、工
事
の
完
成
は
、来
年
４
月
以
降
に
な

る
見
通
し
。第
２
期
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整

備
事
業
の
候
補
地（
島
地
区
）に
お
い
て
、地
元
説

明
会
を
開
催
。今
後
、地
権
者
と
協
議
を
行
い
、来

年
度
か
ら
農
地
の
一
時
保
有
を
進
め
て
い
く
。

　
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
、10
月
以
降
、新
た

に
２
名
の
方
が
篤
農
家
の
も
と
で
起
業
家
農
業

者
を
目
指
し
て
研
修
を
開
始
し
た
。ま
た
、起
業

家
農
業
者
育
成
の
基
軸
と
な
る
手
順
書
の
作
成

を
進
め
て
お
り
、関
係
機
関
と
協
議
し
、速
や
か

に
仕
組
み
を
確
立
し
て
い
く
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　
今
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
実
績
は
、2
、

5
4
4
件
、2
0
、3
8
2
千
円
で
前
年
同
期
と

比
較
し
、件
数
、金
額
と
も
1.5
倍
超
の
伸
び
と

な
っ
て
お
り
、引
き
続
き
、本
年
度
の
目
標（
寄
附

額
5
0
、0
0
0
千
円
）達
成
に
努
め
る
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　
モ
ネ
の
庭
の
今
期
の
入
園
者
数
は
、11
月
末
現
在

で
5
1
、3
4
3
人（
昨
年
同
期
7
2
、0
8
3
人
、

28
・
8
%
減
）。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
解

除
後
は
、営
業
努
力
の
成
果
も
あ
り
、ほ
ぼ
計
画
目

標
に
達
し
て
い
る
状
況
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
延
期
と
な
っ
て
い
た
モ
ネ
の
庭

開
園
20
周
年
記
念
式
典
は
、令
和
３
年
４
月
20
日
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
に
あ
わ
せ
開
催
す
べ

く
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
北
川
村
温
泉
の
今
年
度
の
利
用
者
数
は
、11
月
末

現
在
、宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ
せ
て
8
、

3
6
2
人（
昨
年
同
期
1
2
、5
4
3
人
、33
・
3
%

減
）。
10
月
と
11
月
の
実
績
で
は
対
前
年
比

1
0
4
％
と
な
る
な
ど
、「
G
o 

T
o
ト
ラ
ベ
ル
」の

効
果
も
あ
り
、収
支
は
改
善
し
つ
つ
あ
る
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
、11
月
末
現
在
、相
談

件
数
９
件
、宅
地
売
却
希
望
１
件
、空
き
家
賃
貸

希
望
３
件
の
登
録
で
、登
録
物
件
の
内
１
件
が
空

き
家
改
修
事
業
を
活
用
し
、整
備
を
行
う
予
定
。

　
こ
し
ま
移
住
体
験
施
設
の
利
用
実
績
は
、９
月

以
降
、延
べ
22
名
で
、う
ち
１
名
は
、ゆ
ず
起
業
家

農
業
者
を
目
指
し
て
研
修
を
行
い
、１
名
は
、年

明
け
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
移
住
予

定
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

①
保
小
中
一
体
化

　
食
育
活
動
に
お
け
る
先
進
地
視
察
、ま
た
、栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
を
普
及
す
る
取
組
と
し

て
、食
生
活
改
善
推
進
員
の
協
力
の
も
と
講
話
を

開
催
。今
後
、子
ど
も
か
ら
保
護
者
へ
と
食
に
関

す
る
意
識
を
高
め
、広
く
波
及
効
果
が
及
ぶ
こ
と

を
目
指
し
、保
小
中
に
お
け
る
食
育
に
関
す
る
活

動
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

　
I
C
T
環
境
の
整
備
は
、小
中
学
生
全
員
に
配

布
す
る
パ
ソ
コ
ン
端
末
が
11
月
下
旬
に
納
品
さ

れ
、最
終
の
機
器
検
査
を
行
っ
て
い
る
。教
職
員

に
は
、活
用
方
法
等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
・
配

布
す
る
と
と
も
に
、冬
期
休
業
中
に
は
、パ
ソ
コ

ン
を
活
用
し
た
研
修
を
行
う
な
ど
、授
業
や
様
々

な
活
動
時
に
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

②
北
川
学
の
深
化

　
10
月
23
日
、防
災
や
移
住
促
進
な
ど
の
授
業
を

公
開
。参
観
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、北
川
学
の

取
組
の
意
義
が
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
手

応
え
を
感
じ
て
お
り
、引
き
続
き
地
域
資
源
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、探
究
心
や
地
域
へ
の
愛
着
を
育

む
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

く
。

③
地
域
ぐ
る
み
教
育

　
学
校
運
営
協
議
会
に
お
い
て
子
育
て
・
文
教
エ

リ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
き
た
。

　
11
月
23
日
に
は
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
文
教

エ
リ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て
」講
演
会
を
開
催
し
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
誇
れ
る
施
設
整
備
、住

民
参
画
で
の
議
論
の
必
要
性
な
ど
ご
講
演
い
た

だ
い
た
。今
後
、次
年
度
ま
で
に
教
育
施
設
の
あ

り
方
に
関
す
る
基
本
計
画
を
策
定
予
定
。

　
地
域
学
校
協
働
本
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

は
65
名
で
、村
内
美
化
清
掃
や
保
育
所
芋
掘
り
に

も
参
加
・
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

《
社
会
教
育
関
係
》

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
か
ら
村
民
運
動
会
が
中
止
と
な
っ
た
が
、少
し

で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
を
設
け
る
た
め
、

10
月
25
日
に
小
学
生
を
対
象
に「
親
子
で
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
も
う
」を
開
催
し
、25
名
の
児
童
が
保

護
者
と
共
に
卓
球
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
、体

を
動
か
す
楽
し
さ
や
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、文
化
祭
で
は
、芸
能
発
表
会
や
屋
外
で

の
出
店
を
中
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、作
品
展

は
例
年
ど
お
り
開
催
し
、保
育
園
児
や
小
・
中
学

生
の
工
作
、水
彩
画
や
書
道
な
ど
の
作
品
を
は
じ

め
、一
般
の
方
々
か
ら
も
多
数
の
出
展
が
あ
り
、

盛
会
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

《
中
岡
慎
太
郎
関
係
》

　
企
画
展「
幕
末
人び

と

の
筆
跡

－

漢
詩
・
和
歌
に
あ

ら
わ
れ
る
感
情

－

」が
開
催
さ
れ
、1
、2
9
2
人

の
方
が
来
館
。

　
慎
太
郎
学
習
会
で
は
、「
利
岡
家
文
書
」か
ら
分

か
る
野
友
村
の
庄
屋
の
仕
事
や
利
岡
家
の
家
族

構
成
な
ど
の
解
説
、「
利
岡
家
文
書
目
録
」の
調

査
・
整
理
の
過
程
を
紹
介
し
た
。

　
中
岡
慎
太
郎
墓
前
祭
は
、神
事
へ
の
参
列
人
数

は
制
限
さ
れ
た
が
、中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
が

中
心
と
な
り
、生
家
で
の
お
茶
会
や
慎
太
郎
学
習

会
、慎
太
郎
食
堂
で
の
シ
ャ
モ
鍋
の
ふ
る
ま
い
な

ど
盛
会
に
開
催
さ
れ
た
。

　
第
31
回
中
岡
迂
山
記
念
全
国
書
展
は
、田
野
町

の
水
墨
画
展
、安
田
町
の
色
紙
展
と
会
期
を
合
わ

せ「
三
町
村
合
同
書
画
展
」と
し
て
開
催
し
、全
会

場
観
覧
の
方
に
は
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

な
ど
、来
場
者
か
ら
親
し
ま
れ
る
書
展
と
し
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

《
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て
》

　
来
年
度
の「
第
11
回
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」の
開
催
に
つ
い
て
協
議
し
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
の
め
ど
が
立
た
な
い
中
、

物
理
的
に
無
理
で
は
な
い
か
」、「
他
地
域
で
の
大

会
も
中
止
や
延
期
と
な
っ
て
い
る
状
況
も
あ
り
、

現
在
で
き
る
予
防
対
策
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

含
め
十
分
な
感
染
防
止
の
対
応
が
で
き
な
い
」な

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
北
川
村
高
等
学
校
等
生
徒

　
通
学
費
助
成
に
つ
い
て

9
　
執
行
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
対
象
者
18
名
。助
成
額
1
7
8
万
円
。

9
　
こ
の
助
成
を
行
う
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い

て
問
う
。

 

答

　村
長

　
高
知
県
東
部
地
域
に
お
け
る
拠
点
校
と
し
て

安
芸
高
校
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、こ
の
拠
点
高
校

へ
通
う
こ
と
を
仮
定
し
、地
理
的
条
件
に
よ
る
不

平
等
、不
利
益
と
な
る
要
因
な
ど
を
解
消
し
、拠

点
校
が
あ
る
地
域
と
遜
色
な
い
条
件
を
整
え
る

こ
と
が
、学
校
存
続
へ
結
び
つ
く
要
因
で
も
あ
る

と
の
考
え
に
至
っ
た
。ま
た
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
の
過
程
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、通

学
費
の
助
成
に
つ
い
て
の
要
望
が
あ
っ
た
。こ
れ

ら
を
検
討
し
、拠
点
校
ま
で
の
通
学
費
相
当
額
を

助
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
北
川
村
高
等
学
校
等

　
生
徒
通
学
費
助
成
に
つ
い
て

9
　
助
成
対
象
者
を
拡
充
で
き
な
い
か
。

 

答

　村
長

　
拠
点
校
へ
の
通
学
を
仮
定
し
、地
理
的
条
件
に

よ
る
不
平
等
、不
利
益
と
な
る
要
因
を
解
消
す
る

た
め
、通
学
費
相
当
額
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、全
て
の
高
校
生
を
対
象
と
し
て
い
な
い
。

9
　
学
生
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
磨
き
上
げ
、こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
支
援
を
考
え
て
行
き
た
い
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
の
進
化
過
程
に
お
い
て
様
々
な
支
援

･

助
成
が
、検
討
や
提
案
さ
れ
、子
ど
も
達
へ
の
支

援
を
含
め
て
質
の
高
い
学
校
を
創
造
し
て
い
く
。

　
現
在
、高
校
や
大
学
な
ど
へ
進
学
す
る
場
合
、

奨
学
金
制
度
や
北
川
村
人
材
育
成
事
業
補
助
金

制
度
が
あ
る
。研
修
な
ど
大
い
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の

　
最
重
要
課
題
に
つ
い
て

9
　
最
も
重
要
な
対
策
・
対
応
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

 

答

　村
長

　
い
つ
ど
こ
で
誰
が
感
染
し
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
下
で
、行
政
機
能
の
低
下
に
陥
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、職
員
の
感
染
防
止
対
策
と
庁
舎
等

施
設
の
換
気
、飛
沫
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、

住
民
対
策
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
取
り

組
む
。三
密
回
避
や
、手
洗
い
、う
が
い､

手
指
消

毒
、外
出
時
の
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
、感
染
防
止

対
策
を
徹
底
す
る
。ま
た
、感
染
者
あ
る
い
は
家

族
等
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
、冷
静
を
欠
く
行
動
、

言
動
を
起
こ
さ
な
い
、暮
ら
し
に
く
く
な
る
こ
と

が
な
い
よ
う
な
環
境
を
保
つ
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。

　
一
般
質
問
へ
の
検
討
経
過
に
つ
い
て

9
　
空
き
家
等
の
老
朽
住
宅
の
取
り
壊
し
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
経
過
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
現
在
、対
象
と
な
る
老
朽
度
の
測
定
や
審
査
基

準
等
々
、あ
る
い
は
審
査
等
々
、補
助
対
象
要
件

の
精
査
を
行
っ
て
お
り
、来
年
４
月
か
ら
事
業
が

開
始
で
き
る
よ
う
整
え
て
い
く
。

9
　
村
産
木
材
需
要
調
査
等
委
託
事
業
に
つ
い

て
経
過
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
建
築
資
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、委
託
先
と
協

議
中
で
あ
る
が
、少
し
で
も
時
間
の
ロ
ス
が
無
く

供
給
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。こ
の
需

要
調
査
は
、今
年
を
含
め
て
５
年
間
予
定
し
て
お

り
、こ
の
間
の
村
産
材
の
伐
採
計
画
や
伐
採
可
能

な
山
林
の
確
保
を
行
い
、運
用
面
で
の
解
決
策
を

検
討
し
て
い
く
。

　
事
業
周
知
に
つ
い
て
は
、８
月
に
全
戸
配
布
を

行
っ
て
い
る
。実
際
倉
庫
の
建
設
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、対
処
を
始
め
て
い
る
。今
後
も
再
度
、村

民
の
皆
様
に
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
す
る
な
ど
、利

用
促
進
に
向
け
て
周
知
を
図
る
。

　
ま
た
、移
住
促
進
住
宅
の
改
修
、空
き
家
バ
ン

ク
登
録
の
空
き
家
改
修
工
事
等
に
も
、村
産
材
の

活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
北
川
モ
デ
ル
、圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

9
　
柚
子
に
関
す
る
新
規
就
農
者
の
育
成
手
順

書
の
進
捗
状
況
を
問
う

 

答

　村
長

　
研
修
期
間
と
、研
修
終
了
後
の
起
業
初
期
の
期

間
に
整
理
し
て
、作
成
を
進
め
て
い
る
。年
内
に

は
叩
き
台
を
つ
く
り
、速
や
か
に
関
係
機
関
の
意

見
を
踏
ま
え
て
仕
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
、起

業
家
農
業
者
の
育
成
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た

い
。

9
　
水
は
け
問
題
の
原
因
と
対
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
水
は
け
が
悪
い
箇
所
に
つ
い
て
、緊
急
的
な
排

水
対
策（
素
掘
り
の
排
水
路
）が
施
工
さ
れ
た
。

排
水
不
良
の
原
因
と
し
て
、

・
基
盤
面
を
重
機
で
締
固
め
た
こ
と

・
表
土
を
外
部
か
ら
補
充
し
て
30
㎝
の
厚
さ
を

確
保
し
た
こ
と

・
田
の
粘
土
質
で
あ
っ
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
整
備
対
策
と
し
て
、

・
重
機
に
よ
る
過
度
の
締
固
め
を
行
わ
な
い

・
表
土
は
工
事
区
域
内
で
確
保
し
た
物
の
み
で

仕
上
げ
る

・
必
要
な
箇
所
は
排
水
調
節
器
を
設
置
す
る

な
ど
、一
定
の
基
準
を
定
め
工
事
着
手
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
ま
た
、工
事
中
の
排
水
不
良
が
確
認
さ
れ
た
と

き
は
、関
係
機
関
で
協
議
を
持
ち
対
策
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

　
既
に
植
栽
さ
れ
た
圃
場
地
で
の
排
水
対
策
は
、

基
盤
土
に
穴
を
開
け
る
耕
盤
抜
き
工
法
を
実
施
す

べ
く
、県
の
令
和
３
年
度
予
算
で
措
置
し
、篤
農
家

を
交
え
た
検
討
会
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
も
現
場
状
況
を
確
認
し
情
報
共
有
を
行
い
、

よ
り
良
い
圃
場
地
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

9
　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
機
械
化
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
省
力
化
機
械
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、ゆ
ず

省
力
化
栽
培
投
資
事
業
に
よ
っ
て
後
押
し
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。今
後
の
機
械
化
を
睨
ん
だ
植

栽
間
隔
な
ど
苗
の
植
え
付
け
に
関
し
て
も
、今
年

２
月
に
北
川
モ
デ
ル
で
栽
培
さ
れ
る
方
々
を
対

象
に
講
習
会
を
開
催
し
た
が
、十
分
徹
底
さ
れ
て

い
な
い
面
も
あ
る
の
で
、再
度
、講
習
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、来
年
度
完
成
の
圃
場
整
備
区
域

に
つ
い
て
、参
考
に
作
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。今
後
も
、関
係
機
関
で
連
携
を
図
り
産

業
構
築
が
で
き
る
基
盤
整
備
に
努
め
る
。

　
北
川
モ
デ
ル
に
つ
い
て

9
　
２
期
目
の「
北
川
モ
デ
ル
」農
地
改
良
事
業

が
未
だ
手
つ
か
ず
の
状
況
で
あ
る
が
、そ
の
実
状

を
問
う
。

 

答

　村
長

　
第
2
期
に
つ
い
て
は
説
明
会
を
行
い
、来
年
度

早
々
か
ら
準
備
を
行
い
取
り
組
ん
で
い
く
と
い

う
こ
と
で
、地
区
と
も
合
意
が
で
き
た
。今
後
滞

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
。

　
ま
た
、圃
場
整
備
が
遅
延
す
れ
ば
就
農
者
の
計

画
に
も
大
幅
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、圃
場
整
備

後
、起
業
農
業
者
と
し
て
計
画
に
沿
っ
た
園
地
管

理
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
、圃
場
整
備
予
定
地
に
つ

い
て
も
、工
事
開
始
ま
で
適
切
な
管
理
を
す
る
よ

う
対
応
し
て
い
く
。

　
専
任
職
員
の
効
果
に
つ
い
て

9
　
中
学
校
部
活
の
卓
球
専
任
者
の
指
導
の
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　教
育
長

　
平
成
29
年
に
中
学
校
に
約
35
年
ぶ
り
に
卓
球

部
が
再
開
を
さ
れ
、平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら
卓

球
競
技
を
指
導
で
き
る
職
員
１
名
を
採
用
し
た
。

卓
球
部
の
指
導
を
中
心
に
、社
会
体
育
全
般
で
担

当
者
と
し
て
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。中
学
校
の

部
活
動
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
で
運
動

習
慣
の
確
立
等
を
図
り
、生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身

の
健
康
を
保
持
増
進
し
、豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ

フ
を
実
現
す
る
た
め
の
資
質
能
力
の
育
成
を
図

り
、バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
心
身
の
成
長
と
学
校
生

活
を
送
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
重
視
。ま
た
、中

学
校
卒
業
に
将
来
地
域
に
帰
っ
た
と
き
に
は
、そ

の
経
験
を
活
か
し
後
輩
の
育
成
や
地
域
へ
の
貢

献
を
い
た
だ
け
る
よ
う
な
卓
球
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、生
徒
も
徐
々
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら

れ
、安
芸
地
区
大
会
や
県
大
会
に
お
い
て
成
果
が

見
え
て
き
て
い
る
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

人
権
擁
護
委
員
候
補
の
推
薦
に
つ
い
て

(

諮
問
第
１
号)

　
田
中
　
美
也
　
氏

　
全
員
賛
成（
答
申
）

北
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て(

議
案
第
１
号
）

　
全
員
賛
成（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
２
号)

　
全
員
賛
成（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
５
号)

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
9
、7
5
2
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
2
、6
5
0
、5
4
4
千
円
と
す

る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
可
決
）

令
和
2
年

第
４
回
議
会
定
例
会（

抜
粋
）

議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

　 

議
長
　
岩
垣
　
實
男

上村　　誠 村長

　1月29日（金）から２月１日（月）までの４日間、「第39回東部美術展・第34回ふるさと名勝写真展」が北
川村民会館大ホールで開催され、安芸郡市町村より84点の作品が出展されました。
　また、「北川村モネの庭マルモッタンゆかりの画家展」と題し、日本画家・平松礼二さんやパリのマルモッ
タン・モネ美術館の館長を務めたフランスの版画家ジャン=マリ・グラニエさんの作品も展示されました。
　１月31日（日）には、芸能部門の試みとして村民会館駐車場で北川村やまなみ太鼓の演奏が行われ、美
術展の開催に花を添えました。
　今回は、コロナ禍のなかでしたが、4日間で延べ１０４名の方にご来場いただきました。



8
き
　  た
　  が
わ

9
き

た   
が   
わ

　1月31日（日）に芸西村憩ヶ丘体育館で開催された第32回小学生バレーボール東部ブロック新人大会に
おいて、北川JVC（ジュニアバレーボールクラブ）が低学年の部へ出場し、第2位という成績を納めることが
できました。
　対戦成績は１勝１敗ながら、新チームとして初めて出場した公式戦で初勝利を飾ることもでき、子ども達も
喜んでいました。
　この結果が、子ども達のこれからの競技意欲につながればと思っています。
　当日、応援に来られた保護者の皆様には色々とご協力をいただき、ありがとうございました。

『第32回 小学生バレーボール東部ブロック新人大会』

第39回東部美術展・第34回ふるさと名勝写真展

ど
の
意
見
が
あ
り
、ラ
ン
ナ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
安
全
を
第
一
に
考
え
、開
催
は
中
止
す
る
こ
と

と
し
た
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

　
④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
工
事
・
委
託
業
務
の
発
注
状
況（
12
月
１
日
時

点
）

　
今
後
も
早
期
完
成
に
向
け
事
業
の
進
捗
を
図

る
。

　
令
和
2
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
10
日
に
開

会
し
、人
権
擁
護
委
員
候
補
の
推
薦
、条
例
改
正
、

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
11
日
に
は
、４
氏
が
７
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　「
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会
」は
、全
て
終
了
。

第
２
期
の「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」の
概
要
説
明
、あ
わ
せ
て
高
規
格
道
路

の
整
備
計
画
、小
水
力
発
電
施
設
の
検
討
状
況
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

る
ゆ
ず
の
販
売
先
の
確
保
策
の
情
報
提
供
を

行
っ
た
。参
加
者
か
ら
出
た
意
見
な
ど
を
も
と
に
、

実
現
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

　
北
部
地
区
で
の「
地
区
存
続
プ
ラ
ン
」は
、協
議

を
進
め
、ゆ
ず
の
園
地
調
査
の
取
り
ま
と
め
と
、

３
月
の
マ
ル
シ
ェ
開
催
に
む
け
協
議
を
進
め
る
。

　
ま
た
、村
で
は
、同
地
区
の「
ゆ
ず
園
地
の
維

持
・
継
承
」と「
地
域
の
皆
様
方
の
生
き
が
い
づ
く

り
」を
軸
に
、モ
デ
ル
と
な
る
プ
ラ
ン
策
定
を
支

援
し
て
い
く
。

■
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て

　
道
及
び
村
道
竹
屋
敷
線
は
、災
害
査
定
を
受
け
、

国
庫
補
助
の
承
認
、林
道
竹
屋
敷
線
の
過
年
度
か

ら
の
被
災
箇
所
の
う
ち
、１
箇
所
は
工
事
が
完
成
、

残
り
１
箇
所
は
、年
明
け
か
ら
工
事
を
再
開
予
定
。

今
年
度
の
被
災
箇
所
は
、早
期
発
注
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　
ま
た
、平
成
29
年
か
ら
整
備
し
て
き
た
国
道

4
9
3
号
小
島
ト
ン
ネ
ル
が
、12
月
５
日
に
供
用

開
始
と
な
っ
た
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
に
つ
い
て
、今

年
度
予
定
し
て
い
た
４
地
区
に
お
い
て
完
了
し

た
。

　
老
朽
住
宅
の
除
去
に
対
す
る
補
助
制
度
は
、補

助
対
象
要
件
の
精
査
を
行
っ
て
お
り
、来
年
４
月

か
ら
の
事
業
開
始
に
向
け
準
備
を
整
え
て
い
く
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　
11
月
に
入
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

確
認
者
が
全
国
的
に
拡
大
し
、県
内
で
も
増
加
し

つ
つ
あ
る
。新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
と
感
染
予

防
対
策
の
徹
底
、あ
わ
せ
て
、た
と
え
対
策
を
講

じ
た
と
し
て
も
感
染
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る

こ
と
を
理
解
し
、感
染
者
が
発
生
し
て
も
、誹
謗

中
傷
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
、冷
静
な
対
応
を
お
願

い
し
た
い
。

　
昨
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
50
・
4
％
、平

成
30
年
度
と
同
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　
運
動
教
室
は
、11
月
末
ま
で
に
南
部
で
10
回

1
1
3
名
、中
北
部
で
５
回
35
名
の
参
加
。親
子

運
動
教
室
で
は
、６
組
19
名
が
参
加
。

　
小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」は
、10
月
末

現
在
2
、3
1
3
名
が
利
用
。交
流
ス
ペ
ー
ス
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
利
用
、ま
た
、

退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
期
間
中
、宿
泊
を
利
用
す
る

な
ど
、施
設
の
設
置
目
的
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。今
後
も
、施
設
の
利
用
促
進
に
努

め
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整
備
事
業
は
、宗
ノ

上
地
区
左
岸
側
に
お
い
て
11
月
末
に
施
工
業
者

が
決
定
、工
事
の
完
成
は
、来
年
４
月
以
降
に
な

る
見
通
し
。第
２
期
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整

備
事
業
の
候
補
地（
島
地
区
）に
お
い
て
、地
元
説

明
会
を
開
催
。今
後
、地
権
者
と
協
議
を
行
い
、来

年
度
か
ら
農
地
の
一
時
保
有
を
進
め
て
い
く
。

　
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
、10
月
以
降
、新
た

に
２
名
の
方
が
篤
農
家
の
も
と
で
起
業
家
農
業

者
を
目
指
し
て
研
修
を
開
始
し
た
。ま
た
、起
業

家
農
業
者
育
成
の
基
軸
と
な
る
手
順
書
の
作
成

を
進
め
て
お
り
、関
係
機
関
と
協
議
し
、速
や
か

に
仕
組
み
を
確
立
し
て
い
く
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　
今
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
実
績
は
、2
、

5
4
4
件
、2
0
、3
8
2
千
円
で
前
年
同
期
と

比
較
し
、件
数
、金
額
と
も
1.5
倍
超
の
伸
び
と

な
っ
て
お
り
、引
き
続
き
、本
年
度
の
目
標（
寄
附

額
5
0
、0
0
0
千
円
）達
成
に
努
め
る
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　
モ
ネ
の
庭
の
今
期
の
入
園
者
数
は
、11
月
末
現
在

で
5
1
、3
4
3
人（
昨
年
同
期
7
2
、0
8
3
人
、

28
・
8
%
減
）。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
解

除
後
は
、営
業
努
力
の
成
果
も
あ
り
、ほ
ぼ
計
画
目

標
に
達
し
て
い
る
状
況
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
延
期
と
な
っ
て
い
た
モ
ネ
の
庭

開
園
20
周
年
記
念
式
典
は
、令
和
３
年
４
月
20
日
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
に
あ
わ
せ
開
催
す
べ

く
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
北
川
村
温
泉
の
今
年
度
の
利
用
者
数
は
、11
月
末

現
在
、宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ
せ
て
8
、

3
6
2
人（
昨
年
同
期
1
2
、5
4
3
人
、33
・
3
%

減
）。
10
月
と
11
月
の
実
績
で
は
対
前
年
比

1
0
4
％
と
な
る
な
ど
、「
G
o 

T
o
ト
ラ
ベ
ル
」の

効
果
も
あ
り
、収
支
は
改
善
し
つ
つ
あ
る
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
、11
月
末
現
在
、相
談

件
数
９
件
、宅
地
売
却
希
望
１
件
、空
き
家
賃
貸

希
望
３
件
の
登
録
で
、登
録
物
件
の
内
１
件
が
空

き
家
改
修
事
業
を
活
用
し
、整
備
を
行
う
予
定
。

　
こ
し
ま
移
住
体
験
施
設
の
利
用
実
績
は
、９
月

以
降
、延
べ
22
名
で
、う
ち
１
名
は
、ゆ
ず
起
業
家

農
業
者
を
目
指
し
て
研
修
を
行
い
、１
名
は
、年

明
け
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
移
住
予

定
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

①
保
小
中
一
体
化

　
食
育
活
動
に
お
け
る
先
進
地
視
察
、ま
た
、栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
を
普
及
す
る
取
組
と
し

て
、食
生
活
改
善
推
進
員
の
協
力
の
も
と
講
話
を

開
催
。今
後
、子
ど
も
か
ら
保
護
者
へ
と
食
に
関

す
る
意
識
を
高
め
、広
く
波
及
効
果
が
及
ぶ
こ
と

を
目
指
し
、保
小
中
に
お
け
る
食
育
に
関
す
る
活

動
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

　
I
C
T
環
境
の
整
備
は
、小
中
学
生
全
員
に
配

布
す
る
パ
ソ
コ
ン
端
末
が
11
月
下
旬
に
納
品
さ

れ
、最
終
の
機
器
検
査
を
行
っ
て
い
る
。教
職
員

に
は
、活
用
方
法
等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
・
配

布
す
る
と
と
も
に
、冬
期
休
業
中
に
は
、パ
ソ
コ

ン
を
活
用
し
た
研
修
を
行
う
な
ど
、授
業
や
様
々

な
活
動
時
に
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

②
北
川
学
の
深
化

　
10
月
23
日
、防
災
や
移
住
促
進
な
ど
の
授
業
を

公
開
。参
観
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、北
川
学
の

取
組
の
意
義
が
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
手

応
え
を
感
じ
て
お
り
、引
き
続
き
地
域
資
源
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、探
究
心
や
地
域
へ
の
愛
着
を
育

む
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

く
。

③
地
域
ぐ
る
み
教
育

　
学
校
運
営
協
議
会
に
お
い
て
子
育
て
・
文
教
エ

リ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
き
た
。

　
11
月
23
日
に
は
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
文
教

エ
リ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て
」講
演
会
を
開
催
し
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
誇
れ
る
施
設
整
備
、住

民
参
画
で
の
議
論
の
必
要
性
な
ど
ご
講
演
い
た

だ
い
た
。今
後
、次
年
度
ま
で
に
教
育
施
設
の
あ

り
方
に
関
す
る
基
本
計
画
を
策
定
予
定
。

　
地
域
学
校
協
働
本
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

は
65
名
で
、村
内
美
化
清
掃
や
保
育
所
芋
掘
り
に

も
参
加
・
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

《
社
会
教
育
関
係
》

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
か
ら
村
民
運
動
会
が
中
止
と
な
っ
た
が
、少
し

で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
を
設
け
る
た
め
、

10
月
25
日
に
小
学
生
を
対
象
に「
親
子
で
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
も
う
」を
開
催
し
、25
名
の
児
童
が
保

護
者
と
共
に
卓
球
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
、体

を
動
か
す
楽
し
さ
や
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、文
化
祭
で
は
、芸
能
発
表
会
や
屋
外
で

の
出
店
を
中
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、作
品
展

は
例
年
ど
お
り
開
催
し
、保
育
園
児
や
小
・
中
学

生
の
工
作
、水
彩
画
や
書
道
な
ど
の
作
品
を
は
じ

め
、一
般
の
方
々
か
ら
も
多
数
の
出
展
が
あ
り
、

盛
会
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

《
中
岡
慎
太
郎
関
係
》

　
企
画
展「
幕
末
人び

と

の
筆
跡

－

漢
詩
・
和
歌
に
あ

ら
わ
れ
る
感
情

－

」が
開
催
さ
れ
、1
、2
9
2
人

の
方
が
来
館
。

　
慎
太
郎
学
習
会
で
は
、「
利
岡
家
文
書
」か
ら
分

か
る
野
友
村
の
庄
屋
の
仕
事
や
利
岡
家
の
家
族

構
成
な
ど
の
解
説
、「
利
岡
家
文
書
目
録
」の
調

査
・
整
理
の
過
程
を
紹
介
し
た
。

　
中
岡
慎
太
郎
墓
前
祭
は
、神
事
へ
の
参
列
人
数

は
制
限
さ
れ
た
が
、中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
が

中
心
と
な
り
、生
家
で
の
お
茶
会
や
慎
太
郎
学
習

会
、慎
太
郎
食
堂
で
の
シ
ャ
モ
鍋
の
ふ
る
ま
い
な

ど
盛
会
に
開
催
さ
れ
た
。

　
第
31
回
中
岡
迂
山
記
念
全
国
書
展
は
、田
野
町

の
水
墨
画
展
、安
田
町
の
色
紙
展
と
会
期
を
合
わ

せ「
三
町
村
合
同
書
画
展
」と
し
て
開
催
し
、全
会

場
観
覧
の
方
に
は
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

な
ど
、来
場
者
か
ら
親
し
ま
れ
る
書
展
と
し
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

《
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て
》

　
来
年
度
の「
第
11
回
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」の
開
催
に
つ
い
て
協
議
し
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
の
め
ど
が
立
た
な
い
中
、

物
理
的
に
無
理
で
は
な
い
か
」、「
他
地
域
で
の
大

会
も
中
止
や
延
期
と
な
っ
て
い
る
状
況
も
あ
り
、

現
在
で
き
る
予
防
対
策
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

含
め
十
分
な
感
染
防
止
の
対
応
が
で
き
な
い
」な

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
北
川
村
高
等
学
校
等
生
徒

　
通
学
費
助
成
に
つ
い
て

9
　
執
行
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
対
象
者
18
名
。助
成
額
1
7
8
万
円
。

9
　
こ
の
助
成
を
行
う
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い

て
問
う
。

 

答

　村
長

　
高
知
県
東
部
地
域
に
お
け
る
拠
点
校
と
し
て

安
芸
高
校
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、こ
の
拠
点
高
校

へ
通
う
こ
と
を
仮
定
し
、地
理
的
条
件
に
よ
る
不

平
等
、不
利
益
と
な
る
要
因
な
ど
を
解
消
し
、拠

点
校
が
あ
る
地
域
と
遜
色
な
い
条
件
を
整
え
る

こ
と
が
、学
校
存
続
へ
結
び
つ
く
要
因
で
も
あ
る

と
の
考
え
に
至
っ
た
。ま
た
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
の
過
程
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、通

学
費
の
助
成
に
つ
い
て
の
要
望
が
あ
っ
た
。こ
れ

ら
を
検
討
し
、拠
点
校
ま
で
の
通
学
費
相
当
額
を

助
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
北
川
村
高
等
学
校
等

　
生
徒
通
学
費
助
成
に
つ
い
て

9
　
助
成
対
象
者
を
拡
充
で
き
な
い
か
。

 

答

　村
長

　
拠
点
校
へ
の
通
学
を
仮
定
し
、地
理
的
条
件
に

よ
る
不
平
等
、不
利
益
と
な
る
要
因
を
解
消
す
る

た
め
、通
学
費
相
当
額
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、全
て
の
高
校
生
を
対
象
と
し
て
い
な
い
。

9
　
学
生
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
磨
き
上
げ
、こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
支
援
を
考
え
て
行
き
た
い
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
の
進
化
過
程
に
お
い
て
様
々
な
支
援

･

助
成
が
、検
討
や
提
案
さ
れ
、子
ど
も
達
へ
の
支

援
を
含
め
て
質
の
高
い
学
校
を
創
造
し
て
い
く
。

　
現
在
、高
校
や
大
学
な
ど
へ
進
学
す
る
場
合
、

奨
学
金
制
度
や
北
川
村
人
材
育
成
事
業
補
助
金

制
度
が
あ
る
。研
修
な
ど
大
い
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の

　
最
重
要
課
題
に
つ
い
て

9
　
最
も
重
要
な
対
策
・
対
応
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

 

答

　村
長

　
い
つ
ど
こ
で
誰
が
感
染
し
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
下
で
、行
政
機
能
の
低
下
に
陥
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、職
員
の
感
染
防
止
対
策
と
庁
舎
等

施
設
の
換
気
、飛
沫
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、

住
民
対
策
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
取
り

組
む
。三
密
回
避
や
、手
洗
い
、う
が
い､

手
指
消

毒
、外
出
時
の
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
、感
染
防
止

対
策
を
徹
底
す
る
。ま
た
、感
染
者
あ
る
い
は
家

族
等
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
、冷
静
を
欠
く
行
動
、

言
動
を
起
こ
さ
な
い
、暮
ら
し
に
く
く
な
る
こ
と

が
な
い
よ
う
な
環
境
を
保
つ
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。

　
一
般
質
問
へ
の
検
討
経
過
に
つ
い
て

9
　
空
き
家
等
の
老
朽
住
宅
の
取
り
壊
し
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
経
過
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
現
在
、対
象
と
な
る
老
朽
度
の
測
定
や
審
査
基

準
等
々
、あ
る
い
は
審
査
等
々
、補
助
対
象
要
件

の
精
査
を
行
っ
て
お
り
、来
年
４
月
か
ら
事
業
が

開
始
で
き
る
よ
う
整
え
て
い
く
。

9
　
村
産
木
材
需
要
調
査
等
委
託
事
業
に
つ
い

て
経
過
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
建
築
資
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、委
託
先
と
協

議
中
で
あ
る
が
、少
し
で
も
時
間
の
ロ
ス
が
無
く

供
給
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。こ
の
需

要
調
査
は
、今
年
を
含
め
て
５
年
間
予
定
し
て
お

り
、こ
の
間
の
村
産
材
の
伐
採
計
画
や
伐
採
可
能

な
山
林
の
確
保
を
行
い
、運
用
面
で
の
解
決
策
を

検
討
し
て
い
く
。

　
事
業
周
知
に
つ
い
て
は
、８
月
に
全
戸
配
布
を

行
っ
て
い
る
。実
際
倉
庫
の
建
設
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、対
処
を
始
め
て
い
る
。今
後
も
再
度
、村

民
の
皆
様
に
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
す
る
な
ど
、利

用
促
進
に
向
け
て
周
知
を
図
る
。

　
ま
た
、移
住
促
進
住
宅
の
改
修
、空
き
家
バ
ン

ク
登
録
の
空
き
家
改
修
工
事
等
に
も
、村
産
材
の

活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
北
川
モ
デ
ル
、圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

9
　
柚
子
に
関
す
る
新
規
就
農
者
の
育
成
手
順

書
の
進
捗
状
況
を
問
う

 

答

　村
長

　
研
修
期
間
と
、研
修
終
了
後
の
起
業
初
期
の
期

間
に
整
理
し
て
、作
成
を
進
め
て
い
る
。年
内
に

は
叩
き
台
を
つ
く
り
、速
や
か
に
関
係
機
関
の
意

見
を
踏
ま
え
て
仕
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
、起

業
家
農
業
者
の
育
成
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た

い
。

9
　
水
は
け
問
題
の
原
因
と
対
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
水
は
け
が
悪
い
箇
所
に
つ
い
て
、緊
急
的
な
排

水
対
策（
素
掘
り
の
排
水
路
）が
施
工
さ
れ
た
。

排
水
不
良
の
原
因
と
し
て
、

・
基
盤
面
を
重
機
で
締
固
め
た
こ
と

・
表
土
を
外
部
か
ら
補
充
し
て
30
㎝
の
厚
さ
を

確
保
し
た
こ
と

・
田
の
粘
土
質
で
あ
っ
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
整
備
対
策
と
し
て
、

・
重
機
に
よ
る
過
度
の
締
固
め
を
行
わ
な
い

・
表
土
は
工
事
区
域
内
で
確
保
し
た
物
の
み
で

仕
上
げ
る

・
必
要
な
箇
所
は
排
水
調
節
器
を
設
置
す
る

な
ど
、一
定
の
基
準
を
定
め
工
事
着
手
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
ま
た
、工
事
中
の
排
水
不
良
が
確
認
さ
れ
た
と

き
は
、関
係
機
関
で
協
議
を
持
ち
対
策
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

　
既
に
植
栽
さ
れ
た
圃
場
地
で
の
排
水
対
策
は
、

基
盤
土
に
穴
を
開
け
る
耕
盤
抜
き
工
法
を
実
施
す

べ
く
、県
の
令
和
３
年
度
予
算
で
措
置
し
、篤
農
家

を
交
え
た
検
討
会
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
も
現
場
状
況
を
確
認
し
情
報
共
有
を
行
い
、

よ
り
良
い
圃
場
地
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

9
　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
機
械
化
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
省
力
化
機
械
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、ゆ
ず

省
力
化
栽
培
投
資
事
業
に
よ
っ
て
後
押
し
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。今
後
の
機
械
化
を
睨
ん
だ
植

栽
間
隔
な
ど
苗
の
植
え
付
け
に
関
し
て
も
、今
年

２
月
に
北
川
モ
デ
ル
で
栽
培
さ
れ
る
方
々
を
対

象
に
講
習
会
を
開
催
し
た
が
、十
分
徹
底
さ
れ
て

い
な
い
面
も
あ
る
の
で
、再
度
、講
習
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、来
年
度
完
成
の
圃
場
整
備
区
域

に
つ
い
て
、参
考
に
作
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。今
後
も
、関
係
機
関
で
連
携
を
図
り
産

業
構
築
が
で
き
る
基
盤
整
備
に
努
め
る
。

　
北
川
モ
デ
ル
に
つ
い
て

9
　
２
期
目
の「
北
川
モ
デ
ル
」農
地
改
良
事
業

が
未
だ
手
つ
か
ず
の
状
況
で
あ
る
が
、そ
の
実
状

を
問
う
。

 

答

　村
長

　
第
2
期
に
つ
い
て
は
説
明
会
を
行
い
、来
年
度

早
々
か
ら
準
備
を
行
い
取
り
組
ん
で
い
く
と
い

う
こ
と
で
、地
区
と
も
合
意
が
で
き
た
。今
後
滞

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
。

　
ま
た
、圃
場
整
備
が
遅
延
す
れ
ば
就
農
者
の
計

画
に
も
大
幅
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、圃
場
整
備

後
、起
業
農
業
者
と
し
て
計
画
に
沿
っ
た
園
地
管

理
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
、圃
場
整
備
予
定
地
に
つ

い
て
も
、工
事
開
始
ま
で
適
切
な
管
理
を
す
る
よ

う
対
応
し
て
い
く
。

　
専
任
職
員
の
効
果
に
つ
い
て

9
　
中
学
校
部
活
の
卓
球
専
任
者
の
指
導
の
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　教
育
長

　
平
成
29
年
に
中
学
校
に
約
35
年
ぶ
り
に
卓
球

部
が
再
開
を
さ
れ
、平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら
卓

球
競
技
を
指
導
で
き
る
職
員
１
名
を
採
用
し
た
。

卓
球
部
の
指
導
を
中
心
に
、社
会
体
育
全
般
で
担

当
者
と
し
て
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。中
学
校
の

部
活
動
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
で
運
動

習
慣
の
確
立
等
を
図
り
、生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身

の
健
康
を
保
持
増
進
し
、豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ

フ
を
実
現
す
る
た
め
の
資
質
能
力
の
育
成
を
図

り
、バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
心
身
の
成
長
と
学
校
生

活
を
送
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
重
視
。ま
た
、中

学
校
卒
業
に
将
来
地
域
に
帰
っ
た
と
き
に
は
、そ

の
経
験
を
活
か
し
後
輩
の
育
成
や
地
域
へ
の
貢

献
を
い
た
だ
け
る
よ
う
な
卓
球
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、生
徒
も
徐
々
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら

れ
、安
芸
地
区
大
会
や
県
大
会
に
お
い
て
成
果
が

見
え
て
き
て
い
る
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

人
権
擁
護
委
員
候
補
の
推
薦
に
つ
い
て

(

諮
問
第
１
号)

　
田
中
　
美
也
　
氏

　
全
員
賛
成（
答
申
）

北
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て(

議
案
第
１
号
）

　
全
員
賛
成（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
２
号)

　
全
員
賛
成（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
５
号)

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
9
、7
5
2
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
2
、6
5
0
、5
4
4
千
円
と
す

る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
可
決
）

令
和
2
年

第
４
回
議
会
定
例
会（

抜
粋
）

議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

　 

議
長
　
岩
垣
　
實
男

上村　　誠 村長

　1月29日（金）から２月１日（月）までの４日間、「第39回東部美術展・第34回ふるさと名勝写真展」が北
川村民会館大ホールで開催され、安芸郡市町村より84点の作品が出展されました。
　また、「北川村モネの庭マルモッタンゆかりの画家展」と題し、日本画家・平松礼二さんやパリのマルモッ
タン・モネ美術館の館長を務めたフランスの版画家ジャン=マリ・グラニエさんの作品も展示されました。
　１月31日（日）には、芸能部門の試みとして村民会館駐車場で北川村やまなみ太鼓の演奏が行われ、美
術展の開催に花を添えました。
　今回は、コロナ禍のなかでしたが、4日間で延べ１０４名の方にご来場いただきました。



10
き
　  た
　  が
わ

11
き

た   
が   
わ

ど
の
意
見
が
あ
り
、ラ
ン
ナ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
安
全
を
第
一
に
考
え
、開
催
は
中
止
す
る
こ
と

と
し
た
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

　
④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
工
事
・
委
託
業
務
の
発
注
状
況（
12
月
１
日
時

点
）

　
今
後
も
早
期
完
成
に
向
け
事
業
の
進
捗
を
図

る
。

　
令
和
2
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
10
日
に
開

会
し
、人
権
擁
護
委
員
候
補
の
推
薦
、条
例
改
正
、

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
11
日
に
は
、４
氏
が
７
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　「
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会
」は
、全
て
終
了
。

第
２
期
の「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」の
概
要
説
明
、あ
わ
せ
て
高
規
格
道
路

の
整
備
計
画
、小
水
力
発
電
施
設
の
検
討
状
況
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

る
ゆ
ず
の
販
売
先
の
確
保
策
の
情
報
提
供
を

行
っ
た
。参
加
者
か
ら
出
た
意
見
な
ど
を
も
と
に
、

実
現
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

　
北
部
地
区
で
の「
地
区
存
続
プ
ラ
ン
」は
、協
議

を
進
め
、ゆ
ず
の
園
地
調
査
の
取
り
ま
と
め
と
、

３
月
の
マ
ル
シ
ェ
開
催
に
む
け
協
議
を
進
め
る
。

　
ま
た
、村
で
は
、同
地
区
の「
ゆ
ず
園
地
の
維

持
・
継
承
」と「
地
域
の
皆
様
方
の
生
き
が
い
づ
く

り
」を
軸
に
、モ
デ
ル
と
な
る
プ
ラ
ン
策
定
を
支

援
し
て
い
く
。

■
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て

　
道
及
び
村
道
竹
屋
敷
線
は
、災
害
査
定
を
受
け
、

国
庫
補
助
の
承
認
、林
道
竹
屋
敷
線
の
過
年
度
か

ら
の
被
災
箇
所
の
う
ち
、１
箇
所
は
工
事
が
完
成
、

残
り
１
箇
所
は
、年
明
け
か
ら
工
事
を
再
開
予
定
。

今
年
度
の
被
災
箇
所
は
、早
期
発
注
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　
ま
た
、平
成
29
年
か
ら
整
備
し
て
き
た
国
道

4
9
3
号
小
島
ト
ン
ネ
ル
が
、12
月
５
日
に
供
用

開
始
と
な
っ
た
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
に
つ
い
て
、今

年
度
予
定
し
て
い
た
４
地
区
に
お
い
て
完
了
し

た
。

　
老
朽
住
宅
の
除
去
に
対
す
る
補
助
制
度
は
、補

助
対
象
要
件
の
精
査
を
行
っ
て
お
り
、来
年
４
月

か
ら
の
事
業
開
始
に
向
け
準
備
を
整
え
て
い
く
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　
11
月
に
入
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

確
認
者
が
全
国
的
に
拡
大
し
、県
内
で
も
増
加
し

つ
つ
あ
る
。新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
と
感
染
予

防
対
策
の
徹
底
、あ
わ
せ
て
、た
と
え
対
策
を
講

じ
た
と
し
て
も
感
染
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る

こ
と
を
理
解
し
、感
染
者
が
発
生
し
て
も
、誹
謗

中
傷
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
、冷
静
な
対
応
を
お
願

い
し
た
い
。

　
昨
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
50
・
4
％
、平

成
30
年
度
と
同
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　
運
動
教
室
は
、11
月
末
ま
で
に
南
部
で
10
回

1
1
3
名
、中
北
部
で
５
回
35
名
の
参
加
。親
子

運
動
教
室
で
は
、６
組
19
名
が
参
加
。

　
小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」は
、10
月
末

現
在
2
、3
1
3
名
が
利
用
。交
流
ス
ペ
ー
ス
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
利
用
、ま
た
、

退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
期
間
中
、宿
泊
を
利
用
す
る

な
ど
、施
設
の
設
置
目
的
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。今
後
も
、施
設
の
利
用
促
進
に
努

め
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整
備
事
業
は
、宗
ノ

上
地
区
左
岸
側
に
お
い
て
11
月
末
に
施
工
業
者

が
決
定
、工
事
の
完
成
は
、来
年
４
月
以
降
に
な

る
見
通
し
。第
２
期
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整

備
事
業
の
候
補
地（
島
地
区
）に
お
い
て
、地
元
説

明
会
を
開
催
。今
後
、地
権
者
と
協
議
を
行
い
、来

年
度
か
ら
農
地
の
一
時
保
有
を
進
め
て
い
く
。

　
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
、10
月
以
降
、新
た

に
２
名
の
方
が
篤
農
家
の
も
と
で
起
業
家
農
業

者
を
目
指
し
て
研
修
を
開
始
し
た
。ま
た
、起
業

家
農
業
者
育
成
の
基
軸
と
な
る
手
順
書
の
作
成

を
進
め
て
お
り
、関
係
機
関
と
協
議
し
、速
や
か

に
仕
組
み
を
確
立
し
て
い
く
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　
今
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
実
績
は
、2
、

5
4
4
件
、2
0
、3
8
2
千
円
で
前
年
同
期
と

比
較
し
、件
数
、金
額
と
も
1.5
倍
超
の
伸
び
と

な
っ
て
お
り
、引
き
続
き
、本
年
度
の
目
標（
寄
附

額
5
0
、0
0
0
千
円
）達
成
に
努
め
る
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　
モ
ネ
の
庭
の
今
期
の
入
園
者
数
は
、11
月
末
現
在

で
5
1
、3
4
3
人（
昨
年
同
期
7
2
、0
8
3
人
、

28
・
8
%
減
）。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
解

除
後
は
、営
業
努
力
の
成
果
も
あ
り
、ほ
ぼ
計
画
目

標
に
達
し
て
い
る
状
況
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
延
期
と
な
っ
て
い
た
モ
ネ
の
庭

開
園
20
周
年
記
念
式
典
は
、令
和
３
年
４
月
20
日
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
に
あ
わ
せ
開
催
す
べ

く
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
北
川
村
温
泉
の
今
年
度
の
利
用
者
数
は
、11
月
末

現
在
、宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ
せ
て
8
、

3
6
2
人（
昨
年
同
期
1
2
、5
4
3
人
、33
・
3
%

減
）。
10
月
と
11
月
の
実
績
で
は
対
前
年
比

1
0
4
％
と
な
る
な
ど
、「
G
o 

T
o
ト
ラ
ベ
ル
」の

効
果
も
あ
り
、収
支
は
改
善
し
つ
つ
あ
る
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
、11
月
末
現
在
、相
談

件
数
９
件
、宅
地
売
却
希
望
１
件
、空
き
家
賃
貸

希
望
３
件
の
登
録
で
、登
録
物
件
の
内
１
件
が
空

き
家
改
修
事
業
を
活
用
し
、整
備
を
行
う
予
定
。

　
こ
し
ま
移
住
体
験
施
設
の
利
用
実
績
は
、９
月

以
降
、延
べ
22
名
で
、う
ち
１
名
は
、ゆ
ず
起
業
家

農
業
者
を
目
指
し
て
研
修
を
行
い
、１
名
は
、年

明
け
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
移
住
予

定
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

①
保
小
中
一
体
化

　
食
育
活
動
に
お
け
る
先
進
地
視
察
、ま
た
、栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
を
普
及
す
る
取
組
と
し

て
、食
生
活
改
善
推
進
員
の
協
力
の
も
と
講
話
を

開
催
。今
後
、子
ど
も
か
ら
保
護
者
へ
と
食
に
関

す
る
意
識
を
高
め
、広
く
波
及
効
果
が
及
ぶ
こ
と

を
目
指
し
、保
小
中
に
お
け
る
食
育
に
関
す
る
活

動
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

　
I
C
T
環
境
の
整
備
は
、小
中
学
生
全
員
に
配

布
す
る
パ
ソ
コ
ン
端
末
が
11
月
下
旬
に
納
品
さ

れ
、最
終
の
機
器
検
査
を
行
っ
て
い
る
。教
職
員

に
は
、活
用
方
法
等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
・
配

布
す
る
と
と
も
に
、冬
期
休
業
中
に
は
、パ
ソ
コ

ン
を
活
用
し
た
研
修
を
行
う
な
ど
、授
業
や
様
々

な
活
動
時
に
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

②
北
川
学
の
深
化

　
10
月
23
日
、防
災
や
移
住
促
進
な
ど
の
授
業
を

公
開
。参
観
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、北
川
学
の

取
組
の
意
義
が
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
手

応
え
を
感
じ
て
お
り
、引
き
続
き
地
域
資
源
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、探
究
心
や
地
域
へ
の
愛
着
を
育

む
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

く
。

③
地
域
ぐ
る
み
教
育

　
学
校
運
営
協
議
会
に
お
い
て
子
育
て
・
文
教
エ

リ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
き
た
。

　
11
月
23
日
に
は
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
文
教

エ
リ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て
」講
演
会
を
開
催
し
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
誇
れ
る
施
設
整
備
、住

民
参
画
で
の
議
論
の
必
要
性
な
ど
ご
講
演
い
た

だ
い
た
。今
後
、次
年
度
ま
で
に
教
育
施
設
の
あ

り
方
に
関
す
る
基
本
計
画
を
策
定
予
定
。

　
地
域
学
校
協
働
本
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

は
65
名
で
、村
内
美
化
清
掃
や
保
育
所
芋
掘
り
に

も
参
加
・
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

《
社
会
教
育
関
係
》

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
か
ら
村
民
運
動
会
が
中
止
と
な
っ
た
が
、少
し

で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
を
設
け
る
た
め
、

10
月
25
日
に
小
学
生
を
対
象
に「
親
子
で
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
も
う
」を
開
催
し
、25
名
の
児
童
が
保

護
者
と
共
に
卓
球
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
、体

を
動
か
す
楽
し
さ
や
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、文
化
祭
で
は
、芸
能
発
表
会
や
屋
外
で

の
出
店
を
中
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、作
品
展

は
例
年
ど
お
り
開
催
し
、保
育
園
児
や
小
・
中
学

生
の
工
作
、水
彩
画
や
書
道
な
ど
の
作
品
を
は
じ

め
、一
般
の
方
々
か
ら
も
多
数
の
出
展
が
あ
り
、

盛
会
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

《
中
岡
慎
太
郎
関
係
》

　
企
画
展「
幕
末
人び

と

の
筆
跡

－

漢
詩
・
和
歌
に
あ

ら
わ
れ
る
感
情

－

」が
開
催
さ
れ
、1
、2
9
2
人

の
方
が
来
館
。

　
慎
太
郎
学
習
会
で
は
、「
利
岡
家
文
書
」か
ら
分

か
る
野
友
村
の
庄
屋
の
仕
事
や
利
岡
家
の
家
族

構
成
な
ど
の
解
説
、「
利
岡
家
文
書
目
録
」の
調

査
・
整
理
の
過
程
を
紹
介
し
た
。

　
中
岡
慎
太
郎
墓
前
祭
は
、神
事
へ
の
参
列
人
数

は
制
限
さ
れ
た
が
、中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
が

中
心
と
な
り
、生
家
で
の
お
茶
会
や
慎
太
郎
学
習

会
、慎
太
郎
食
堂
で
の
シ
ャ
モ
鍋
の
ふ
る
ま
い
な

ど
盛
会
に
開
催
さ
れ
た
。

　
第
31
回
中
岡
迂
山
記
念
全
国
書
展
は
、田
野
町

の
水
墨
画
展
、安
田
町
の
色
紙
展
と
会
期
を
合
わ

せ「
三
町
村
合
同
書
画
展
」と
し
て
開
催
し
、全
会

場
観
覧
の
方
に
は
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

な
ど
、来
場
者
か
ら
親
し
ま
れ
る
書
展
と
し
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

《
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て
》

　
来
年
度
の「
第
11
回
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」の
開
催
に
つ
い
て
協
議
し
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
の
め
ど
が
立
た
な
い
中
、

物
理
的
に
無
理
で
は
な
い
か
」、「
他
地
域
で
の
大

会
も
中
止
や
延
期
と
な
っ
て
い
る
状
況
も
あ
り
、

現
在
で
き
る
予
防
対
策
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

含
め
十
分
な
感
染
防
止
の
対
応
が
で
き
な
い
」な

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
北
川
村
高
等
学
校
等
生
徒

　
通
学
費
助
成
に
つ
い
て

9
　
執
行
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
対
象
者
18
名
。助
成
額
1
7
8
万
円
。

9
　
こ
の
助
成
を
行
う
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い

て
問
う
。

 

答

　村
長

　
高
知
県
東
部
地
域
に
お
け
る
拠
点
校
と
し
て

安
芸
高
校
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、こ
の
拠
点
高
校

へ
通
う
こ
と
を
仮
定
し
、地
理
的
条
件
に
よ
る
不

平
等
、不
利
益
と
な
る
要
因
な
ど
を
解
消
し
、拠

点
校
が
あ
る
地
域
と
遜
色
な
い
条
件
を
整
え
る

こ
と
が
、学
校
存
続
へ
結
び
つ
く
要
因
で
も
あ
る

と
の
考
え
に
至
っ
た
。ま
た
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
の
過
程
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、通

学
費
の
助
成
に
つ
い
て
の
要
望
が
あ
っ
た
。こ
れ

ら
を
検
討
し
、拠
点
校
ま
で
の
通
学
費
相
当
額
を

助
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
北
川
村
高
等
学
校
等

　
生
徒
通
学
費
助
成
に
つ
い
て

9
　
助
成
対
象
者
を
拡
充
で
き
な
い
か
。

 

答

　村
長

　
拠
点
校
へ
の
通
学
を
仮
定
し
、地
理
的
条
件
に

よ
る
不
平
等
、不
利
益
と
な
る
要
因
を
解
消
す
る

た
め
、通
学
費
相
当
額
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、全
て
の
高
校
生
を
対
象
と
し
て
い
な
い
。

9
　
学
生
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
磨
き
上
げ
、こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
支
援
を
考
え
て
行
き
た
い
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
の
進
化
過
程
に
お
い
て
様
々
な
支
援

･

助
成
が
、検
討
や
提
案
さ
れ
、子
ど
も
達
へ
の
支

援
を
含
め
て
質
の
高
い
学
校
を
創
造
し
て
い
く
。

　
現
在
、高
校
や
大
学
な
ど
へ
進
学
す
る
場
合
、

奨
学
金
制
度
や
北
川
村
人
材
育
成
事
業
補
助
金

制
度
が
あ
る
。研
修
な
ど
大
い
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の

　
最
重
要
課
題
に
つ
い
て

9
　
最
も
重
要
な
対
策
・
対
応
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

 

答

　村
長

　
い
つ
ど
こ
で
誰
が
感
染
し
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
下
で
、行
政
機
能
の
低
下
に
陥
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、職
員
の
感
染
防
止
対
策
と
庁
舎
等

施
設
の
換
気
、飛
沫
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、

住
民
対
策
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
取
り

組
む
。三
密
回
避
や
、手
洗
い
、う
が
い､

手
指
消

毒
、外
出
時
の
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
、感
染
防
止

対
策
を
徹
底
す
る
。ま
た
、感
染
者
あ
る
い
は
家

族
等
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
、冷
静
を
欠
く
行
動
、

言
動
を
起
こ
さ
な
い
、暮
ら
し
に
く
く
な
る
こ
と

が
な
い
よ
う
な
環
境
を
保
つ
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。

　
一
般
質
問
へ
の
検
討
経
過
に
つ
い
て

9
　
空
き
家
等
の
老
朽
住
宅
の
取
り
壊
し
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
経
過
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
現
在
、対
象
と
な
る
老
朽
度
の
測
定
や
審
査
基

準
等
々
、あ
る
い
は
審
査
等
々
、補
助
対
象
要
件

の
精
査
を
行
っ
て
お
り
、来
年
４
月
か
ら
事
業
が

開
始
で
き
る
よ
う
整
え
て
い
く
。

9
　
村
産
木
材
需
要
調
査
等
委
託
事
業
に
つ
い

て
経
過
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
建
築
資
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、委
託
先
と
協

議
中
で
あ
る
が
、少
し
で
も
時
間
の
ロ
ス
が
無
く

供
給
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。こ
の
需

要
調
査
は
、今
年
を
含
め
て
５
年
間
予
定
し
て
お

り
、こ
の
間
の
村
産
材
の
伐
採
計
画
や
伐
採
可
能

な
山
林
の
確
保
を
行
い
、運
用
面
で
の
解
決
策
を

検
討
し
て
い
く
。

　
事
業
周
知
に
つ
い
て
は
、８
月
に
全
戸
配
布
を

行
っ
て
い
る
。実
際
倉
庫
の
建
設
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、対
処
を
始
め
て
い
る
。今
後
も
再
度
、村

民
の
皆
様
に
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
す
る
な
ど
、利

用
促
進
に
向
け
て
周
知
を
図
る
。

　
ま
た
、移
住
促
進
住
宅
の
改
修
、空
き
家
バ
ン

ク
登
録
の
空
き
家
改
修
工
事
等
に
も
、村
産
材
の

活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
北
川
モ
デ
ル
、圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

9
　
柚
子
に
関
す
る
新
規
就
農
者
の
育
成
手
順

書
の
進
捗
状
況
を
問
う

 

答

　村
長

　
研
修
期
間
と
、研
修
終
了
後
の
起
業
初
期
の
期

間
に
整
理
し
て
、作
成
を
進
め
て
い
る
。年
内
に

は
叩
き
台
を
つ
く
り
、速
や
か
に
関
係
機
関
の
意

見
を
踏
ま
え
て
仕
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
、起

業
家
農
業
者
の
育
成
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た

い
。

9
　
水
は
け
問
題
の
原
因
と
対
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
水
は
け
が
悪
い
箇
所
に
つ
い
て
、緊
急
的
な
排

水
対
策（
素
掘
り
の
排
水
路
）が
施
工
さ
れ
た
。

排
水
不
良
の
原
因
と
し
て
、

・
基
盤
面
を
重
機
で
締
固
め
た
こ
と

・
表
土
を
外
部
か
ら
補
充
し
て
30
㎝
の
厚
さ
を

確
保
し
た
こ
と

・
田
の
粘
土
質
で
あ
っ
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
整
備
対
策
と
し
て
、

・
重
機
に
よ
る
過
度
の
締
固
め
を
行
わ
な
い

・
表
土
は
工
事
区
域
内
で
確
保
し
た
物
の
み
で

仕
上
げ
る

・
必
要
な
箇
所
は
排
水
調
節
器
を
設
置
す
る

な
ど
、一
定
の
基
準
を
定
め
工
事
着
手
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
ま
た
、工
事
中
の
排
水
不
良
が
確
認
さ
れ
た
と

き
は
、関
係
機
関
で
協
議
を
持
ち
対
策
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

　
既
に
植
栽
さ
れ
た
圃
場
地
で
の
排
水
対
策
は
、

基
盤
土
に
穴
を
開
け
る
耕
盤
抜
き
工
法
を
実
施
す

べ
く
、県
の
令
和
３
年
度
予
算
で
措
置
し
、篤
農
家

を
交
え
た
検
討
会
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
も
現
場
状
況
を
確
認
し
情
報
共
有
を
行
い
、

よ
り
良
い
圃
場
地
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

9
　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
機
械
化
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
省
力
化
機
械
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、ゆ
ず

省
力
化
栽
培
投
資
事
業
に
よ
っ
て
後
押
し
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。今
後
の
機
械
化
を
睨
ん
だ
植

栽
間
隔
な
ど
苗
の
植
え
付
け
に
関
し
て
も
、今
年

２
月
に
北
川
モ
デ
ル
で
栽
培
さ
れ
る
方
々
を
対

象
に
講
習
会
を
開
催
し
た
が
、十
分
徹
底
さ
れ
て

い
な
い
面
も
あ
る
の
で
、再
度
、講
習
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、来
年
度
完
成
の
圃
場
整
備
区
域

に
つ
い
て
、参
考
に
作
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。今
後
も
、関
係
機
関
で
連
携
を
図
り
産

業
構
築
が
で
き
る
基
盤
整
備
に
努
め
る
。

　
北
川
モ
デ
ル
に
つ
い
て

9
　
２
期
目
の「
北
川
モ
デ
ル
」農
地
改
良
事
業

が
未
だ
手
つ
か
ず
の
状
況
で
あ
る
が
、そ
の
実
状

を
問
う
。

 

答

　村
長

　
第
2
期
に
つ
い
て
は
説
明
会
を
行
い
、来
年
度

早
々
か
ら
準
備
を
行
い
取
り
組
ん
で
い
く
と
い

う
こ
と
で
、地
区
と
も
合
意
が
で
き
た
。今
後
滞

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
。

　
ま
た
、圃
場
整
備
が
遅
延
す
れ
ば
就
農
者
の
計

画
に
も
大
幅
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、圃
場
整
備

後
、起
業
農
業
者
と
し
て
計
画
に
沿
っ
た
園
地
管

理
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
、圃
場
整
備
予
定
地
に
つ

い
て
も
、工
事
開
始
ま
で
適
切
な
管
理
を
す
る
よ

う
対
応
し
て
い
く
。

　
専
任
職
員
の
効
果
に
つ
い
て

9
　
中
学
校
部
活
の
卓
球
専
任
者
の
指
導
の
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　教
育
長

　
平
成
29
年
に
中
学
校
に
約
35
年
ぶ
り
に
卓
球

部
が
再
開
を
さ
れ
、平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら
卓

球
競
技
を
指
導
で
き
る
職
員
１
名
を
採
用
し
た
。

卓
球
部
の
指
導
を
中
心
に
、社
会
体
育
全
般
で
担

当
者
と
し
て
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。中
学
校
の

部
活
動
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
で
運
動

習
慣
の
確
立
等
を
図
り
、生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身

の
健
康
を
保
持
増
進
し
、豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ

フ
を
実
現
す
る
た
め
の
資
質
能
力
の
育
成
を
図

り
、バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
心
身
の
成
長
と
学
校
生

活
を
送
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
重
視
。ま
た
、中

学
校
卒
業
に
将
来
地
域
に
帰
っ
た
と
き
に
は
、そ

の
経
験
を
活
か
し
後
輩
の
育
成
や
地
域
へ
の
貢

献
を
い
た
だ
け
る
よ
う
な
卓
球
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、生
徒
も
徐
々
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら

れ
、安
芸
地
区
大
会
や
県
大
会
に
お
い
て
成
果
が

見
え
て
き
て
い
る
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

人
権
擁
護
委
員
候
補
の
推
薦
に
つ
い
て

(

諮
問
第
１
号)

　
田
中
　
美
也
　
氏

　
全
員
賛
成（
答
申
）

北
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て(

議
案
第
１
号
）

　
全
員
賛
成（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
２
号)

　
全
員
賛
成（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
５
号)

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
9
、7
5
2
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
2
、6
5
0
、5
4
4
千
円
と
す

る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
可
決
）

 

区
　
分

繰
越
明
許
費

現
年
予
算

総
件
数

1521

発
注
件
数

1510

完
了
件
数

101

発
注
率

100
％

47・
6
％

完
了
率

66・
7
％

4・
8
％

和田　和恵 議員

濵渦　章 議員

平岡　章秀 議員



10
き
　  た
　  が
わ

11
き

た   
が   
わ

ど
の
意
見
が
あ
り
、ラ
ン
ナ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
安
全
を
第
一
に
考
え
、開
催
は
中
止
す
る
こ
と

と
し
た
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

　
④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
工
事
・
委
託
業
務
の
発
注
状
況（
12
月
１
日
時

点
）

　
今
後
も
早
期
完
成
に
向
け
事
業
の
進
捗
を
図

る
。

　
令
和
2
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
10
日
に
開

会
し
、人
権
擁
護
委
員
候
補
の
推
薦
、条
例
改
正
、

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
11
日
に
は
、４
氏
が
７
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　「
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会
」は
、全
て
終
了
。

第
２
期
の「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」の
概
要
説
明
、あ
わ
せ
て
高
規
格
道
路

の
整
備
計
画
、小
水
力
発
電
施
設
の
検
討
状
況
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

る
ゆ
ず
の
販
売
先
の
確
保
策
の
情
報
提
供
を

行
っ
た
。参
加
者
か
ら
出
た
意
見
な
ど
を
も
と
に
、

実
現
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

　
北
部
地
区
で
の「
地
区
存
続
プ
ラ
ン
」は
、協
議

を
進
め
、ゆ
ず
の
園
地
調
査
の
取
り
ま
と
め
と
、

３
月
の
マ
ル
シ
ェ
開
催
に
む
け
協
議
を
進
め
る
。

　
ま
た
、村
で
は
、同
地
区
の「
ゆ
ず
園
地
の
維

持
・
継
承
」と「
地
域
の
皆
様
方
の
生
き
が
い
づ
く

り
」を
軸
に
、モ
デ
ル
と
な
る
プ
ラ
ン
策
定
を
支

援
し
て
い
く
。

■
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て

　
道
及
び
村
道
竹
屋
敷
線
は
、災
害
査
定
を
受
け
、

国
庫
補
助
の
承
認
、林
道
竹
屋
敷
線
の
過
年
度
か

ら
の
被
災
箇
所
の
う
ち
、１
箇
所
は
工
事
が
完
成
、

残
り
１
箇
所
は
、年
明
け
か
ら
工
事
を
再
開
予
定
。

今
年
度
の
被
災
箇
所
は
、早
期
発
注
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　
ま
た
、平
成
29
年
か
ら
整
備
し
て
き
た
国
道

4
9
3
号
小
島
ト
ン
ネ
ル
が
、12
月
５
日
に
供
用

開
始
と
な
っ
た
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
に
つ
い
て
、今

年
度
予
定
し
て
い
た
４
地
区
に
お
い
て
完
了
し

た
。

　
老
朽
住
宅
の
除
去
に
対
す
る
補
助
制
度
は
、補

助
対
象
要
件
の
精
査
を
行
っ
て
お
り
、来
年
４
月

か
ら
の
事
業
開
始
に
向
け
準
備
を
整
え
て
い
く
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　
11
月
に
入
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

確
認
者
が
全
国
的
に
拡
大
し
、県
内
で
も
増
加
し

つ
つ
あ
る
。新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
と
感
染
予

防
対
策
の
徹
底
、あ
わ
せ
て
、た
と
え
対
策
を
講

じ
た
と
し
て
も
感
染
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る

こ
と
を
理
解
し
、感
染
者
が
発
生
し
て
も
、誹
謗

中
傷
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
、冷
静
な
対
応
を
お
願

い
し
た
い
。

　
昨
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
50
・
4
％
、平

成
30
年
度
と
同
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　
運
動
教
室
は
、11
月
末
ま
で
に
南
部
で
10
回

1
1
3
名
、中
北
部
で
５
回
35
名
の
参
加
。親
子

運
動
教
室
で
は
、６
組
19
名
が
参
加
。

　
小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」は
、10
月
末

現
在
2
、3
1
3
名
が
利
用
。交
流
ス
ペ
ー
ス
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
利
用
、ま
た
、

退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
期
間
中
、宿
泊
を
利
用
す
る

な
ど
、施
設
の
設
置
目
的
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。今
後
も
、施
設
の
利
用
促
進
に
努

め
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整
備
事
業
は
、宗
ノ

上
地
区
左
岸
側
に
お
い
て
11
月
末
に
施
工
業
者

が
決
定
、工
事
の
完
成
は
、来
年
４
月
以
降
に
な

る
見
通
し
。第
２
期
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整

備
事
業
の
候
補
地（
島
地
区
）に
お
い
て
、地
元
説

明
会
を
開
催
。今
後
、地
権
者
と
協
議
を
行
い
、来

年
度
か
ら
農
地
の
一
時
保
有
を
進
め
て
い
く
。

　
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
、10
月
以
降
、新
た

に
２
名
の
方
が
篤
農
家
の
も
と
で
起
業
家
農
業

者
を
目
指
し
て
研
修
を
開
始
し
た
。ま
た
、起
業

家
農
業
者
育
成
の
基
軸
と
な
る
手
順
書
の
作
成

を
進
め
て
お
り
、関
係
機
関
と
協
議
し
、速
や
か

に
仕
組
み
を
確
立
し
て
い
く
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　
今
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
実
績
は
、2
、

5
4
4
件
、2
0
、3
8
2
千
円
で
前
年
同
期
と

比
較
し
、件
数
、金
額
と
も
1.5
倍
超
の
伸
び
と

な
っ
て
お
り
、引
き
続
き
、本
年
度
の
目
標（
寄
附

額
5
0
、0
0
0
千
円
）達
成
に
努
め
る
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　
モ
ネ
の
庭
の
今
期
の
入
園
者
数
は
、11
月
末
現
在

で
5
1
、3
4
3
人（
昨
年
同
期
7
2
、0
8
3
人
、

28
・
8
%
減
）。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
解

除
後
は
、営
業
努
力
の
成
果
も
あ
り
、ほ
ぼ
計
画
目

標
に
達
し
て
い
る
状
況
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
延
期
と
な
っ
て
い
た
モ
ネ
の
庭

開
園
20
周
年
記
念
式
典
は
、令
和
３
年
４
月
20
日
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
に
あ
わ
せ
開
催
す
べ

く
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
北
川
村
温
泉
の
今
年
度
の
利
用
者
数
は
、11
月
末

現
在
、宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ
せ
て
8
、

3
6
2
人（
昨
年
同
期
1
2
、5
4
3
人
、33
・
3
%

減
）。
10
月
と
11
月
の
実
績
で
は
対
前
年
比

1
0
4
％
と
な
る
な
ど
、「
G
o 

T
o
ト
ラ
ベ
ル
」の

効
果
も
あ
り
、収
支
は
改
善
し
つ
つ
あ
る
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
、11
月
末
現
在
、相
談

件
数
９
件
、宅
地
売
却
希
望
１
件
、空
き
家
賃
貸

希
望
３
件
の
登
録
で
、登
録
物
件
の
内
１
件
が
空

き
家
改
修
事
業
を
活
用
し
、整
備
を
行
う
予
定
。

　
こ
し
ま
移
住
体
験
施
設
の
利
用
実
績
は
、９
月

以
降
、延
べ
22
名
で
、う
ち
１
名
は
、ゆ
ず
起
業
家

農
業
者
を
目
指
し
て
研
修
を
行
い
、１
名
は
、年

明
け
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
移
住
予

定
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

①
保
小
中
一
体
化

　
食
育
活
動
に
お
け
る
先
進
地
視
察
、ま
た
、栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
を
普
及
す
る
取
組
と
し

て
、食
生
活
改
善
推
進
員
の
協
力
の
も
と
講
話
を

開
催
。今
後
、子
ど
も
か
ら
保
護
者
へ
と
食
に
関

す
る
意
識
を
高
め
、広
く
波
及
効
果
が
及
ぶ
こ
と

を
目
指
し
、保
小
中
に
お
け
る
食
育
に
関
す
る
活

動
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

　
I
C
T
環
境
の
整
備
は
、小
中
学
生
全
員
に
配

布
す
る
パ
ソ
コ
ン
端
末
が
11
月
下
旬
に
納
品
さ

れ
、最
終
の
機
器
検
査
を
行
っ
て
い
る
。教
職
員

に
は
、活
用
方
法
等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
・
配

布
す
る
と
と
も
に
、冬
期
休
業
中
に
は
、パ
ソ
コ

ン
を
活
用
し
た
研
修
を
行
う
な
ど
、授
業
や
様
々

な
活
動
時
に
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

②
北
川
学
の
深
化

　
10
月
23
日
、防
災
や
移
住
促
進
な
ど
の
授
業
を

公
開
。参
観
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、北
川
学
の

取
組
の
意
義
が
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
手

応
え
を
感
じ
て
お
り
、引
き
続
き
地
域
資
源
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、探
究
心
や
地
域
へ
の
愛
着
を
育

む
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

く
。

③
地
域
ぐ
る
み
教
育

　
学
校
運
営
協
議
会
に
お
い
て
子
育
て
・
文
教
エ

リ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
き
た
。

　
11
月
23
日
に
は
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
文
教

エ
リ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て
」講
演
会
を
開
催
し
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
誇
れ
る
施
設
整
備
、住

民
参
画
で
の
議
論
の
必
要
性
な
ど
ご
講
演
い
た

だ
い
た
。今
後
、次
年
度
ま
で
に
教
育
施
設
の
あ

り
方
に
関
す
る
基
本
計
画
を
策
定
予
定
。

　
地
域
学
校
協
働
本
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

は
65
名
で
、村
内
美
化
清
掃
や
保
育
所
芋
掘
り
に

も
参
加
・
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

《
社
会
教
育
関
係
》

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
か
ら
村
民
運
動
会
が
中
止
と
な
っ
た
が
、少
し

で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
を
設
け
る
た
め
、

10
月
25
日
に
小
学
生
を
対
象
に「
親
子
で
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
も
う
」を
開
催
し
、25
名
の
児
童
が
保

護
者
と
共
に
卓
球
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
、体

を
動
か
す
楽
し
さ
や
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、文
化
祭
で
は
、芸
能
発
表
会
や
屋
外
で

の
出
店
を
中
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、作
品
展

は
例
年
ど
お
り
開
催
し
、保
育
園
児
や
小
・
中
学

生
の
工
作
、水
彩
画
や
書
道
な
ど
の
作
品
を
は
じ

め
、一
般
の
方
々
か
ら
も
多
数
の
出
展
が
あ
り
、

盛
会
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

《
中
岡
慎
太
郎
関
係
》

　
企
画
展「
幕
末
人び

と

の
筆
跡

－

漢
詩
・
和
歌
に
あ

ら
わ
れ
る
感
情

－

」が
開
催
さ
れ
、1
、2
9
2
人

の
方
が
来
館
。

　
慎
太
郎
学
習
会
で
は
、「
利
岡
家
文
書
」か
ら
分

か
る
野
友
村
の
庄
屋
の
仕
事
や
利
岡
家
の
家
族

構
成
な
ど
の
解
説
、「
利
岡
家
文
書
目
録
」の
調

査
・
整
理
の
過
程
を
紹
介
し
た
。

　
中
岡
慎
太
郎
墓
前
祭
は
、神
事
へ
の
参
列
人
数

は
制
限
さ
れ
た
が
、中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
が

中
心
と
な
り
、生
家
で
の
お
茶
会
や
慎
太
郎
学
習

会
、慎
太
郎
食
堂
で
の
シ
ャ
モ
鍋
の
ふ
る
ま
い
な

ど
盛
会
に
開
催
さ
れ
た
。

　
第
31
回
中
岡
迂
山
記
念
全
国
書
展
は
、田
野
町

の
水
墨
画
展
、安
田
町
の
色
紙
展
と
会
期
を
合
わ

せ「
三
町
村
合
同
書
画
展
」と
し
て
開
催
し
、全
会

場
観
覧
の
方
に
は
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

な
ど
、来
場
者
か
ら
親
し
ま
れ
る
書
展
と
し
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

《
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て
》

　
来
年
度
の「
第
11
回
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」の
開
催
に
つ
い
て
協
議
し
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
の
め
ど
が
立
た
な
い
中
、

物
理
的
に
無
理
で
は
な
い
か
」、「
他
地
域
で
の
大

会
も
中
止
や
延
期
と
な
っ
て
い
る
状
況
も
あ
り
、

現
在
で
き
る
予
防
対
策
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

含
め
十
分
な
感
染
防
止
の
対
応
が
で
き
な
い
」な

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
北
川
村
高
等
学
校
等
生
徒

　
通
学
費
助
成
に
つ
い
て

9
　
執
行
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
対
象
者
18
名
。助
成
額
1
7
8
万
円
。

9
　
こ
の
助
成
を
行
う
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い

て
問
う
。

 

答

　村
長

　
高
知
県
東
部
地
域
に
お
け
る
拠
点
校
と
し
て

安
芸
高
校
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、こ
の
拠
点
高
校

へ
通
う
こ
と
を
仮
定
し
、地
理
的
条
件
に
よ
る
不

平
等
、不
利
益
と
な
る
要
因
な
ど
を
解
消
し
、拠

点
校
が
あ
る
地
域
と
遜
色
な
い
条
件
を
整
え
る

こ
と
が
、学
校
存
続
へ
結
び
つ
く
要
因
で
も
あ
る

と
の
考
え
に
至
っ
た
。ま
た
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
の
過
程
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、通

学
費
の
助
成
に
つ
い
て
の
要
望
が
あ
っ
た
。こ
れ

ら
を
検
討
し
、拠
点
校
ま
で
の
通
学
費
相
当
額
を

助
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
北
川
村
高
等
学
校
等

　
生
徒
通
学
費
助
成
に
つ
い
て

9
　
助
成
対
象
者
を
拡
充
で
き
な
い
か
。

 

答

　村
長

　
拠
点
校
へ
の
通
学
を
仮
定
し
、地
理
的
条
件
に

よ
る
不
平
等
、不
利
益
と
な
る
要
因
を
解
消
す
る

た
め
、通
学
費
相
当
額
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、全
て
の
高
校
生
を
対
象
と
し
て
い
な
い
。

9
　
学
生
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
磨
き
上
げ
、こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
支
援
を
考
え
て
行
き
た
い
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
の
進
化
過
程
に
お
い
て
様
々
な
支
援

･

助
成
が
、検
討
や
提
案
さ
れ
、子
ど
も
達
へ
の
支

援
を
含
め
て
質
の
高
い
学
校
を
創
造
し
て
い
く
。

　
現
在
、高
校
や
大
学
な
ど
へ
進
学
す
る
場
合
、

奨
学
金
制
度
や
北
川
村
人
材
育
成
事
業
補
助
金

制
度
が
あ
る
。研
修
な
ど
大
い
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の

　
最
重
要
課
題
に
つ
い
て

9
　
最
も
重
要
な
対
策
・
対
応
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

 

答

　村
長

　
い
つ
ど
こ
で
誰
が
感
染
し
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
下
で
、行
政
機
能
の
低
下
に
陥
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、職
員
の
感
染
防
止
対
策
と
庁
舎
等

施
設
の
換
気
、飛
沫
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、

住
民
対
策
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
取
り

組
む
。三
密
回
避
や
、手
洗
い
、う
が
い､

手
指
消

毒
、外
出
時
の
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
、感
染
防
止

対
策
を
徹
底
す
る
。ま
た
、感
染
者
あ
る
い
は
家

族
等
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
、冷
静
を
欠
く
行
動
、

言
動
を
起
こ
さ
な
い
、暮
ら
し
に
く
く
な
る
こ
と

が
な
い
よ
う
な
環
境
を
保
つ
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。

　
一
般
質
問
へ
の
検
討
経
過
に
つ
い
て

9
　
空
き
家
等
の
老
朽
住
宅
の
取
り
壊
し
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
経
過
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
現
在
、対
象
と
な
る
老
朽
度
の
測
定
や
審
査
基

準
等
々
、あ
る
い
は
審
査
等
々
、補
助
対
象
要
件

の
精
査
を
行
っ
て
お
り
、来
年
４
月
か
ら
事
業
が

開
始
で
き
る
よ
う
整
え
て
い
く
。

9
　
村
産
木
材
需
要
調
査
等
委
託
事
業
に
つ
い

て
経
過
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
建
築
資
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、委
託
先
と
協

議
中
で
あ
る
が
、少
し
で
も
時
間
の
ロ
ス
が
無
く

供
給
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。こ
の
需

要
調
査
は
、今
年
を
含
め
て
５
年
間
予
定
し
て
お

り
、こ
の
間
の
村
産
材
の
伐
採
計
画
や
伐
採
可
能

な
山
林
の
確
保
を
行
い
、運
用
面
で
の
解
決
策
を

検
討
し
て
い
く
。

　
事
業
周
知
に
つ
い
て
は
、８
月
に
全
戸
配
布
を

行
っ
て
い
る
。実
際
倉
庫
の
建
設
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、対
処
を
始
め
て
い
る
。今
後
も
再
度
、村

民
の
皆
様
に
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
す
る
な
ど
、利

用
促
進
に
向
け
て
周
知
を
図
る
。

　
ま
た
、移
住
促
進
住
宅
の
改
修
、空
き
家
バ
ン

ク
登
録
の
空
き
家
改
修
工
事
等
に
も
、村
産
材
の

活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
北
川
モ
デ
ル
、圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

9
　
柚
子
に
関
す
る
新
規
就
農
者
の
育
成
手
順

書
の
進
捗
状
況
を
問
う

 

答

　村
長

　
研
修
期
間
と
、研
修
終
了
後
の
起
業
初
期
の
期

間
に
整
理
し
て
、作
成
を
進
め
て
い
る
。年
内
に

は
叩
き
台
を
つ
く
り
、速
や
か
に
関
係
機
関
の
意

見
を
踏
ま
え
て
仕
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
、起

業
家
農
業
者
の
育
成
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た

い
。

9
　
水
は
け
問
題
の
原
因
と
対
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
水
は
け
が
悪
い
箇
所
に
つ
い
て
、緊
急
的
な
排

水
対
策（
素
掘
り
の
排
水
路
）が
施
工
さ
れ
た
。

排
水
不
良
の
原
因
と
し
て
、

・
基
盤
面
を
重
機
で
締
固
め
た
こ
と

・
表
土
を
外
部
か
ら
補
充
し
て
30
㎝
の
厚
さ
を

確
保
し
た
こ
と

・
田
の
粘
土
質
で
あ
っ
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
整
備
対
策
と
し
て
、

・
重
機
に
よ
る
過
度
の
締
固
め
を
行
わ
な
い

・
表
土
は
工
事
区
域
内
で
確
保
し
た
物
の
み
で

仕
上
げ
る

・
必
要
な
箇
所
は
排
水
調
節
器
を
設
置
す
る

な
ど
、一
定
の
基
準
を
定
め
工
事
着
手
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
ま
た
、工
事
中
の
排
水
不
良
が
確
認
さ
れ
た
と

き
は
、関
係
機
関
で
協
議
を
持
ち
対
策
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

　
既
に
植
栽
さ
れ
た
圃
場
地
で
の
排
水
対
策
は
、

基
盤
土
に
穴
を
開
け
る
耕
盤
抜
き
工
法
を
実
施
す

べ
く
、県
の
令
和
３
年
度
予
算
で
措
置
し
、篤
農
家

を
交
え
た
検
討
会
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
も
現
場
状
況
を
確
認
し
情
報
共
有
を
行
い
、

よ
り
良
い
圃
場
地
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

9
　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
機
械
化
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
省
力
化
機
械
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、ゆ
ず

省
力
化
栽
培
投
資
事
業
に
よ
っ
て
後
押
し
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。今
後
の
機
械
化
を
睨
ん
だ
植

栽
間
隔
な
ど
苗
の
植
え
付
け
に
関
し
て
も
、今
年

２
月
に
北
川
モ
デ
ル
で
栽
培
さ
れ
る
方
々
を
対

象
に
講
習
会
を
開
催
し
た
が
、十
分
徹
底
さ
れ
て

い
な
い
面
も
あ
る
の
で
、再
度
、講
習
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、来
年
度
完
成
の
圃
場
整
備
区
域

に
つ
い
て
、参
考
に
作
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。今
後
も
、関
係
機
関
で
連
携
を
図
り
産

業
構
築
が
で
き
る
基
盤
整
備
に
努
め
る
。

　
北
川
モ
デ
ル
に
つ
い
て

9
　
２
期
目
の「
北
川
モ
デ
ル
」農
地
改
良
事
業

が
未
だ
手
つ
か
ず
の
状
況
で
あ
る
が
、そ
の
実
状

を
問
う
。

 

答

　村
長

　
第
2
期
に
つ
い
て
は
説
明
会
を
行
い
、来
年
度

早
々
か
ら
準
備
を
行
い
取
り
組
ん
で
い
く
と
い

う
こ
と
で
、地
区
と
も
合
意
が
で
き
た
。今
後
滞

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
。

　
ま
た
、圃
場
整
備
が
遅
延
す
れ
ば
就
農
者
の
計

画
に
も
大
幅
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、圃
場
整
備

後
、起
業
農
業
者
と
し
て
計
画
に
沿
っ
た
園
地
管

理
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
、圃
場
整
備
予
定
地
に
つ

い
て
も
、工
事
開
始
ま
で
適
切
な
管
理
を
す
る
よ

う
対
応
し
て
い
く
。

　
専
任
職
員
の
効
果
に
つ
い
て

9
　
中
学
校
部
活
の
卓
球
専
任
者
の
指
導
の
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　教
育
長

　
平
成
29
年
に
中
学
校
に
約
35
年
ぶ
り
に
卓
球

部
が
再
開
を
さ
れ
、平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら
卓

球
競
技
を
指
導
で
き
る
職
員
１
名
を
採
用
し
た
。

卓
球
部
の
指
導
を
中
心
に
、社
会
体
育
全
般
で
担

当
者
と
し
て
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。中
学
校
の

部
活
動
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
で
運
動

習
慣
の
確
立
等
を
図
り
、生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身

の
健
康
を
保
持
増
進
し
、豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ

フ
を
実
現
す
る
た
め
の
資
質
能
力
の
育
成
を
図

り
、バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
心
身
の
成
長
と
学
校
生

活
を
送
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
重
視
。ま
た
、中

学
校
卒
業
に
将
来
地
域
に
帰
っ
た
と
き
に
は
、そ

の
経
験
を
活
か
し
後
輩
の
育
成
や
地
域
へ
の
貢

献
を
い
た
だ
け
る
よ
う
な
卓
球
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、生
徒
も
徐
々
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら

れ
、安
芸
地
区
大
会
や
県
大
会
に
お
い
て
成
果
が

見
え
て
き
て
い
る
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

人
権
擁
護
委
員
候
補
の
推
薦
に
つ
い
て

(

諮
問
第
１
号)

　
田
中
　
美
也
　
氏

　
全
員
賛
成（
答
申
）

北
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て(

議
案
第
１
号
）

　
全
員
賛
成（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
２
号)

　
全
員
賛
成（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
５
号)

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
9
、7
5
2
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
2
、6
5
0
、5
4
4
千
円
と
す

る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
可
決
）

 

区
　
分

繰
越
明
許
費

現
年
予
算

総
件
数

1521

発
注
件
数

1510

完
了
件
数

101

発
注
率

100
％

47・
6
％

完
了
率

66・
7
％

4・
8
％

和田　和恵 議員

濵渦　章 議員

平岡　章秀 議員



12
き
　  た
　  が
わ

13
き

た　
が   
わ

ど
の
意
見
が
あ
り
、ラ
ン
ナ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
安
全
を
第
一
に
考
え
、開
催
は
中
止
す
る
こ
と

と
し
た
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

　
④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
工
事
・
委
託
業
務
の
発
注
状
況（
12
月
１
日
時

点
）

　
今
後
も
早
期
完
成
に
向
け
事
業
の
進
捗
を
図

る
。

　
令
和
2
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
10
日
に
開

会
し
、人
権
擁
護
委
員
候
補
の
推
薦
、条
例
改
正
、

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
11
日
に
は
、４
氏
が
７
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　「
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会
」は
、全
て
終
了
。

第
２
期
の「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」の
概
要
説
明
、あ
わ
せ
て
高
規
格
道
路

の
整
備
計
画
、小
水
力
発
電
施
設
の
検
討
状
況
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

る
ゆ
ず
の
販
売
先
の
確
保
策
の
情
報
提
供
を

行
っ
た
。参
加
者
か
ら
出
た
意
見
な
ど
を
も
と
に
、

実
現
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

　
北
部
地
区
で
の「
地
区
存
続
プ
ラ
ン
」は
、協
議

を
進
め
、ゆ
ず
の
園
地
調
査
の
取
り
ま
と
め
と
、

３
月
の
マ
ル
シ
ェ
開
催
に
む
け
協
議
を
進
め
る
。

　
ま
た
、村
で
は
、同
地
区
の「
ゆ
ず
園
地
の
維

持
・
継
承
」と「
地
域
の
皆
様
方
の
生
き
が
い
づ
く

り
」を
軸
に
、モ
デ
ル
と
な
る
プ
ラ
ン
策
定
を
支

援
し
て
い
く
。

■
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て

　
道
及
び
村
道
竹
屋
敷
線
は
、災
害
査
定
を
受
け
、

国
庫
補
助
の
承
認
、林
道
竹
屋
敷
線
の
過
年
度
か

ら
の
被
災
箇
所
の
う
ち
、１
箇
所
は
工
事
が
完
成
、

残
り
１
箇
所
は
、年
明
け
か
ら
工
事
を
再
開
予
定
。

今
年
度
の
被
災
箇
所
は
、早
期
発
注
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　
ま
た
、平
成
29
年
か
ら
整
備
し
て
き
た
国
道

4
9
3
号
小
島
ト
ン
ネ
ル
が
、12
月
５
日
に
供
用

開
始
と
な
っ
た
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
に
つ
い
て
、今

年
度
予
定
し
て
い
た
４
地
区
に
お
い
て
完
了
し

た
。

　
老
朽
住
宅
の
除
去
に
対
す
る
補
助
制
度
は
、補

助
対
象
要
件
の
精
査
を
行
っ
て
お
り
、来
年
４
月

か
ら
の
事
業
開
始
に
向
け
準
備
を
整
え
て
い
く
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　
11
月
に
入
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

確
認
者
が
全
国
的
に
拡
大
し
、県
内
で
も
増
加
し

つ
つ
あ
る
。新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
と
感
染
予

防
対
策
の
徹
底
、あ
わ
せ
て
、た
と
え
対
策
を
講

じ
た
と
し
て
も
感
染
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る

こ
と
を
理
解
し
、感
染
者
が
発
生
し
て
も
、誹
謗

中
傷
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
、冷
静
な
対
応
を
お
願

い
し
た
い
。

　
昨
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
50
・
4
％
、平

成
30
年
度
と
同
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　
運
動
教
室
は
、11
月
末
ま
で
に
南
部
で
10
回

1
1
3
名
、中
北
部
で
５
回
35
名
の
参
加
。親
子

運
動
教
室
で
は
、６
組
19
名
が
参
加
。

　
小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」は
、10
月
末

現
在
2
、3
1
3
名
が
利
用
。交
流
ス
ペ
ー
ス
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
利
用
、ま
た
、

退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
期
間
中
、宿
泊
を
利
用
す
る

な
ど
、施
設
の
設
置
目
的
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。今
後
も
、施
設
の
利
用
促
進
に
努

め
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整
備
事
業
は
、宗
ノ

上
地
区
左
岸
側
に
お
い
て
11
月
末
に
施
工
業
者

が
決
定
、工
事
の
完
成
は
、来
年
４
月
以
降
に
な

る
見
通
し
。第
２
期
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整

備
事
業
の
候
補
地（
島
地
区
）に
お
い
て
、地
元
説

明
会
を
開
催
。今
後
、地
権
者
と
協
議
を
行
い
、来

年
度
か
ら
農
地
の
一
時
保
有
を
進
め
て
い
く
。

　
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
、10
月
以
降
、新
た

に
２
名
の
方
が
篤
農
家
の
も
と
で
起
業
家
農
業

者
を
目
指
し
て
研
修
を
開
始
し
た
。ま
た
、起
業

家
農
業
者
育
成
の
基
軸
と
な
る
手
順
書
の
作
成

を
進
め
て
お
り
、関
係
機
関
と
協
議
し
、速
や
か

に
仕
組
み
を
確
立
し
て
い
く
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　
今
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
実
績
は
、2
、

5
4
4
件
、2
0
、3
8
2
千
円
で
前
年
同
期
と

比
較
し
、件
数
、金
額
と
も
1.5
倍
超
の
伸
び
と

な
っ
て
お
り
、引
き
続
き
、本
年
度
の
目
標（
寄
附

額
5
0
、0
0
0
千
円
）達
成
に
努
め
る
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　
モ
ネ
の
庭
の
今
期
の
入
園
者
数
は
、11
月
末
現
在

で
5
1
、3
4
3
人（
昨
年
同
期
7
2
、0
8
3
人
、

28
・
8
%
減
）。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
解

除
後
は
、営
業
努
力
の
成
果
も
あ
り
、ほ
ぼ
計
画
目

標
に
達
し
て
い
る
状
況
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
延
期
と
な
っ
て
い
た
モ
ネ
の
庭

開
園
20
周
年
記
念
式
典
は
、令
和
３
年
４
月
20
日
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
に
あ
わ
せ
開
催
す
べ

く
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
北
川
村
温
泉
の
今
年
度
の
利
用
者
数
は
、11
月
末

現
在
、宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ
せ
て
8
、

3
6
2
人（
昨
年
同
期
1
2
、5
4
3
人
、33
・
3
%

減
）。
10
月
と
11
月
の
実
績
で
は
対
前
年
比

1
0
4
％
と
な
る
な
ど
、「
G
o 

T
o
ト
ラ
ベ
ル
」の

効
果
も
あ
り
、収
支
は
改
善
し
つ
つ
あ
る
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
、11
月
末
現
在
、相
談

件
数
９
件
、宅
地
売
却
希
望
１
件
、空
き
家
賃
貸

希
望
３
件
の
登
録
で
、登
録
物
件
の
内
１
件
が
空

き
家
改
修
事
業
を
活
用
し
、整
備
を
行
う
予
定
。

　
こ
し
ま
移
住
体
験
施
設
の
利
用
実
績
は
、９
月

以
降
、延
べ
22
名
で
、う
ち
１
名
は
、ゆ
ず
起
業
家

農
業
者
を
目
指
し
て
研
修
を
行
い
、１
名
は
、年

明
け
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
移
住
予

定
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

①
保
小
中
一
体
化

　
食
育
活
動
に
お
け
る
先
進
地
視
察
、ま
た
、栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
を
普
及
す
る
取
組
と
し

て
、食
生
活
改
善
推
進
員
の
協
力
の
も
と
講
話
を

開
催
。今
後
、子
ど
も
か
ら
保
護
者
へ
と
食
に
関

す
る
意
識
を
高
め
、広
く
波
及
効
果
が
及
ぶ
こ
と

を
目
指
し
、保
小
中
に
お
け
る
食
育
に
関
す
る
活

動
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

　
I
C
T
環
境
の
整
備
は
、小
中
学
生
全
員
に
配

布
す
る
パ
ソ
コ
ン
端
末
が
11
月
下
旬
に
納
品
さ

れ
、最
終
の
機
器
検
査
を
行
っ
て
い
る
。教
職
員

に
は
、活
用
方
法
等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
・
配

布
す
る
と
と
も
に
、冬
期
休
業
中
に
は
、パ
ソ
コ

ン
を
活
用
し
た
研
修
を
行
う
な
ど
、授
業
や
様
々

な
活
動
時
に
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

②
北
川
学
の
深
化

　
10
月
23
日
、防
災
や
移
住
促
進
な
ど
の
授
業
を

公
開
。参
観
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、北
川
学
の

取
組
の
意
義
が
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
手

応
え
を
感
じ
て
お
り
、引
き
続
き
地
域
資
源
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、探
究
心
や
地
域
へ
の
愛
着
を
育

む
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

く
。

③
地
域
ぐ
る
み
教
育

　
学
校
運
営
協
議
会
に
お
い
て
子
育
て
・
文
教
エ

リ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
き
た
。

　
11
月
23
日
に
は
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
文
教

エ
リ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て
」講
演
会
を
開
催
し
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
誇
れ
る
施
設
整
備
、住

民
参
画
で
の
議
論
の
必
要
性
な
ど
ご
講
演
い
た

だ
い
た
。今
後
、次
年
度
ま
で
に
教
育
施
設
の
あ

り
方
に
関
す
る
基
本
計
画
を
策
定
予
定
。

　
地
域
学
校
協
働
本
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

は
65
名
で
、村
内
美
化
清
掃
や
保
育
所
芋
掘
り
に

も
参
加
・
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

《
社
会
教
育
関
係
》

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
か
ら
村
民
運
動
会
が
中
止
と
な
っ
た
が
、少
し

で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
を
設
け
る
た
め
、

10
月
25
日
に
小
学
生
を
対
象
に「
親
子
で
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
も
う
」を
開
催
し
、25
名
の
児
童
が
保

護
者
と
共
に
卓
球
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
、体

を
動
か
す
楽
し
さ
や
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、文
化
祭
で
は
、芸
能
発
表
会
や
屋
外
で

の
出
店
を
中
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、作
品
展

は
例
年
ど
お
り
開
催
し
、保
育
園
児
や
小
・
中
学

生
の
工
作
、水
彩
画
や
書
道
な
ど
の
作
品
を
は
じ

め
、一
般
の
方
々
か
ら
も
多
数
の
出
展
が
あ
り
、

盛
会
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

《
中
岡
慎
太
郎
関
係
》

　
企
画
展「
幕
末
人び

と

の
筆
跡

－

漢
詩
・
和
歌
に
あ

ら
わ
れ
る
感
情

－

」が
開
催
さ
れ
、1
、2
9
2
人

の
方
が
来
館
。

　
慎
太
郎
学
習
会
で
は
、「
利
岡
家
文
書
」か
ら
分

か
る
野
友
村
の
庄
屋
の
仕
事
や
利
岡
家
の
家
族

構
成
な
ど
の
解
説
、「
利
岡
家
文
書
目
録
」の
調

査
・
整
理
の
過
程
を
紹
介
し
た
。

　
中
岡
慎
太
郎
墓
前
祭
は
、神
事
へ
の
参
列
人
数

は
制
限
さ
れ
た
が
、中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
が

中
心
と
な
り
、生
家
で
の
お
茶
会
や
慎
太
郎
学
習

会
、慎
太
郎
食
堂
で
の
シ
ャ
モ
鍋
の
ふ
る
ま
い
な

ど
盛
会
に
開
催
さ
れ
た
。

　
第
31
回
中
岡
迂
山
記
念
全
国
書
展
は
、田
野
町

の
水
墨
画
展
、安
田
町
の
色
紙
展
と
会
期
を
合
わ

せ「
三
町
村
合
同
書
画
展
」と
し
て
開
催
し
、全
会

場
観
覧
の
方
に
は
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

な
ど
、来
場
者
か
ら
親
し
ま
れ
る
書
展
と
し
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

《
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て
》

　
来
年
度
の「
第
11
回
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」の
開
催
に
つ
い
て
協
議
し
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
の
め
ど
が
立
た
な
い
中
、

物
理
的
に
無
理
で
は
な
い
か
」、「
他
地
域
で
の
大

会
も
中
止
や
延
期
と
な
っ
て
い
る
状
況
も
あ
り
、

現
在
で
き
る
予
防
対
策
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

含
め
十
分
な
感
染
防
止
の
対
応
が
で
き
な
い
」な

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
北
川
村
高
等
学
校
等
生
徒

　
通
学
費
助
成
に
つ
い
て

9
　
執
行
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
対
象
者
18
名
。助
成
額
1
7
8
万
円
。

9
　
こ
の
助
成
を
行
う
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い

て
問
う
。

 

答

　村
長

　
高
知
県
東
部
地
域
に
お
け
る
拠
点
校
と
し
て

安
芸
高
校
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、こ
の
拠
点
高
校

へ
通
う
こ
と
を
仮
定
し
、地
理
的
条
件
に
よ
る
不

平
等
、不
利
益
と
な
る
要
因
な
ど
を
解
消
し
、拠

点
校
が
あ
る
地
域
と
遜
色
な
い
条
件
を
整
え
る

こ
と
が
、学
校
存
続
へ
結
び
つ
く
要
因
で
も
あ
る

と
の
考
え
に
至
っ
た
。ま
た
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
の
過
程
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、通

学
費
の
助
成
に
つ
い
て
の
要
望
が
あ
っ
た
。こ
れ

ら
を
検
討
し
、拠
点
校
ま
で
の
通
学
費
相
当
額
を

助
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
北
川
村
高
等
学
校
等

　
生
徒
通
学
費
助
成
に
つ
い
て

9
　
助
成
対
象
者
を
拡
充
で
き
な
い
か
。

 

答

　村
長

　
拠
点
校
へ
の
通
学
を
仮
定
し
、地
理
的
条
件
に

よ
る
不
平
等
、不
利
益
と
な
る
要
因
を
解
消
す
る

た
め
、通
学
費
相
当
額
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、全
て
の
高
校
生
を
対
象
と
し
て
い
な
い
。

9
　
学
生
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
磨
き
上
げ
、こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
支
援
を
考
え
て
行
き
た
い
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
の
進
化
過
程
に
お
い
て
様
々
な
支
援

･

助
成
が
、検
討
や
提
案
さ
れ
、子
ど
も
達
へ
の
支

援
を
含
め
て
質
の
高
い
学
校
を
創
造
し
て
い
く
。

　
現
在
、高
校
や
大
学
な
ど
へ
進
学
す
る
場
合
、

奨
学
金
制
度
や
北
川
村
人
材
育
成
事
業
補
助
金

制
度
が
あ
る
。研
修
な
ど
大
い
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の

　
最
重
要
課
題
に
つ
い
て

9
　
最
も
重
要
な
対
策
・
対
応
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

 

答

　村
長

　
い
つ
ど
こ
で
誰
が
感
染
し
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
下
で
、行
政
機
能
の
低
下
に
陥
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、職
員
の
感
染
防
止
対
策
と
庁
舎
等

施
設
の
換
気
、飛
沫
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、

住
民
対
策
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
取
り

組
む
。三
密
回
避
や
、手
洗
い
、う
が
い､

手
指
消

毒
、外
出
時
の
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
、感
染
防
止

対
策
を
徹
底
す
る
。ま
た
、感
染
者
あ
る
い
は
家

族
等
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
、冷
静
を
欠
く
行
動
、

言
動
を
起
こ
さ
な
い
、暮
ら
し
に
く
く
な
る
こ
と

が
な
い
よ
う
な
環
境
を
保
つ
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。

　
一
般
質
問
へ
の
検
討
経
過
に
つ
い
て

9
　
空
き
家
等
の
老
朽
住
宅
の
取
り
壊
し
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
経
過
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
現
在
、対
象
と
な
る
老
朽
度
の
測
定
や
審
査
基

準
等
々
、あ
る
い
は
審
査
等
々
、補
助
対
象
要
件

の
精
査
を
行
っ
て
お
り
、来
年
４
月
か
ら
事
業
が

開
始
で
き
る
よ
う
整
え
て
い
く
。

9
　
村
産
木
材
需
要
調
査
等
委
託
事
業
に
つ
い

て
経
過
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
建
築
資
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、委
託
先
と
協

議
中
で
あ
る
が
、少
し
で
も
時
間
の
ロ
ス
が
無
く

供
給
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。こ
の
需

要
調
査
は
、今
年
を
含
め
て
５
年
間
予
定
し
て
お

り
、こ
の
間
の
村
産
材
の
伐
採
計
画
や
伐
採
可
能

な
山
林
の
確
保
を
行
い
、運
用
面
で
の
解
決
策
を

検
討
し
て
い
く
。

　
事
業
周
知
に
つ
い
て
は
、８
月
に
全
戸
配
布
を

行
っ
て
い
る
。実
際
倉
庫
の
建
設
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、対
処
を
始
め
て
い
る
。今
後
も
再
度
、村

民
の
皆
様
に
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
す
る
な
ど
、利

用
促
進
に
向
け
て
周
知
を
図
る
。

　
ま
た
、移
住
促
進
住
宅
の
改
修
、空
き
家
バ
ン

ク
登
録
の
空
き
家
改
修
工
事
等
に
も
、村
産
材
の

活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
北
川
モ
デ
ル
、圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

9
　
柚
子
に
関
す
る
新
規
就
農
者
の
育
成
手
順

書
の
進
捗
状
況
を
問
う

 
答

　村
長

　
研
修
期
間
と
、研
修
終
了
後
の
起
業
初
期
の
期

間
に
整
理
し
て
、作
成
を
進
め
て
い
る
。年
内
に

は
叩
き
台
を
つ
く
り
、速
や
か
に
関
係
機
関
の
意

見
を
踏
ま
え
て
仕
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
、起

業
家
農
業
者
の
育
成
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た

い
。

9
　
水
は
け
問
題
の
原
因
と
対
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
水
は
け
が
悪
い
箇
所
に
つ
い
て
、緊
急
的
な
排

水
対
策（
素
掘
り
の
排
水
路
）が
施
工
さ
れ
た
。

排
水
不
良
の
原
因
と
し
て
、

・
基
盤
面
を
重
機
で
締
固
め
た
こ
と

・
表
土
を
外
部
か
ら
補
充
し
て
30
㎝
の
厚
さ
を

確
保
し
た
こ
と

・
田
の
粘
土
質
で
あ
っ
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
整
備
対
策
と
し
て
、

・
重
機
に
よ
る
過
度
の
締
固
め
を
行
わ
な
い

・
表
土
は
工
事
区
域
内
で
確
保
し
た
物
の
み
で

仕
上
げ
る

・
必
要
な
箇
所
は
排
水
調
節
器
を
設
置
す
る

な
ど
、一
定
の
基
準
を
定
め
工
事
着
手
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
ま
た
、工
事
中
の
排
水
不
良
が
確
認
さ
れ
た
と

き
は
、関
係
機
関
で
協
議
を
持
ち
対
策
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

　
既
に
植
栽
さ
れ
た
圃
場
地
で
の
排
水
対
策
は
、

基
盤
土
に
穴
を
開
け
る
耕
盤
抜
き
工
法
を
実
施
す

べ
く
、県
の
令
和
３
年
度
予
算
で
措
置
し
、篤
農
家

を
交
え
た
検
討
会
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
も
現
場
状
況
を
確
認
し
情
報
共
有
を
行
い
、

よ
り
良
い
圃
場
地
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

9
　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
機
械
化
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
省
力
化
機
械
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、ゆ
ず

省
力
化
栽
培
投
資
事
業
に
よ
っ
て
後
押
し
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。今
後
の
機
械
化
を
睨
ん
だ
植

栽
間
隔
な
ど
苗
の
植
え
付
け
に
関
し
て
も
、今
年

２
月
に
北
川
モ
デ
ル
で
栽
培
さ
れ
る
方
々
を
対

象
に
講
習
会
を
開
催
し
た
が
、十
分
徹
底
さ
れ
て

い
な
い
面
も
あ
る
の
で
、再
度
、講
習
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、来
年
度
完
成
の
圃
場
整
備
区
域

に
つ
い
て
、参
考
に
作
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。今
後
も
、関
係
機
関
で
連
携
を
図
り
産

業
構
築
が
で
き
る
基
盤
整
備
に
努
め
る
。

　
北
川
モ
デ
ル
に
つ
い
て

9
　
２
期
目
の「
北
川
モ
デ
ル
」農
地
改
良
事
業

が
未
だ
手
つ
か
ず
の
状
況
で
あ
る
が
、そ
の
実
状

を
問
う
。

 

答

　村
長

　
第
2
期
に
つ
い
て
は
説
明
会
を
行
い
、来
年
度

早
々
か
ら
準
備
を
行
い
取
り
組
ん
で
い
く
と
い

う
こ
と
で
、地
区
と
も
合
意
が
で
き
た
。今
後
滞

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
。

　
ま
た
、圃
場
整
備
が
遅
延
す
れ
ば
就
農
者
の
計

画
に
も
大
幅
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、圃
場
整
備

後
、起
業
農
業
者
と
し
て
計
画
に
沿
っ
た
園
地
管

理
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
、圃
場
整
備
予
定
地
に
つ

い
て
も
、工
事
開
始
ま
で
適
切
な
管
理
を
す
る
よ

う
対
応
し
て
い
く
。

　
専
任
職
員
の
効
果
に
つ
い
て

9
　
中
学
校
部
活
の
卓
球
専
任
者
の
指
導
の
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　教
育
長

　
平
成
29
年
に
中
学
校
に
約
35
年
ぶ
り
に
卓
球

部
が
再
開
を
さ
れ
、平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら
卓

球
競
技
を
指
導
で
き
る
職
員
１
名
を
採
用
し
た
。

卓
球
部
の
指
導
を
中
心
に
、社
会
体
育
全
般
で
担

当
者
と
し
て
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。中
学
校
の

部
活
動
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
で
運
動

習
慣
の
確
立
等
を
図
り
、生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身

の
健
康
を
保
持
増
進
し
、豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ

フ
を
実
現
す
る
た
め
の
資
質
能
力
の
育
成
を
図

り
、バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
心
身
の
成
長
と
学
校
生

活
を
送
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
重
視
。ま
た
、中

学
校
卒
業
に
将
来
地
域
に
帰
っ
た
と
き
に
は
、そ

の
経
験
を
活
か
し
後
輩
の
育
成
や
地
域
へ
の
貢

献
を
い
た
だ
け
る
よ
う
な
卓
球
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、生
徒
も
徐
々
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら

れ
、安
芸
地
区
大
会
や
県
大
会
に
お
い
て
成
果
が

見
え
て
き
て
い
る
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

人
権
擁
護
委
員
候
補
の
推
薦
に
つ
い
て

(

諮
問
第
１
号)

　
田
中
　
美
也
　
氏

　
全
員
賛
成（
答
申
）

北
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て(

議
案
第
１
号
）

　
全
員
賛
成（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
２
号)

　
全
員
賛
成（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
５
号)

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
9
、7
5
2
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
2
、6
5
0
、5
4
4
千
円
と
す

る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
可
決
）

発
行
責
任
者
　
議
長
　
岩
垣
　
實
男

　
令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会
は
、11
月
30
日
に
開

会
し
、北
川
村
監
査
委
員
の
選
任
、条
例
改
正
に

つ
い
て
審
議
、北
川
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
・

同
補
充
員
の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

北
川
村
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て(

議

案
第
１
号)

　
松
﨑
　
長
香
　
氏

　
全
員
賛
成（
可
決
）

北
川
村
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議

案
第
２
号)

　
全
員
賛
成（
可
決
）

村
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び

に
旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て（
議
案
第
３
号
）

　
全
員
賛
成（
可
決
）

北
川
村
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
議
案
第
４
号
）

　
全
員
賛
成（
可
決
）

北
川
村
代
替
輸
送
に
関
す
る
特
例
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て（
議
案
第
５
号
）

　
全
員
賛
成（
可
決
）

北
川
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
・
同
補
充

員
の
選
挙
に
つ
い
て

　
全
員
賛
成（
可
決
）

令
和
2
年

第
2
回
臨
時
会

第
３
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
３
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
３
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

北
川
村
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典

（
北
川
村
／
村
民
会
館
）

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
議
会
第

33
回
定
例
会
事
前
説
明

（
北
川
村
庁
舎
）

第
37
回
こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域

連
合
議
会
定
例
会
事
前
説
明

（
北
川
村
庁
舎
）

四
国
四
県
町
村
長
・
町
村
議
会
議

長
大
会（
愛
媛
県
）

交
通
安
全
街
頭
指
導（
北
川
村
）

村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会

（
北
川
村
）

村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会

（
北
川
村
）

第
２
回
安
芸
広
域
市
町
村
圏
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会

定
例
会（
奈
半
利
町
／
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
愛
光
園
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副

会
長
会
・
理
事
会

（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

県
選
出
国
会
議
員
と
町
村
長
・
町

村
議
会
議
長
と
の
意
見
交
換
会

（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

中
四
国
農
政
局
要
望
活
動

（
岡
山
県
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
北
川
村
／
村
内
・
北
川
村
庁
舎
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
北
川
村
庁
舎
）

ダ
ム
公
害
対
策
特
別
委
員
会

（
北
川
村
庁
舎
）

第
37
回
こ
う
ち
人
づ
く
り

広
域
連
合
議
会
定
例
会

（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
議
会
全

員
協
議
会
・
第
33
回
定
例
会

（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
高
知
市
／
高

知
県
民
文
化
ホ
ー
ル
）

海
部
郡
・
安
芸
郡
議
長
連
合
会
要

望
活
動（
高
知
市
／
高
知
県
庁
）

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
要
望

活
動（
高
知
市
／
高
知
県
庁
）

安
田
東
洋
・
魚
梁
瀬
公
園
線
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
要
望
活
動

（
高
知
市
／
高
知
県
庁
）

国
会
議
員
及
び
農
林
水
産
省
・
財

務
省
要
望
活
動（
東
京
都
）

高
知
県
戦
没
者
追
悼
式（
高
知
市

／
高
知
県
民
文
化
ホ
ー
ル
）

第
３
回
ご
め
ん
な
は
り
線
活
性

化
協
議
会
総
会（
安
芸
市
／
安
芸

広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

四
国
直
轄
砂
防
事
業
促
進
期
成

同
盟
会
要
望
活
動（
香
川
県
）

中
岡
慎
太
郎
墓
前
祭（
北
川
村
）

全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟

第
1
4
2
回
理
事
会
・
第
51
回
定

期
総
会

過
疎
法
制
定
実
現
総
決
起
大
会

（
東
京
都
）

四
国
直
轄
砂
防
事
業
促
進
期
成

９
月
9
日（
水
）

９
月
10
日（
木
）

９
月
11
日（
金
）

９
月
17
日（
木
）

９
月
25
日（
金
）

９
月
29
日（
火
）

９
月
30
日（
水
）

10
月
1
日（
木
）

10
月
7
日（
水
）

10
月
9
日（
金
）

10
月
10
日（
土
）

10
月
13
日（
火
）

10
月
16
日（
金
）

10
月
19
日（
月
）

10
月
20
日（
火
）

10
月
22
日（
木
）

10
月
26
日（
月
）

10
月
27
日（
火
）

10
月
29
日（
木
）

〜

30
日（
金
）

11
月
1
日（
日
）

11
月
5
日（
木
）

11
月
6
日（
金
）

11
月
17
日（
火
）

11
月
20
日（
金
）

11
月
25
日（
水
）

浜渦　康雄 議員

令
和
2
年
９
月
議
会

以
降
の
議
長
会
務
報
告

同
盟
会
要
望
活
動（
東
京
都
）

政
党
と
の
懇
談
会
・
県
選
出
国
会

議
員
と
の
意
見
交
換
会（
東
京
都
）

第
64
回
全
国
町
村
議
会

議
長
大
会（
東
京
都
）

第
４
回
中
芸
広
域
連
合
議
会

11
月
臨
時
会

（
安
田
町
／
中
芸
広
域
体
館
）　

（
副
議
長
・
常
任
委
員
長
）

第
２
回
臨
時
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
３
回
安
芸
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
議
会
定
例
会（
安
芸
市
／

安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

議
会
運
営
委
員
会（
北
川
村
庁
舎
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副

会
長
会
・
理
事
会

（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

小
島
ト
ン
ネ
ン
ル
開
通
式

（
北
川
村
）

（
副
議
長
・
常
任
委
員
長
）

11
月
24
日（
火
）

11
月
25
日（
水
）

11
月
26
日（
木
）

11
月
30
日（
月
）

12
月
1
日（
火
）

12
月
2
日（
水
）

12
月
3
日（
木
）

12
月
5
日（
土
）



12
き
　  た
　  が
わ

13
き

た　
が   
わ

ど
の
意
見
が
あ
り
、ラ
ン
ナ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
安
全
を
第
一
に
考
え
、開
催
は
中
止
す
る
こ
と

と
し
た
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

　
④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
工
事
・
委
託
業
務
の
発
注
状
況（
12
月
１
日
時

点
）

　
今
後
も
早
期
完
成
に
向
け
事
業
の
進
捗
を
図

る
。

　
令
和
2
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
10
日
に
開

会
し
、人
権
擁
護
委
員
候
補
の
推
薦
、条
例
改
正
、

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
11
日
に
は
、４
氏
が
７
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　「
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会
」は
、全
て
終
了
。

第
２
期
の「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」の
概
要
説
明
、あ
わ
せ
て
高
規
格
道
路

の
整
備
計
画
、小
水
力
発
電
施
設
の
検
討
状
況
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

る
ゆ
ず
の
販
売
先
の
確
保
策
の
情
報
提
供
を

行
っ
た
。参
加
者
か
ら
出
た
意
見
な
ど
を
も
と
に
、

実
現
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

　
北
部
地
区
で
の「
地
区
存
続
プ
ラ
ン
」は
、協
議

を
進
め
、ゆ
ず
の
園
地
調
査
の
取
り
ま
と
め
と
、

３
月
の
マ
ル
シ
ェ
開
催
に
む
け
協
議
を
進
め
る
。

　
ま
た
、村
で
は
、同
地
区
の「
ゆ
ず
園
地
の
維

持
・
継
承
」と「
地
域
の
皆
様
方
の
生
き
が
い
づ
く

り
」を
軸
に
、モ
デ
ル
と
な
る
プ
ラ
ン
策
定
を
支

援
し
て
い
く
。

■
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て

　
道
及
び
村
道
竹
屋
敷
線
は
、災
害
査
定
を
受
け
、

国
庫
補
助
の
承
認
、林
道
竹
屋
敷
線
の
過
年
度
か

ら
の
被
災
箇
所
の
う
ち
、１
箇
所
は
工
事
が
完
成
、

残
り
１
箇
所
は
、年
明
け
か
ら
工
事
を
再
開
予
定
。

今
年
度
の
被
災
箇
所
は
、早
期
発
注
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　
ま
た
、平
成
29
年
か
ら
整
備
し
て
き
た
国
道

4
9
3
号
小
島
ト
ン
ネ
ル
が
、12
月
５
日
に
供
用

開
始
と
な
っ
た
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
に
つ
い
て
、今

年
度
予
定
し
て
い
た
４
地
区
に
お
い
て
完
了
し

た
。

　
老
朽
住
宅
の
除
去
に
対
す
る
補
助
制
度
は
、補

助
対
象
要
件
の
精
査
を
行
っ
て
お
り
、来
年
４
月

か
ら
の
事
業
開
始
に
向
け
準
備
を
整
え
て
い
く
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　
11
月
に
入
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

確
認
者
が
全
国
的
に
拡
大
し
、県
内
で
も
増
加
し

つ
つ
あ
る
。新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
と
感
染
予

防
対
策
の
徹
底
、あ
わ
せ
て
、た
と
え
対
策
を
講

じ
た
と
し
て
も
感
染
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る

こ
と
を
理
解
し
、感
染
者
が
発
生
し
て
も
、誹
謗

中
傷
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
、冷
静
な
対
応
を
お
願

い
し
た
い
。

　
昨
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
50
・
4
％
、平

成
30
年
度
と
同
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　
運
動
教
室
は
、11
月
末
ま
で
に
南
部
で
10
回

1
1
3
名
、中
北
部
で
５
回
35
名
の
参
加
。親
子

運
動
教
室
で
は
、６
組
19
名
が
参
加
。

　
小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」は
、10
月
末

現
在
2
、3
1
3
名
が
利
用
。交
流
ス
ペ
ー
ス
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
利
用
、ま
た
、

退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
期
間
中
、宿
泊
を
利
用
す
る

な
ど
、施
設
の
設
置
目
的
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。今
後
も
、施
設
の
利
用
促
進
に
努

め
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整
備
事
業
は
、宗
ノ

上
地
区
左
岸
側
に
お
い
て
11
月
末
に
施
工
業
者

が
決
定
、工
事
の
完
成
は
、来
年
４
月
以
降
に
な

る
見
通
し
。第
２
期
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整

備
事
業
の
候
補
地（
島
地
区
）に
お
い
て
、地
元
説

明
会
を
開
催
。今
後
、地
権
者
と
協
議
を
行
い
、来

年
度
か
ら
農
地
の
一
時
保
有
を
進
め
て
い
く
。

　
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
、10
月
以
降
、新
た

に
２
名
の
方
が
篤
農
家
の
も
と
で
起
業
家
農
業

者
を
目
指
し
て
研
修
を
開
始
し
た
。ま
た
、起
業

家
農
業
者
育
成
の
基
軸
と
な
る
手
順
書
の
作
成

を
進
め
て
お
り
、関
係
機
関
と
協
議
し
、速
や
か

に
仕
組
み
を
確
立
し
て
い
く
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　
今
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
実
績
は
、2
、

5
4
4
件
、2
0
、3
8
2
千
円
で
前
年
同
期
と

比
較
し
、件
数
、金
額
と
も
1.5
倍
超
の
伸
び
と

な
っ
て
お
り
、引
き
続
き
、本
年
度
の
目
標（
寄
附

額
5
0
、0
0
0
千
円
）達
成
に
努
め
る
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　
モ
ネ
の
庭
の
今
期
の
入
園
者
数
は
、11
月
末
現
在

で
5
1
、3
4
3
人（
昨
年
同
期
7
2
、0
8
3
人
、

28
・
8
%
減
）。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
解

除
後
は
、営
業
努
力
の
成
果
も
あ
り
、ほ
ぼ
計
画
目

標
に
達
し
て
い
る
状
況
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
延
期
と
な
っ
て
い
た
モ
ネ
の
庭

開
園
20
周
年
記
念
式
典
は
、令
和
３
年
４
月
20
日
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
に
あ
わ
せ
開
催
す
べ

く
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
北
川
村
温
泉
の
今
年
度
の
利
用
者
数
は
、11
月
末

現
在
、宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ
せ
て
8
、

3
6
2
人（
昨
年
同
期
1
2
、5
4
3
人
、33
・
3
%

減
）。
10
月
と
11
月
の
実
績
で
は
対
前
年
比

1
0
4
％
と
な
る
な
ど
、「
G
o 

T
o
ト
ラ
ベ
ル
」の

効
果
も
あ
り
、収
支
は
改
善
し
つ
つ
あ
る
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
、11
月
末
現
在
、相
談

件
数
９
件
、宅
地
売
却
希
望
１
件
、空
き
家
賃
貸

希
望
３
件
の
登
録
で
、登
録
物
件
の
内
１
件
が
空

き
家
改
修
事
業
を
活
用
し
、整
備
を
行
う
予
定
。

　
こ
し
ま
移
住
体
験
施
設
の
利
用
実
績
は
、９
月

以
降
、延
べ
22
名
で
、う
ち
１
名
は
、ゆ
ず
起
業
家

農
業
者
を
目
指
し
て
研
修
を
行
い
、１
名
は
、年

明
け
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
移
住
予

定
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

①
保
小
中
一
体
化

　
食
育
活
動
に
お
け
る
先
進
地
視
察
、ま
た
、栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
を
普
及
す
る
取
組
と
し

て
、食
生
活
改
善
推
進
員
の
協
力
の
も
と
講
話
を

開
催
。今
後
、子
ど
も
か
ら
保
護
者
へ
と
食
に
関

す
る
意
識
を
高
め
、広
く
波
及
効
果
が
及
ぶ
こ
と

を
目
指
し
、保
小
中
に
お
け
る
食
育
に
関
す
る
活

動
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

　
I
C
T
環
境
の
整
備
は
、小
中
学
生
全
員
に
配

布
す
る
パ
ソ
コ
ン
端
末
が
11
月
下
旬
に
納
品
さ

れ
、最
終
の
機
器
検
査
を
行
っ
て
い
る
。教
職
員

に
は
、活
用
方
法
等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
・
配

布
す
る
と
と
も
に
、冬
期
休
業
中
に
は
、パ
ソ
コ

ン
を
活
用
し
た
研
修
を
行
う
な
ど
、授
業
や
様
々

な
活
動
時
に
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

②
北
川
学
の
深
化

　
10
月
23
日
、防
災
や
移
住
促
進
な
ど
の
授
業
を

公
開
。参
観
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、北
川
学
の

取
組
の
意
義
が
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
手

応
え
を
感
じ
て
お
り
、引
き
続
き
地
域
資
源
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、探
究
心
や
地
域
へ
の
愛
着
を
育

む
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

く
。

③
地
域
ぐ
る
み
教
育

　
学
校
運
営
協
議
会
に
お
い
て
子
育
て
・
文
教
エ

リ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
き
た
。

　
11
月
23
日
に
は
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
文
教

エ
リ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て
」講
演
会
を
開
催
し
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
誇
れ
る
施
設
整
備
、住

民
参
画
で
の
議
論
の
必
要
性
な
ど
ご
講
演
い
た

だ
い
た
。今
後
、次
年
度
ま
で
に
教
育
施
設
の
あ

り
方
に
関
す
る
基
本
計
画
を
策
定
予
定
。

　
地
域
学
校
協
働
本
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

は
65
名
で
、村
内
美
化
清
掃
や
保
育
所
芋
掘
り
に

も
参
加
・
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

《
社
会
教
育
関
係
》

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
か
ら
村
民
運
動
会
が
中
止
と
な
っ
た
が
、少
し

で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
を
設
け
る
た
め
、

10
月
25
日
に
小
学
生
を
対
象
に「
親
子
で
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
も
う
」を
開
催
し
、25
名
の
児
童
が
保

護
者
と
共
に
卓
球
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
、体

を
動
か
す
楽
し
さ
や
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、文
化
祭
で
は
、芸
能
発
表
会
や
屋
外
で

の
出
店
を
中
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、作
品
展

は
例
年
ど
お
り
開
催
し
、保
育
園
児
や
小
・
中
学

生
の
工
作
、水
彩
画
や
書
道
な
ど
の
作
品
を
は
じ

め
、一
般
の
方
々
か
ら
も
多
数
の
出
展
が
あ
り
、

盛
会
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

《
中
岡
慎
太
郎
関
係
》

　
企
画
展「
幕
末
人び

と

の
筆
跡

－

漢
詩
・
和
歌
に
あ

ら
わ
れ
る
感
情

－

」が
開
催
さ
れ
、1
、2
9
2
人

の
方
が
来
館
。

　
慎
太
郎
学
習
会
で
は
、「
利
岡
家
文
書
」か
ら
分

か
る
野
友
村
の
庄
屋
の
仕
事
や
利
岡
家
の
家
族

構
成
な
ど
の
解
説
、「
利
岡
家
文
書
目
録
」の
調

査
・
整
理
の
過
程
を
紹
介
し
た
。

　
中
岡
慎
太
郎
墓
前
祭
は
、神
事
へ
の
参
列
人
数

は
制
限
さ
れ
た
が
、中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
が

中
心
と
な
り
、生
家
で
の
お
茶
会
や
慎
太
郎
学
習

会
、慎
太
郎
食
堂
で
の
シ
ャ
モ
鍋
の
ふ
る
ま
い
な

ど
盛
会
に
開
催
さ
れ
た
。

　
第
31
回
中
岡
迂
山
記
念
全
国
書
展
は
、田
野
町

の
水
墨
画
展
、安
田
町
の
色
紙
展
と
会
期
を
合
わ

せ「
三
町
村
合
同
書
画
展
」と
し
て
開
催
し
、全
会

場
観
覧
の
方
に
は
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

な
ど
、来
場
者
か
ら
親
し
ま
れ
る
書
展
と
し
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

《
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て
》

　
来
年
度
の「
第
11
回
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」の
開
催
に
つ
い
て
協
議
し
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
の
め
ど
が
立
た
な
い
中
、

物
理
的
に
無
理
で
は
な
い
か
」、「
他
地
域
で
の
大

会
も
中
止
や
延
期
と
な
っ
て
い
る
状
況
も
あ
り
、

現
在
で
き
る
予
防
対
策
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

含
め
十
分
な
感
染
防
止
の
対
応
が
で
き
な
い
」な

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
北
川
村
高
等
学
校
等
生
徒

　
通
学
費
助
成
に
つ
い
て

9
　
執
行
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
対
象
者
18
名
。助
成
額
1
7
8
万
円
。

9
　
こ
の
助
成
を
行
う
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い

て
問
う
。

 

答

　村
長

　
高
知
県
東
部
地
域
に
お
け
る
拠
点
校
と
し
て

安
芸
高
校
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、こ
の
拠
点
高
校

へ
通
う
こ
と
を
仮
定
し
、地
理
的
条
件
に
よ
る
不

平
等
、不
利
益
と
な
る
要
因
な
ど
を
解
消
し
、拠

点
校
が
あ
る
地
域
と
遜
色
な
い
条
件
を
整
え
る

こ
と
が
、学
校
存
続
へ
結
び
つ
く
要
因
で
も
あ
る

と
の
考
え
に
至
っ
た
。ま
た
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
の
過
程
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、通

学
費
の
助
成
に
つ
い
て
の
要
望
が
あ
っ
た
。こ
れ

ら
を
検
討
し
、拠
点
校
ま
で
の
通
学
費
相
当
額
を

助
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
北
川
村
高
等
学
校
等

　
生
徒
通
学
費
助
成
に
つ
い
て

9
　
助
成
対
象
者
を
拡
充
で
き
な
い
か
。

 

答

　村
長

　
拠
点
校
へ
の
通
学
を
仮
定
し
、地
理
的
条
件
に

よ
る
不
平
等
、不
利
益
と
な
る
要
因
を
解
消
す
る

た
め
、通
学
費
相
当
額
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、全
て
の
高
校
生
を
対
象
と
し
て
い
な
い
。

9
　
学
生
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
磨
き
上
げ
、こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
支
援
を
考
え
て
行
き
た
い
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
の
進
化
過
程
に
お
い
て
様
々
な
支
援

･

助
成
が
、検
討
や
提
案
さ
れ
、子
ど
も
達
へ
の
支

援
を
含
め
て
質
の
高
い
学
校
を
創
造
し
て
い
く
。

　
現
在
、高
校
や
大
学
な
ど
へ
進
学
す
る
場
合
、

奨
学
金
制
度
や
北
川
村
人
材
育
成
事
業
補
助
金

制
度
が
あ
る
。研
修
な
ど
大
い
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の

　
最
重
要
課
題
に
つ
い
て

9
　
最
も
重
要
な
対
策
・
対
応
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

 

答

　村
長

　
い
つ
ど
こ
で
誰
が
感
染
し
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
下
で
、行
政
機
能
の
低
下
に
陥
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、職
員
の
感
染
防
止
対
策
と
庁
舎
等

施
設
の
換
気
、飛
沫
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、

住
民
対
策
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
取
り

組
む
。三
密
回
避
や
、手
洗
い
、う
が
い､

手
指
消

毒
、外
出
時
の
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
、感
染
防
止

対
策
を
徹
底
す
る
。ま
た
、感
染
者
あ
る
い
は
家

族
等
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
、冷
静
を
欠
く
行
動
、

言
動
を
起
こ
さ
な
い
、暮
ら
し
に
く
く
な
る
こ
と

が
な
い
よ
う
な
環
境
を
保
つ
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。

　
一
般
質
問
へ
の
検
討
経
過
に
つ
い
て

9
　
空
き
家
等
の
老
朽
住
宅
の
取
り
壊
し
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
経
過
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
現
在
、対
象
と
な
る
老
朽
度
の
測
定
や
審
査
基

準
等
々
、あ
る
い
は
審
査
等
々
、補
助
対
象
要
件

の
精
査
を
行
っ
て
お
り
、来
年
４
月
か
ら
事
業
が

開
始
で
き
る
よ
う
整
え
て
い
く
。

9
　
村
産
木
材
需
要
調
査
等
委
託
事
業
に
つ
い

て
経
過
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
建
築
資
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、委
託
先
と
協

議
中
で
あ
る
が
、少
し
で
も
時
間
の
ロ
ス
が
無
く

供
給
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。こ
の
需

要
調
査
は
、今
年
を
含
め
て
５
年
間
予
定
し
て
お

り
、こ
の
間
の
村
産
材
の
伐
採
計
画
や
伐
採
可
能

な
山
林
の
確
保
を
行
い
、運
用
面
で
の
解
決
策
を

検
討
し
て
い
く
。

　
事
業
周
知
に
つ
い
て
は
、８
月
に
全
戸
配
布
を

行
っ
て
い
る
。実
際
倉
庫
の
建
設
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、対
処
を
始
め
て
い
る
。今
後
も
再
度
、村

民
の
皆
様
に
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
す
る
な
ど
、利

用
促
進
に
向
け
て
周
知
を
図
る
。

　
ま
た
、移
住
促
進
住
宅
の
改
修
、空
き
家
バ
ン

ク
登
録
の
空
き
家
改
修
工
事
等
に
も
、村
産
材
の

活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
北
川
モ
デ
ル
、圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

9
　
柚
子
に
関
す
る
新
規
就
農
者
の
育
成
手
順

書
の
進
捗
状
況
を
問
う

 

答

　村
長

　
研
修
期
間
と
、研
修
終
了
後
の
起
業
初
期
の
期

間
に
整
理
し
て
、作
成
を
進
め
て
い
る
。年
内
に

は
叩
き
台
を
つ
く
り
、速
や
か
に
関
係
機
関
の
意

見
を
踏
ま
え
て
仕
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
、起

業
家
農
業
者
の
育
成
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た

い
。

9
　
水
は
け
問
題
の
原
因
と
対
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
水
は
け
が
悪
い
箇
所
に
つ
い
て
、緊
急
的
な
排

水
対
策（
素
掘
り
の
排
水
路
）が
施
工
さ
れ
た
。

排
水
不
良
の
原
因
と
し
て
、

・
基
盤
面
を
重
機
で
締
固
め
た
こ
と

・
表
土
を
外
部
か
ら
補
充
し
て
30
㎝
の
厚
さ
を

確
保
し
た
こ
と

・
田
の
粘
土
質
で
あ
っ
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
整
備
対
策
と
し
て
、

・
重
機
に
よ
る
過
度
の
締
固
め
を
行
わ
な
い

・
表
土
は
工
事
区
域
内
で
確
保
し
た
物
の
み
で

仕
上
げ
る

・
必
要
な
箇
所
は
排
水
調
節
器
を
設
置
す
る

な
ど
、一
定
の
基
準
を
定
め
工
事
着
手
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
ま
た
、工
事
中
の
排
水
不
良
が
確
認
さ
れ
た
と

き
は
、関
係
機
関
で
協
議
を
持
ち
対
策
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

　
既
に
植
栽
さ
れ
た
圃
場
地
で
の
排
水
対
策
は
、

基
盤
土
に
穴
を
開
け
る
耕
盤
抜
き
工
法
を
実
施
す

べ
く
、県
の
令
和
３
年
度
予
算
で
措
置
し
、篤
農
家

を
交
え
た
検
討
会
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
も
現
場
状
況
を
確
認
し
情
報
共
有
を
行
い
、

よ
り
良
い
圃
場
地
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

9
　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
機
械
化
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
省
力
化
機
械
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、ゆ
ず

省
力
化
栽
培
投
資
事
業
に
よ
っ
て
後
押
し
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。今
後
の
機
械
化
を
睨
ん
だ
植

栽
間
隔
な
ど
苗
の
植
え
付
け
に
関
し
て
も
、今
年

２
月
に
北
川
モ
デ
ル
で
栽
培
さ
れ
る
方
々
を
対

象
に
講
習
会
を
開
催
し
た
が
、十
分
徹
底
さ
れ
て

い
な
い
面
も
あ
る
の
で
、再
度
、講
習
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、来
年
度
完
成
の
圃
場
整
備
区
域

に
つ
い
て
、参
考
に
作
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。今
後
も
、関
係
機
関
で
連
携
を
図
り
産

業
構
築
が
で
き
る
基
盤
整
備
に
努
め
る
。

　
北
川
モ
デ
ル
に
つ
い
て

9
　
２
期
目
の「
北
川
モ
デ
ル
」農
地
改
良
事
業

が
未
だ
手
つ
か
ず
の
状
況
で
あ
る
が
、そ
の
実
状

を
問
う
。

 

答

　村
長

　
第
2
期
に
つ
い
て
は
説
明
会
を
行
い
、来
年
度

早
々
か
ら
準
備
を
行
い
取
り
組
ん
で
い
く
と
い

う
こ
と
で
、地
区
と
も
合
意
が
で
き
た
。今
後
滞

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
。

　
ま
た
、圃
場
整
備
が
遅
延
す
れ
ば
就
農
者
の
計

画
に
も
大
幅
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、圃
場
整
備

後
、起
業
農
業
者
と
し
て
計
画
に
沿
っ
た
園
地
管

理
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
、圃
場
整
備
予
定
地
に
つ

い
て
も
、工
事
開
始
ま
で
適
切
な
管
理
を
す
る
よ

う
対
応
し
て
い
く
。

　
専
任
職
員
の
効
果
に
つ
い
て

9
　
中
学
校
部
活
の
卓
球
専
任
者
の
指
導
の
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　教
育
長

　
平
成
29
年
に
中
学
校
に
約
35
年
ぶ
り
に
卓
球

部
が
再
開
を
さ
れ
、平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら
卓

球
競
技
を
指
導
で
き
る
職
員
１
名
を
採
用
し
た
。

卓
球
部
の
指
導
を
中
心
に
、社
会
体
育
全
般
で
担

当
者
と
し
て
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。中
学
校
の

部
活
動
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
で
運
動

習
慣
の
確
立
等
を
図
り
、生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身

の
健
康
を
保
持
増
進
し
、豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ

フ
を
実
現
す
る
た
め
の
資
質
能
力
の
育
成
を
図

り
、バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
心
身
の
成
長
と
学
校
生

活
を
送
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
重
視
。ま
た
、中

学
校
卒
業
に
将
来
地
域
に
帰
っ
た
と
き
に
は
、そ

の
経
験
を
活
か
し
後
輩
の
育
成
や
地
域
へ
の
貢

献
を
い
た
だ
け
る
よ
う
な
卓
球
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、生
徒
も
徐
々
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら

れ
、安
芸
地
区
大
会
や
県
大
会
に
お
い
て
成
果
が

見
え
て
き
て
い
る
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

人
権
擁
護
委
員
候
補
の
推
薦
に
つ
い
て

(

諮
問
第
１
号)

　
田
中
　
美
也
　
氏

　
全
員
賛
成（
答
申
）

北
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て(

議
案
第
１
号
）

　
全
員
賛
成（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
２
号)

　
全
員
賛
成（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
５
号)

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
9
、7
5
2
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
2
、6
5
0
、5
4
4
千
円
と
す

る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
可
決
）

発
行
責
任
者
　
議
長
　
岩
垣
　
實
男

　
令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会
は
、11
月
30
日
に
開

会
し
、北
川
村
監
査
委
員
の
選
任
、条
例
改
正
に

つ
い
て
審
議
、北
川
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
・

同
補
充
員
の
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

・・ 

議
案
審
議 
・・

北
川
村
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て(

議

案
第
１
号)

　
松
﨑
　
長
香
　
氏

　
全
員
賛
成（
可
決
）

北
川
村
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て（
議

案
第
２
号)

　
全
員
賛
成（
可
決
）

村
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び

に
旅
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て（
議
案
第
３
号
）

　
全
員
賛
成（
可
決
）

北
川
村
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
議
案
第
４
号
）

　
全
員
賛
成（
可
決
）

北
川
村
代
替
輸
送
に
関
す
る
特
例
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て（
議
案
第
５
号
）

　
全
員
賛
成（
可
決
）

北
川
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
・
同
補
充

員
の
選
挙
に
つ
い
て

　
全
員
賛
成（
可
決
）

令
和
2
年

第
2
回
臨
時
会

第
３
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
３
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
３
回
定
例
会（
北
川
村
庁
舎
）

北
川
村
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典

（
北
川
村
／
村
民
会
館
）

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
議
会
第

33
回
定
例
会
事
前
説
明

（
北
川
村
庁
舎
）

第
37
回
こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域

連
合
議
会
定
例
会
事
前
説
明

（
北
川
村
庁
舎
）

四
国
四
県
町
村
長
・
町
村
議
会
議

長
大
会（
愛
媛
県
）

交
通
安
全
街
頭
指
導（
北
川
村
）

村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会

（
北
川
村
）

村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会

（
北
川
村
）

第
２
回
安
芸
広
域
市
町
村
圏
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会

定
例
会（
奈
半
利
町
／
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
愛
光
園
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副

会
長
会
・
理
事
会

（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

県
選
出
国
会
議
員
と
町
村
長
・
町

村
議
会
議
長
と
の
意
見
交
換
会

（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

中
四
国
農
政
局
要
望
活
動

（
岡
山
県
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
北
川
村
／
村
内
・
北
川
村
庁
舎
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
北
川
村
庁
舎
）

ダ
ム
公
害
対
策
特
別
委
員
会

（
北
川
村
庁
舎
）

第
37
回
こ
う
ち
人
づ
く
り

広
域
連
合
議
会
定
例
会

（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
議
会
全

員
協
議
会
・
第
33
回
定
例
会

（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
高
知
市
／
高

知
県
民
文
化
ホ
ー
ル
）

海
部
郡
・
安
芸
郡
議
長
連
合
会
要

望
活
動（
高
知
市
／
高
知
県
庁
）

安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
要
望

活
動（
高
知
市
／
高
知
県
庁
）

安
田
東
洋
・
魚
梁
瀬
公
園
線
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
要
望
活
動

（
高
知
市
／
高
知
県
庁
）

国
会
議
員
及
び
農
林
水
産
省
・
財

務
省
要
望
活
動（
東
京
都
）

高
知
県
戦
没
者
追
悼
式（
高
知
市

／
高
知
県
民
文
化
ホ
ー
ル
）

第
３
回
ご
め
ん
な
は
り
線
活
性

化
協
議
会
総
会（
安
芸
市
／
安
芸

広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

四
国
直
轄
砂
防
事
業
促
進
期
成

同
盟
会
要
望
活
動（
香
川
県
）

中
岡
慎
太
郎
墓
前
祭（
北
川
村
）

全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟

第
1
4
2
回
理
事
会
・
第
51
回
定

期
総
会

過
疎
法
制
定
実
現
総
決
起
大
会

（
東
京
都
）

四
国
直
轄
砂
防
事
業
促
進
期
成

９
月
9
日（
水
）

９
月
10
日（
木
）

９
月
11
日（
金
）

９
月
17
日（
木
）

９
月
25
日（
金
）

９
月
29
日（
火
）

９
月
30
日（
水
）

10
月
1
日（
木
）

10
月
7
日（
水
）

10
月
9
日（
金
）

10
月
10
日（
土
）

10
月
13
日（
火
）

10
月
16
日（
金
）

10
月
19
日（
月
）

10
月
20
日（
火
）

10
月
22
日（
木
）

10
月
26
日（
月
）

10
月
27
日（
火
）

10
月
29
日（
木
）

〜

30
日（
金
）

11
月
1
日（
日
）

11
月
5
日（
木
）

11
月
6
日（
金
）

11
月
17
日（
火
）

11
月
20
日（
金
）

11
月
25
日（
水
）

浜渦　康雄 議員

令
和
2
年
９
月
議
会

以
降
の
議
長
会
務
報
告

同
盟
会
要
望
活
動（
東
京
都
）

政
党
と
の
懇
談
会
・
県
選
出
国
会

議
員
と
の
意
見
交
換
会（
東
京
都
）

第
64
回
全
国
町
村
議
会

議
長
大
会（
東
京
都
）

第
４
回
中
芸
広
域
連
合
議
会

11
月
臨
時
会

（
安
田
町
／
中
芸
広
域
体
館
）　

（
副
議
長
・
常
任
委
員
長
）

第
２
回
臨
時
会（
北
川
村
庁
舎
）

第
３
回
安
芸
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
議
会
定
例
会（
安
芸
市
／

安
芸
広
域
メ
ル
ト
セ
ン
タ
ー
）

議
会
運
営
委
員
会（
北
川
村
庁
舎
）

高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副

会
長
会
・
理
事
会

（
高
知
市
／
高
知
県
自
治
会
館
）

小
島
ト
ン
ネ
ン
ル
開
通
式

（
北
川
村
）

（
副
議
長
・
常
任
委
員
長
）

11
月
24
日（
火
）

11
月
25
日（
水
）

11
月
26
日（
木
）

11
月
30
日（
月
）

12
月
1
日（
火
）

12
月
2
日（
水
）

12
月
3
日（
木
）

12
月
5
日（
土
）



14
き
　  た
　  が
わ

15
き

た   
が   
わ

ど
の
意
見
が
あ
り
、ラ
ン
ナ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
安
全
を
第
一
に
考
え
、開
催
は
中
止
す
る
こ
と

と
し
た
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

　
④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
工
事
・
委
託
業
務
の
発
注
状
況（
12
月
１
日
時

点
）

　
今
後
も
早
期
完
成
に
向
け
事
業
の
進
捗
を
図

る
。

　
令
和
2
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
10
日
に
開

会
し
、人
権
擁
護
委
員
候
補
の
推
薦
、条
例
改
正
、

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
11
日
に
は
、４
氏
が
７
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　「
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会
」は
、全
て
終
了
。

第
２
期
の「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」の
概
要
説
明
、あ
わ
せ
て
高
規
格
道
路

の
整
備
計
画
、小
水
力
発
電
施
設
の
検
討
状
況
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

る
ゆ
ず
の
販
売
先
の
確
保
策
の
情
報
提
供
を

行
っ
た
。参
加
者
か
ら
出
た
意
見
な
ど
を
も
と
に
、

実
現
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

　
北
部
地
区
で
の「
地
区
存
続
プ
ラ
ン
」は
、協
議

を
進
め
、ゆ
ず
の
園
地
調
査
の
取
り
ま
と
め
と
、

３
月
の
マ
ル
シ
ェ
開
催
に
む
け
協
議
を
進
め
る
。

　
ま
た
、村
で
は
、同
地
区
の「
ゆ
ず
園
地
の
維

持
・
継
承
」と「
地
域
の
皆
様
方
の
生
き
が
い
づ
く

り
」を
軸
に
、モ
デ
ル
と
な
る
プ
ラ
ン
策
定
を
支

援
し
て
い
く
。

■
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て

　
道
及
び
村
道
竹
屋
敷
線
は
、災
害
査
定
を
受
け
、

国
庫
補
助
の
承
認
、林
道
竹
屋
敷
線
の
過
年
度
か

ら
の
被
災
箇
所
の
う
ち
、１
箇
所
は
工
事
が
完
成
、

残
り
１
箇
所
は
、年
明
け
か
ら
工
事
を
再
開
予
定
。

今
年
度
の
被
災
箇
所
は
、早
期
発
注
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　
ま
た
、平
成
29
年
か
ら
整
備
し
て
き
た
国
道

4
9
3
号
小
島
ト
ン
ネ
ル
が
、12
月
５
日
に
供
用

開
始
と
な
っ
た
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
に
つ
い
て
、今

年
度
予
定
し
て
い
た
４
地
区
に
お
い
て
完
了
し

た
。

　
老
朽
住
宅
の
除
去
に
対
す
る
補
助
制
度
は
、補

助
対
象
要
件
の
精
査
を
行
っ
て
お
り
、来
年
４
月

か
ら
の
事
業
開
始
に
向
け
準
備
を
整
え
て
い
く
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　
11
月
に
入
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

確
認
者
が
全
国
的
に
拡
大
し
、県
内
で
も
増
加
し

つ
つ
あ
る
。新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
と
感
染
予

防
対
策
の
徹
底
、あ
わ
せ
て
、た
と
え
対
策
を
講

じ
た
と
し
て
も
感
染
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る

こ
と
を
理
解
し
、感
染
者
が
発
生
し
て
も
、誹
謗

中
傷
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
、冷
静
な
対
応
を
お
願

い
し
た
い
。

　
昨
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
50
・
4
％
、平

成
30
年
度
と
同
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　
運
動
教
室
は
、11
月
末
ま
で
に
南
部
で
10
回

1
1
3
名
、中
北
部
で
５
回
35
名
の
参
加
。親
子

運
動
教
室
で
は
、６
組
19
名
が
参
加
。

　
小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」は
、10
月
末

現
在
2
、3
1
3
名
が
利
用
。交
流
ス
ペ
ー
ス
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
利
用
、ま
た
、

退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
期
間
中
、宿
泊
を
利
用
す
る

な
ど
、施
設
の
設
置
目
的
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。今
後
も
、施
設
の
利
用
促
進
に
努

め
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整
備
事
業
は
、宗
ノ

上
地
区
左
岸
側
に
お
い
て
11
月
末
に
施
工
業
者

が
決
定
、工
事
の
完
成
は
、来
年
４
月
以
降
に
な

る
見
通
し
。第
２
期
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整

備
事
業
の
候
補
地（
島
地
区
）に
お
い
て
、地
元
説

明
会
を
開
催
。今
後
、地
権
者
と
協
議
を
行
い
、来

年
度
か
ら
農
地
の
一
時
保
有
を
進
め
て
い
く
。

　
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
、10
月
以
降
、新
た

に
２
名
の
方
が
篤
農
家
の
も
と
で
起
業
家
農
業

者
を
目
指
し
て
研
修
を
開
始
し
た
。ま
た
、起
業

家
農
業
者
育
成
の
基
軸
と
な
る
手
順
書
の
作
成

を
進
め
て
お
り
、関
係
機
関
と
協
議
し
、速
や
か

に
仕
組
み
を
確
立
し
て
い
く
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　
今
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
実
績
は
、2
、

5
4
4
件
、2
0
、3
8
2
千
円
で
前
年
同
期
と

比
較
し
、件
数
、金
額
と
も
1.5
倍
超
の
伸
び
と

な
っ
て
お
り
、引
き
続
き
、本
年
度
の
目
標（
寄
附

額
5
0
、0
0
0
千
円
）達
成
に
努
め
る
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　
モ
ネ
の
庭
の
今
期
の
入
園
者
数
は
、11
月
末
現
在

で
5
1
、3
4
3
人（
昨
年
同
期
7
2
、0
8
3
人
、

28
・
8
%
減
）。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
解

除
後
は
、営
業
努
力
の
成
果
も
あ
り
、ほ
ぼ
計
画
目

標
に
達
し
て
い
る
状
況
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
延
期
と
な
っ
て
い
た
モ
ネ
の
庭

開
園
20
周
年
記
念
式
典
は
、令
和
３
年
４
月
20
日
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
に
あ
わ
せ
開
催
す
べ

く
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
北
川
村
温
泉
の
今
年
度
の
利
用
者
数
は
、11
月
末

現
在
、宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ
せ
て
8
、

3
6
2
人（
昨
年
同
期
1
2
、5
4
3
人
、33
・
3
%

減
）。
10
月
と
11
月
の
実
績
で
は
対
前
年
比

1
0
4
％
と
な
る
な
ど
、「
G
o 

T
o
ト
ラ
ベ
ル
」の

効
果
も
あ
り
、収
支
は
改
善
し
つ
つ
あ
る
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
、11
月
末
現
在
、相
談

件
数
９
件
、宅
地
売
却
希
望
１
件
、空
き
家
賃
貸

希
望
３
件
の
登
録
で
、登
録
物
件
の
内
１
件
が
空

き
家
改
修
事
業
を
活
用
し
、整
備
を
行
う
予
定
。

　
こ
し
ま
移
住
体
験
施
設
の
利
用
実
績
は
、９
月

以
降
、延
べ
22
名
で
、う
ち
１
名
は
、ゆ
ず
起
業
家

農
業
者
を
目
指
し
て
研
修
を
行
い
、１
名
は
、年

明
け
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
移
住
予

定
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

①
保
小
中
一
体
化

　
食
育
活
動
に
お
け
る
先
進
地
視
察
、ま
た
、栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
を
普
及
す
る
取
組
と
し

て
、食
生
活
改
善
推
進
員
の
協
力
の
も
と
講
話
を

開
催
。今
後
、子
ど
も
か
ら
保
護
者
へ
と
食
に
関

す
る
意
識
を
高
め
、広
く
波
及
効
果
が
及
ぶ
こ
と

を
目
指
し
、保
小
中
に
お
け
る
食
育
に
関
す
る
活

動
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

　
I
C
T
環
境
の
整
備
は
、小
中
学
生
全
員
に
配

布
す
る
パ
ソ
コ
ン
端
末
が
11
月
下
旬
に
納
品
さ

れ
、最
終
の
機
器
検
査
を
行
っ
て
い
る
。教
職
員

に
は
、活
用
方
法
等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
・
配

布
す
る
と
と
も
に
、冬
期
休
業
中
に
は
、パ
ソ
コ

ン
を
活
用
し
た
研
修
を
行
う
な
ど
、授
業
や
様
々

な
活
動
時
に
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

②
北
川
学
の
深
化

　
10
月
23
日
、防
災
や
移
住
促
進
な
ど
の
授
業
を

公
開
。参
観
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、北
川
学
の

取
組
の
意
義
が
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
手

応
え
を
感
じ
て
お
り
、引
き
続
き
地
域
資
源
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、探
究
心
や
地
域
へ
の
愛
着
を
育

む
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

く
。

③
地
域
ぐ
る
み
教
育

　
学
校
運
営
協
議
会
に
お
い
て
子
育
て
・
文
教
エ

リ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
き
た
。

　
11
月
23
日
に
は
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
文
教

エ
リ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て
」講
演
会
を
開
催
し
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
誇
れ
る
施
設
整
備
、住

民
参
画
で
の
議
論
の
必
要
性
な
ど
ご
講
演
い
た

だ
い
た
。今
後
、次
年
度
ま
で
に
教
育
施
設
の
あ

り
方
に
関
す
る
基
本
計
画
を
策
定
予
定
。

　
地
域
学
校
協
働
本
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

は
65
名
で
、村
内
美
化
清
掃
や
保
育
所
芋
掘
り
に

も
参
加
・
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

《
社
会
教
育
関
係
》

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
か
ら
村
民
運
動
会
が
中
止
と
な
っ
た
が
、少
し

で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
を
設
け
る
た
め
、

10
月
25
日
に
小
学
生
を
対
象
に「
親
子
で
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
も
う
」を
開
催
し
、25
名
の
児
童
が
保

護
者
と
共
に
卓
球
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
、体

を
動
か
す
楽
し
さ
や
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、文
化
祭
で
は
、芸
能
発
表
会
や
屋
外
で

の
出
店
を
中
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、作
品
展

は
例
年
ど
お
り
開
催
し
、保
育
園
児
や
小
・
中
学

生
の
工
作
、水
彩
画
や
書
道
な
ど
の
作
品
を
は
じ

め
、一
般
の
方
々
か
ら
も
多
数
の
出
展
が
あ
り
、

盛
会
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

《
中
岡
慎
太
郎
関
係
》

　
企
画
展「
幕
末
人び

と

の
筆
跡

－

漢
詩
・
和
歌
に
あ

ら
わ
れ
る
感
情

－

」が
開
催
さ
れ
、1
、2
9
2
人

の
方
が
来
館
。

　
慎
太
郎
学
習
会
で
は
、「
利
岡
家
文
書
」か
ら
分

か
る
野
友
村
の
庄
屋
の
仕
事
や
利
岡
家
の
家
族

構
成
な
ど
の
解
説
、「
利
岡
家
文
書
目
録
」の
調

査
・
整
理
の
過
程
を
紹
介
し
た
。

　
中
岡
慎
太
郎
墓
前
祭
は
、神
事
へ
の
参
列
人
数

は
制
限
さ
れ
た
が
、中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
が

中
心
と
な
り
、生
家
で
の
お
茶
会
や
慎
太
郎
学
習

会
、慎
太
郎
食
堂
で
の
シ
ャ
モ
鍋
の
ふ
る
ま
い
な

ど
盛
会
に
開
催
さ
れ
た
。

　
第
31
回
中
岡
迂
山
記
念
全
国
書
展
は
、田
野
町

の
水
墨
画
展
、安
田
町
の
色
紙
展
と
会
期
を
合
わ

せ「
三
町
村
合
同
書
画
展
」と
し
て
開
催
し
、全
会

場
観
覧
の
方
に
は
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

な
ど
、来
場
者
か
ら
親
し
ま
れ
る
書
展
と
し
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

《
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て
》

　
来
年
度
の「
第
11
回
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」の
開
催
に
つ
い
て
協
議
し
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
の
め
ど
が
立
た
な
い
中
、

物
理
的
に
無
理
で
は
な
い
か
」、「
他
地
域
で
の
大

会
も
中
止
や
延
期
と
な
っ
て
い
る
状
況
も
あ
り
、

現
在
で
き
る
予
防
対
策
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

含
め
十
分
な
感
染
防
止
の
対
応
が
で
き
な
い
」な

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
北
川
村
高
等
学
校
等
生
徒

　
通
学
費
助
成
に
つ
い
て

9
　
執
行
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
対
象
者
18
名
。助
成
額
1
7
8
万
円
。

9
　
こ
の
助
成
を
行
う
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い

て
問
う
。

 

答

　村
長

　
高
知
県
東
部
地
域
に
お
け
る
拠
点
校
と
し
て

安
芸
高
校
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、こ
の
拠
点
高
校

へ
通
う
こ
と
を
仮
定
し
、地
理
的
条
件
に
よ
る
不

平
等
、不
利
益
と
な
る
要
因
な
ど
を
解
消
し
、拠

点
校
が
あ
る
地
域
と
遜
色
な
い
条
件
を
整
え
る

こ
と
が
、学
校
存
続
へ
結
び
つ
く
要
因
で
も
あ
る

と
の
考
え
に
至
っ
た
。ま
た
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
の
過
程
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、通

学
費
の
助
成
に
つ
い
て
の
要
望
が
あ
っ
た
。こ
れ

ら
を
検
討
し
、拠
点
校
ま
で
の
通
学
費
相
当
額
を

助
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
北
川
村
高
等
学
校
等

　
生
徒
通
学
費
助
成
に
つ
い
て

9
　
助
成
対
象
者
を
拡
充
で
き
な
い
か
。

 

答

　村
長

　
拠
点
校
へ
の
通
学
を
仮
定
し
、地
理
的
条
件
に

よ
る
不
平
等
、不
利
益
と
な
る
要
因
を
解
消
す
る

た
め
、通
学
費
相
当
額
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、全
て
の
高
校
生
を
対
象
と
し
て
い
な
い
。

9
　
学
生
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
磨
き
上
げ
、こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
支
援
を
考
え
て
行
き
た
い
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
の
進
化
過
程
に
お
い
て
様
々
な
支
援

･

助
成
が
、検
討
や
提
案
さ
れ
、子
ど
も
達
へ
の
支

援
を
含
め
て
質
の
高
い
学
校
を
創
造
し
て
い
く
。

　
現
在
、高
校
や
大
学
な
ど
へ
進
学
す
る
場
合
、

奨
学
金
制
度
や
北
川
村
人
材
育
成
事
業
補
助
金

制
度
が
あ
る
。研
修
な
ど
大
い
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の

　
最
重
要
課
題
に
つ
い
て

9
　
最
も
重
要
な
対
策
・
対
応
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

 

答

　村
長

　
い
つ
ど
こ
で
誰
が
感
染
し
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
下
で
、行
政
機
能
の
低
下
に
陥
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、職
員
の
感
染
防
止
対
策
と
庁
舎
等

施
設
の
換
気
、飛
沫
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、

住
民
対
策
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
取
り

組
む
。三
密
回
避
や
、手
洗
い
、う
が
い､

手
指
消

毒
、外
出
時
の
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
、感
染
防
止

対
策
を
徹
底
す
る
。ま
た
、感
染
者
あ
る
い
は
家

族
等
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
、冷
静
を
欠
く
行
動
、

言
動
を
起
こ
さ
な
い
、暮
ら
し
に
く
く
な
る
こ
と

が
な
い
よ
う
な
環
境
を
保
つ
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。

　
一
般
質
問
へ
の
検
討
経
過
に
つ
い
て

9
　
空
き
家
等
の
老
朽
住
宅
の
取
り
壊
し
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
経
過
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
現
在
、対
象
と
な
る
老
朽
度
の
測
定
や
審
査
基

準
等
々
、あ
る
い
は
審
査
等
々
、補
助
対
象
要
件

の
精
査
を
行
っ
て
お
り
、来
年
４
月
か
ら
事
業
が

開
始
で
き
る
よ
う
整
え
て
い
く
。

9
　
村
産
木
材
需
要
調
査
等
委
託
事
業
に
つ
い

て
経
過
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
建
築
資
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、委
託
先
と
協

議
中
で
あ
る
が
、少
し
で
も
時
間
の
ロ
ス
が
無
く

供
給
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。こ
の
需

要
調
査
は
、今
年
を
含
め
て
５
年
間
予
定
し
て
お

り
、こ
の
間
の
村
産
材
の
伐
採
計
画
や
伐
採
可
能

な
山
林
の
確
保
を
行
い
、運
用
面
で
の
解
決
策
を

検
討
し
て
い
く
。

　
事
業
周
知
に
つ
い
て
は
、８
月
に
全
戸
配
布
を

行
っ
て
い
る
。実
際
倉
庫
の
建
設
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、対
処
を
始
め
て
い
る
。今
後
も
再
度
、村

民
の
皆
様
に
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
す
る
な
ど
、利

用
促
進
に
向
け
て
周
知
を
図
る
。

　
ま
た
、移
住
促
進
住
宅
の
改
修
、空
き
家
バ
ン

ク
登
録
の
空
き
家
改
修
工
事
等
に
も
、村
産
材
の

活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
北
川
モ
デ
ル
、圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

9
　
柚
子
に
関
す
る
新
規
就
農
者
の
育
成
手
順

書
の
進
捗
状
況
を
問
う

 

答

　村
長

　
研
修
期
間
と
、研
修
終
了
後
の
起
業
初
期
の
期

間
に
整
理
し
て
、作
成
を
進
め
て
い
る
。年
内
に

は
叩
き
台
を
つ
く
り
、速
や
か
に
関
係
機
関
の
意

見
を
踏
ま
え
て
仕
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
、起

業
家
農
業
者
の
育
成
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た

い
。

9
　
水
は
け
問
題
の
原
因
と
対
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
水
は
け
が
悪
い
箇
所
に
つ
い
て
、緊
急
的
な
排

水
対
策（
素
掘
り
の
排
水
路
）が
施
工
さ
れ
た
。

排
水
不
良
の
原
因
と
し
て
、

・
基
盤
面
を
重
機
で
締
固
め
た
こ
と

・
表
土
を
外
部
か
ら
補
充
し
て
30
㎝
の
厚
さ
を

確
保
し
た
こ
と

・
田
の
粘
土
質
で
あ
っ
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
整
備
対
策
と
し
て
、

・
重
機
に
よ
る
過
度
の
締
固
め
を
行
わ
な
い

・
表
土
は
工
事
区
域
内
で
確
保
し
た
物
の
み
で

仕
上
げ
る

・
必
要
な
箇
所
は
排
水
調
節
器
を
設
置
す
る

な
ど
、一
定
の
基
準
を
定
め
工
事
着
手
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
ま
た
、工
事
中
の
排
水
不
良
が
確
認
さ
れ
た
と

き
は
、関
係
機
関
で
協
議
を
持
ち
対
策
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

　
既
に
植
栽
さ
れ
た
圃
場
地
で
の
排
水
対
策
は
、

基
盤
土
に
穴
を
開
け
る
耕
盤
抜
き
工
法
を
実
施
す

べ
く
、県
の
令
和
３
年
度
予
算
で
措
置
し
、篤
農
家

を
交
え
た
検
討
会
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
も
現
場
状
況
を
確
認
し
情
報
共
有
を
行
い
、

よ
り
良
い
圃
場
地
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

9
　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
機
械
化
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
省
力
化
機
械
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、ゆ
ず

省
力
化
栽
培
投
資
事
業
に
よ
っ
て
後
押
し
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。今
後
の
機
械
化
を
睨
ん
だ
植

栽
間
隔
な
ど
苗
の
植
え
付
け
に
関
し
て
も
、今
年

２
月
に
北
川
モ
デ
ル
で
栽
培
さ
れ
る
方
々
を
対

象
に
講
習
会
を
開
催
し
た
が
、十
分
徹
底
さ
れ
て

い
な
い
面
も
あ
る
の
で
、再
度
、講
習
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、来
年
度
完
成
の
圃
場
整
備
区
域

に
つ
い
て
、参
考
に
作
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。今
後
も
、関
係
機
関
で
連
携
を
図
り
産

業
構
築
が
で
き
る
基
盤
整
備
に
努
め
る
。

　
北
川
モ
デ
ル
に
つ
い
て

9
　
２
期
目
の「
北
川
モ
デ
ル
」農
地
改
良
事
業

が
未
だ
手
つ
か
ず
の
状
況
で
あ
る
が
、そ
の
実
状

を
問
う
。

 

答

　村
長

　
第
2
期
に
つ
い
て
は
説
明
会
を
行
い
、来
年
度

早
々
か
ら
準
備
を
行
い
取
り
組
ん
で
い
く
と
い

う
こ
と
で
、地
区
と
も
合
意
が
で
き
た
。今
後
滞

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
。

　
ま
た
、圃
場
整
備
が
遅
延
す
れ
ば
就
農
者
の
計

画
に
も
大
幅
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、圃
場
整
備

後
、起
業
農
業
者
と
し
て
計
画
に
沿
っ
た
園
地
管

理
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
、圃
場
整
備
予
定
地
に
つ

い
て
も
、工
事
開
始
ま
で
適
切
な
管
理
を
す
る
よ

う
対
応
し
て
い
く
。

　
専
任
職
員
の
効
果
に
つ
い
て

9
　
中
学
校
部
活
の
卓
球
専
任
者
の
指
導
の
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　教
育
長

　
平
成
29
年
に
中
学
校
に
約
35
年
ぶ
り
に
卓
球

部
が
再
開
を
さ
れ
、平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら
卓

球
競
技
を
指
導
で
き
る
職
員
１
名
を
採
用
し
た
。

卓
球
部
の
指
導
を
中
心
に
、社
会
体
育
全
般
で
担

当
者
と
し
て
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。中
学
校
の

部
活
動
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
で
運
動

習
慣
の
確
立
等
を
図
り
、生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身

の
健
康
を
保
持
増
進
し
、豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ

フ
を
実
現
す
る
た
め
の
資
質
能
力
の
育
成
を
図

り
、バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
心
身
の
成
長
と
学
校
生

活
を
送
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
重
視
。ま
た
、中

学
校
卒
業
に
将
来
地
域
に
帰
っ
た
と
き
に
は
、そ

の
経
験
を
活
か
し
後
輩
の
育
成
や
地
域
へ
の
貢

献
を
い
た
だ
け
る
よ
う
な
卓
球
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、生
徒
も
徐
々
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら

れ
、安
芸
地
区
大
会
や
県
大
会
に
お
い
て
成
果
が

見
え
て
き
て
い
る
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

人
権
擁
護
委
員
候
補
の
推
薦
に
つ
い
て

(

諮
問
第
１
号)

　
田
中
　
美
也
　
氏

　
全
員
賛
成（
答
申
）

北
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て(

議
案
第
１
号
）

　
全
員
賛
成（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
２
号)

　
全
員
賛
成（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
５
号)

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
9
、7
5
2
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
2
、6
5
0
、5
4
4
千
円
と
す

る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
可
決
）

令和３年度　自衛官等採用案内

自衛隊高知地方協力本部 安芸地域事務所
◇電　話　０８８７－３５－２７４９　◇E-mail　kochi.pco.aki＠rct.gsdf.mod.go.jp

受付期間 試験日資　　　格コース

予 備 自 衛 官 補

※状況により、試験日が変更される場合があります。
※詳しくは、自衛隊高知地方協力本部のホームページをご覧いただくか、
　自衛隊高知地方協力本部 安芸地域事務所までご連絡下さい。

　一般の社会人や学生を「予備自衛官補」として公募・採用し、教育訓練終了後、「予備自衛官」として任用する
制度です。民間の優れた専門技能を有効に活用していくことを目的としています。
　「一般」と「技能」の２種類のコースがあり、採用されると、一般は３年以内に５０日間、技能は２年以内に１０日
間の教育訓練に参加して、必要な知識・技能を修得します。
　教育訓練は、日額７，９００円の手当と教育場所までの交通費が支給されます。また、教育訓練期間中の食事
は無料で支給、宿泊(無料)は駐屯地内の指定宿舎になります。

自衛隊幹部候補生とは、一般又は専門の大学等を卒業後、陸・海・空自衛隊それぞれの幹部候補生学校で必
要な知識と技能を修得し、幹部自衛官（パイロットを含む。)に任官するコースです。

自 衛 隊　幹 部 候 補 生

１月６日～４月９日
18歳以上34歳未満の者 ４月17日～ 21日

※いずれか１日を
　指定されます。

国家免許資格等を有する18歳以上で、資格
の種類により53歳～ 55歳未満の者

一 般

技 能

受付期間 試験日資  格コース

■第１回採用試験
　３月１日～４月28日

■第２回採用試験
　３月１日～６月18日
　（飛行要員を除く。）

■１次試験
　第１回　５月８日・９日
　（９日は飛行要員
　希望者のみ）
　第２回　６月26日

■１次試験
　第１回　５月８日
　第２回　６月26日

一　般

歯　科

薬剤科

▼資料請求

○身　分　特別職国家公務員
○初任給(令和２年１月１日現在)
　　修士課程修了者等　　２４３，５００円
　　院卒者試験合格者　　２４７，５００円
　　歯科・薬剤科合格者　 ２４７，５００円 

○賞与(ボーナス)　　年２回(６月、12月)
○手　当　　勤務、職種等に応じて各種あり
○昇　給　　年１回
○週休２日制、祝日、各種休暇あり
○食事、光熱水費、医療費(基地内等)は無料

（令和４年４月１日現在、次のいずれかに該当する者）

【大卒程度試験】
○22歳以上26歳未満の者
○修士課程修了者等(見込み含)は28歳未満の者
○20歳以上22歳未満で大学を卒業(見込み含)し
た者

【院卒者試験】
○修士課程修了者等で、20歳以上28歳未満の者
(見込み含)

○20歳以上30歳未満の者で正規の歯学の課程
(短期大学を除く)修了者(見込み含)

○20歳以上28歳未満の者で正規の薬学の課程
(６年制課程)修了者(見込み含)

中岡慎太郎先生顕彰会だより
特定非営利活動法人　中岡慎太郎先生顕彰会　☎38－2413

　令和２年度の年度末月になりました。

　今年度は『コロナ禍』の影響は受けましたが、そんな状況を利用して、いつもより時間をかけてじっくりと取り組

めた活動もあり、改めて当会の活動について見直す機会をいただいたようにも感じています。

　次年度は「それをどう活かしていくか」が課題になりそうですが頑張ります。

　今年度は開催回数を縮小した『慎太郎学習会』の最終回を以下の日程で開催致します。

　講師の慎太郎館・豊田学芸員が受講者に興味を持ってもらいやすいテーマを考える事に努めてくれています。

　その効果もあるのか、本年度は村外、県外から『参加したかったのに、こんな状況で残念です』というお声を寄せ

ていただくことが増えました。

　今後も継続して取り組んでいきたい当会の「学び」のメインプログラムです。

　皆さま、ぜひ一度ご参加ください。

■開催日時：令和3年3月21日㈰
　　　　　 13：30～14：30
■テ ー マ：『陸援隊士の就職活動』
　　　　　 －岡田かん助資料と松林織之助資料から－
■講　　師：中岡慎太郎館　豊田満広学芸員
■場　　所：中岡慎太郎館　2階
■受　　付：中岡慎太郎先生顕彰会事務所
               ※火曜定休日
※コロナ感染予防対策（マスク着用等）に
　ご協力をお願いします。

第4回慎太郎学習会（最終回）

　当会の村委託事業「ふるさと納税返礼品取扱業務」では、今年度、新しいお礼の品として村になる『文旦』『八朔』

などの柑橘を取り扱わせていただきました。

　予想以上のお申込みがあり、申込みをストップさせるような事にもなりましたが、需要がある事がわかりましたの

で、次年度に繋げより発展させる事ができればと考えます。

　ご協力くださいました提供者の皆さま、本当にありがとうございました。

村ふるさと納税返礼品

参 加 料

無　料
 （事前ご予約不要）



14
き
　  た
　  が
わ

15
き

た   
が   
わ

ど
の
意
見
が
あ
り
、ラ
ン
ナ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
安
全
を
第
一
に
考
え
、開
催
は
中
止
す
る
こ
と

と
し
た
。

■
中
芸
広
域
連
合
関
係
に
つ
い
て

　
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
報
告

　
①
消
防
救
急
業
務
に
つ
い
て

　
②
介
護
保
険
業
務
に
つ
い
て

　
③
火
葬
場
業
務
に
つ
い
て

　
④
保
健
福
祉
業
務
に
つ
い
て

■
工
事
発
注
等
の
状
況

　
工
事
・
委
託
業
務
の
発
注
状
況（
12
月
１
日
時

点
）

　
今
後
も
早
期
完
成
に
向
け
事
業
の
進
捗
を
図

る
。

　
令
和
2
年
12
月
定
例
議
会
は
、12
月
10
日
に
開

会
し
、人
権
擁
護
委
員
候
補
の
推
薦
、条
例
改
正
、

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
11
日
に
は
、４
氏
が
７
件
の
一
般
質
問
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

・・ 

行
政
報
告 

・・ 

　

■
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　「
村
の
将
来
を
語
ら
う
座
談
会
」は
、全
て
終
了
。

第
２
期
の「
北
川
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」の
概
要
説
明
、あ
わ
せ
て
高
規
格
道
路

の
整
備
計
画
、小
水
力
発
電
施
設
の
検
討
状
況
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

る
ゆ
ず
の
販
売
先
の
確
保
策
の
情
報
提
供
を

行
っ
た
。参
加
者
か
ら
出
た
意
見
な
ど
を
も
と
に
、

実
現
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

　
北
部
地
区
で
の「
地
区
存
続
プ
ラ
ン
」は
、協
議

を
進
め
、ゆ
ず
の
園
地
調
査
の
取
り
ま
と
め
と
、

３
月
の
マ
ル
シ
ェ
開
催
に
む
け
協
議
を
進
め
る
。

　
ま
た
、村
で
は
、同
地
区
の「
ゆ
ず
園
地
の
維

持
・
継
承
」と「
地
域
の
皆
様
方
の
生
き
が
い
づ
く

り
」を
軸
に
、モ
デ
ル
と
な
る
プ
ラ
ン
策
定
を
支

援
し
て
い
く
。

■
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て

　
道
及
び
村
道
竹
屋
敷
線
は
、災
害
査
定
を
受
け
、

国
庫
補
助
の
承
認
、林
道
竹
屋
敷
線
の
過
年
度
か

ら
の
被
災
箇
所
の
う
ち
、１
箇
所
は
工
事
が
完
成
、

残
り
１
箇
所
は
、年
明
け
か
ら
工
事
を
再
開
予
定
。

今
年
度
の
被
災
箇
所
は
、早
期
発
注
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　
ま
た
、平
成
29
年
か
ら
整
備
し
て
き
た
国
道

4
9
3
号
小
島
ト
ン
ネ
ル
が
、12
月
５
日
に
供
用

開
始
と
な
っ
た
。

■
防
災
・
地
震
対
策
に
つ
い
て

　
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
に
つ
い
て
、今

年
度
予
定
し
て
い
た
４
地
区
に
お
い
て
完
了
し

た
。

　
老
朽
住
宅
の
除
去
に
対
す
る
補
助
制
度
は
、補

助
対
象
要
件
の
精
査
を
行
っ
て
お
り
、来
年
４
月

か
ら
の
事
業
開
始
に
向
け
準
備
を
整
え
て
い
く
。

■
保
健
福
祉
関
係
に
つ
い
て

　
11
月
に
入
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

確
認
者
が
全
国
的
に
拡
大
し
、県
内
で
も
増
加
し

つ
つ
あ
る
。新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
と
感
染
予

防
対
策
の
徹
底
、あ
わ
せ
て
、た
と
え
対
策
を
講

じ
た
と
し
て
も
感
染
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る

こ
と
を
理
解
し
、感
染
者
が
発
生
し
て
も
、誹
謗

中
傷
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
、冷
静
な
対
応
を
お
願

い
し
た
い
。

　
昨
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
50
・
4
％
、平

成
30
年
度
と
同
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　
運
動
教
室
は
、11
月
末
ま
で
に
南
部
で
10
回

1
1
3
名
、中
北
部
で
５
回
35
名
の
参
加
。親
子

運
動
教
室
で
は
、６
組
19
名
が
参
加
。

　
小
規
模
多
機
能
施
設「
ゆ
ず
の
花
」は
、10
月
末

現
在
2
、3
1
3
名
が
利
用
。交
流
ス
ペ
ー
ス
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
利
用
、ま
た
、

退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
期
間
中
、宿
泊
を
利
用
す
る

な
ど
、施
設
の
設
置
目
的
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。今
後
も
、施
設
の
利
用
促
進
に
努

め
る
。

■
第
一
次
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整
備
事
業
は
、宗
ノ

上
地
区
左
岸
側
に
お
い
て
11
月
末
に
施
工
業
者

が
決
定
、工
事
の
完
成
は
、来
年
４
月
以
降
に
な

る
見
通
し
。第
２
期
北
川
モ
デ
ル
に
よ
る
圃
場
整

備
事
業
の
候
補
地（
島
地
区
）に
お
い
て
、地
元
説

明
会
を
開
催
。今
後
、地
権
者
と
協
議
を
行
い
、来

年
度
か
ら
農
地
の
一
時
保
有
を
進
め
て
い
く
。

　
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
、10
月
以
降
、新
た

に
２
名
の
方
が
篤
農
家
の
も
と
で
起
業
家
農
業

者
を
目
指
し
て
研
修
を
開
始
し
た
。ま
た
、起
業

家
農
業
者
育
成
の
基
軸
と
な
る
手
順
書
の
作
成

を
進
め
て
お
り
、関
係
機
関
と
協
議
し
、速
や
か

に
仕
組
み
を
確
立
し
て
い
く
。

■
ふ
る
さ
と
き
た
が
わ
寄
附
金
に
つ
い
て

　
今
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
実
績
は
、2
、

5
4
4
件
、2
0
、3
8
2
千
円
で
前
年
同
期
と

比
較
し
、件
数
、金
額
と
も
1.5
倍
超
の
伸
び
と

な
っ
て
お
り
、引
き
続
き
、本
年
度
の
目
標（
寄
附

額
5
0
、0
0
0
千
円
）達
成
に
努
め
る
。

■
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　
モ
ネ
の
庭
の
今
期
の
入
園
者
数
は
、11
月
末
現
在

で
5
1
、3
4
3
人（
昨
年
同
期
7
2
、0
8
3
人
、

28
・
8
%
減
）。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
解

除
後
は
、営
業
努
力
の
成
果
も
あ
り
、ほ
ぼ
計
画
目

標
に
達
し
て
い
る
状
況
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
延
期
と
な
っ
て
い
た
モ
ネ
の
庭

開
園
20
周
年
記
念
式
典
は
、令
和
３
年
４
月
20
日
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
に
あ
わ
せ
開
催
す
べ

く
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
北
川
村
温
泉
の
今
年
度
の
利
用
者
数
は
、11
月
末

現
在
、宿
泊
と
日
帰
り
入
浴
を
合
わ
せ
て
8
、

3
6
2
人（
昨
年
同
期
1
2
、5
4
3
人
、33
・
3
%

減
）。
10
月
と
11
月
の
実
績
で
は
対
前
年
比

1
0
4
％
と
な
る
な
ど
、「
G
o 

T
o
ト
ラ
ベ
ル
」の

効
果
も
あ
り
、収
支
は
改
善
し
つ
つ
あ
る
。

■
移
住
促
進
に
つ
い
て

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
、11
月
末
現
在
、相
談

件
数
９
件
、宅
地
売
却
希
望
１
件
、空
き
家
賃
貸

希
望
３
件
の
登
録
で
、登
録
物
件
の
内
１
件
が
空

き
家
改
修
事
業
を
活
用
し
、整
備
を
行
う
予
定
。

　
こ
し
ま
移
住
体
験
施
設
の
利
用
実
績
は
、９
月

以
降
、延
べ
22
名
で
、う
ち
１
名
は
、ゆ
ず
起
業
家

農
業
者
を
目
指
し
て
研
修
を
行
い
、１
名
は
、年

明
け
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
移
住
予

定
。

■
教
育
関
係
に
つ
い
て

（
保
小
中
の
一
体
化
、学
校
教
育
関
係
）

①
保
小
中
一
体
化

　
食
育
活
動
に
お
け
る
先
進
地
視
察
、ま
た
、栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
を
普
及
す
る
取
組
と
し

て
、食
生
活
改
善
推
進
員
の
協
力
の
も
と
講
話
を

開
催
。今
後
、子
ど
も
か
ら
保
護
者
へ
と
食
に
関

す
る
意
識
を
高
め
、広
く
波
及
効
果
が
及
ぶ
こ
と

を
目
指
し
、保
小
中
に
お
け
る
食
育
に
関
す
る
活

動
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

　
I
C
T
環
境
の
整
備
は
、小
中
学
生
全
員
に
配

布
す
る
パ
ソ
コ
ン
端
末
が
11
月
下
旬
に
納
品
さ

れ
、最
終
の
機
器
検
査
を
行
っ
て
い
る
。教
職
員

に
は
、活
用
方
法
等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
・
配

布
す
る
と
と
も
に
、冬
期
休
業
中
に
は
、パ
ソ
コ

ン
を
活
用
し
た
研
修
を
行
う
な
ど
、授
業
や
様
々

な
活
動
時
に
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

②
北
川
学
の
深
化

　
10
月
23
日
、防
災
や
移
住
促
進
な
ど
の
授
業
を

公
開
。参
観
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、北
川
学
の

取
組
の
意
義
が
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
手

応
え
を
感
じ
て
お
り
、引
き
続
き
地
域
資
源
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、探
究
心
や
地
域
へ
の
愛
着
を
育

む
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

く
。

③
地
域
ぐ
る
み
教
育

　
学
校
運
営
協
議
会
に
お
い
て
子
育
て
・
文
教
エ

リ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
き
た
。

　
11
月
23
日
に
は
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
文
教

エ
リ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て
」講
演
会
を
開
催
し
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
誇
れ
る
施
設
整
備
、住

民
参
画
で
の
議
論
の
必
要
性
な
ど
ご
講
演
い
た

だ
い
た
。今
後
、次
年
度
ま
で
に
教
育
施
設
の
あ

り
方
に
関
す
る
基
本
計
画
を
策
定
予
定
。

　
地
域
学
校
協
働
本
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

は
65
名
で
、村
内
美
化
清
掃
や
保
育
所
芋
掘
り
に

も
参
加
・
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

《
社
会
教
育
関
係
》

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
か
ら
村
民
運
動
会
が
中
止
と
な
っ
た
が
、少
し

で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
を
設
け
る
た
め
、

10
月
25
日
に
小
学
生
を
対
象
に「
親
子
で
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
も
う
」を
開
催
し
、25
名
の
児
童
が
保

護
者
と
共
に
卓
球
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
、体

を
動
か
す
楽
し
さ
や
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、文
化
祭
で
は
、芸
能
発
表
会
や
屋
外
で

の
出
店
を
中
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、作
品
展

は
例
年
ど
お
り
開
催
し
、保
育
園
児
や
小
・
中
学

生
の
工
作
、水
彩
画
や
書
道
な
ど
の
作
品
を
は
じ

め
、一
般
の
方
々
か
ら
も
多
数
の
出
展
が
あ
り
、

盛
会
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

《
中
岡
慎
太
郎
関
係
》

　
企
画
展「
幕
末
人び

と

の
筆
跡

－

漢
詩
・
和
歌
に
あ

ら
わ
れ
る
感
情

－

」が
開
催
さ
れ
、1
、2
9
2
人

の
方
が
来
館
。

　
慎
太
郎
学
習
会
で
は
、「
利
岡
家
文
書
」か
ら
分

か
る
野
友
村
の
庄
屋
の
仕
事
や
利
岡
家
の
家
族

構
成
な
ど
の
解
説
、「
利
岡
家
文
書
目
録
」の
調

査
・
整
理
の
過
程
を
紹
介
し
た
。

　
中
岡
慎
太
郎
墓
前
祭
は
、神
事
へ
の
参
列
人
数

は
制
限
さ
れ
た
が
、中
岡
慎
太
郎
先
生
顕
彰
会
が

中
心
と
な
り
、生
家
で
の
お
茶
会
や
慎
太
郎
学
習

会
、慎
太
郎
食
堂
で
の
シ
ャ
モ
鍋
の
ふ
る
ま
い
な

ど
盛
会
に
開
催
さ
れ
た
。

　
第
31
回
中
岡
迂
山
記
念
全
国
書
展
は
、田
野
町

の
水
墨
画
展
、安
田
町
の
色
紙
展
と
会
期
を
合
わ

せ「
三
町
村
合
同
書
画
展
」と
し
て
開
催
し
、全
会

場
観
覧
の
方
に
は
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

な
ど
、来
場
者
か
ら
親
し
ま
れ
る
書
展
と
し
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

《
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て
》

　
来
年
度
の「
第
11
回
中
岡
慎
太
郎
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」の
開
催
に
つ
い
て
協
議
し
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
の
め
ど
が
立
た
な
い
中
、

物
理
的
に
無
理
で
は
な
い
か
」、「
他
地
域
で
の
大

会
も
中
止
や
延
期
と
な
っ
て
い
る
状
況
も
あ
り
、

現
在
で
き
る
予
防
対
策
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

含
め
十
分
な
感
染
防
止
の
対
応
が
で
き
な
い
」な

・・ 

一
般
質
問 

・・

　
北
川
村
高
等
学
校
等
生
徒

　
通
学
費
助
成
に
つ
い
て

9
　
執
行
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
対
象
者
18
名
。助
成
額
1
7
8
万
円
。

9
　
こ
の
助
成
を
行
う
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い

て
問
う
。

 

答

　村
長

　
高
知
県
東
部
地
域
に
お
け
る
拠
点
校
と
し
て

安
芸
高
校
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、こ
の
拠
点
高
校

へ
通
う
こ
と
を
仮
定
し
、地
理
的
条
件
に
よ
る
不

平
等
、不
利
益
と
な
る
要
因
な
ど
を
解
消
し
、拠

点
校
が
あ
る
地
域
と
遜
色
な
い
条
件
を
整
え
る

こ
と
が
、学
校
存
続
へ
結
び
つ
く
要
因
で
も
あ
る

と
の
考
え
に
至
っ
た
。ま
た
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
の
過
程
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、通

学
費
の
助
成
に
つ
い
て
の
要
望
が
あ
っ
た
。こ
れ

ら
を
検
討
し
、拠
点
校
ま
で
の
通
学
費
相
当
額
を

助
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
北
川
村
高
等
学
校
等

　
生
徒
通
学
費
助
成
に
つ
い
て

9
　
助
成
対
象
者
を
拡
充
で
き
な
い
か
。

 

答

　村
長

　
拠
点
校
へ
の
通
学
を
仮
定
し
、地
理
的
条
件
に

よ
る
不
平
等
、不
利
益
と
な
る
要
因
を
解
消
す
る

た
め
、通
学
費
相
当
額
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、全
て
の
高
校
生
を
対
象
と
し
て
い
な
い
。

9
　
学
生
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
。

 

答

　村
長

　
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
磨
き
上
げ
、こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
支
援
を
考
え
て
行
き
た
い
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
の
進
化
過
程
に
お
い
て
様
々
な
支
援

･

助
成
が
、検
討
や
提
案
さ
れ
、子
ど
も
達
へ
の
支

援
を
含
め
て
質
の
高
い
学
校
を
創
造
し
て
い
く
。

　
現
在
、高
校
や
大
学
な
ど
へ
進
学
す
る
場
合
、

奨
学
金
制
度
や
北
川
村
人
材
育
成
事
業
補
助
金

制
度
が
あ
る
。研
修
な
ど
大
い
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の

　
最
重
要
課
題
に
つ
い
て

9
　
最
も
重
要
な
対
策
・
対
応
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

 

答

　村
長

　
い
つ
ど
こ
で
誰
が
感
染
し
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
下
で
、行
政
機
能
の
低
下
に
陥
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、職
員
の
感
染
防
止
対
策
と
庁
舎
等

施
設
の
換
気
、飛
沫
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、

住
民
対
策
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
取
り

組
む
。三
密
回
避
や
、手
洗
い
、う
が
い､

手
指
消

毒
、外
出
時
の
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
、感
染
防
止

対
策
を
徹
底
す
る
。ま
た
、感
染
者
あ
る
い
は
家

族
等
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
、冷
静
を
欠
く
行
動
、

言
動
を
起
こ
さ
な
い
、暮
ら
し
に
く
く
な
る
こ
と

が
な
い
よ
う
な
環
境
を
保
つ
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。

　
一
般
質
問
へ
の
検
討
経
過
に
つ
い
て

9
　
空
き
家
等
の
老
朽
住
宅
の
取
り
壊
し
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
経
過
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
現
在
、対
象
と
な
る
老
朽
度
の
測
定
や
審
査
基

準
等
々
、あ
る
い
は
審
査
等
々
、補
助
対
象
要
件

の
精
査
を
行
っ
て
お
り
、来
年
４
月
か
ら
事
業
が

開
始
で
き
る
よ
う
整
え
て
い
く
。

9
　
村
産
木
材
需
要
調
査
等
委
託
事
業
に
つ
い

て
経
過
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
建
築
資
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、委
託
先
と
協

議
中
で
あ
る
が
、少
し
で
も
時
間
の
ロ
ス
が
無
く

供
給
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。こ
の
需

要
調
査
は
、今
年
を
含
め
て
５
年
間
予
定
し
て
お

り
、こ
の
間
の
村
産
材
の
伐
採
計
画
や
伐
採
可
能

な
山
林
の
確
保
を
行
い
、運
用
面
で
の
解
決
策
を

検
討
し
て
い
く
。

　
事
業
周
知
に
つ
い
て
は
、８
月
に
全
戸
配
布
を

行
っ
て
い
る
。実
際
倉
庫
の
建
設
の
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、対
処
を
始
め
て
い
る
。今
後
も
再
度
、村

民
の
皆
様
に
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
す
る
な
ど
、利

用
促
進
に
向
け
て
周
知
を
図
る
。

　
ま
た
、移
住
促
進
住
宅
の
改
修
、空
き
家
バ
ン

ク
登
録
の
空
き
家
改
修
工
事
等
に
も
、村
産
材
の

活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
北
川
モ
デ
ル
、圃
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

9
　
柚
子
に
関
す
る
新
規
就
農
者
の
育
成
手
順

書
の
進
捗
状
況
を
問
う

 

答

　村
長

　
研
修
期
間
と
、研
修
終
了
後
の
起
業
初
期
の
期

間
に
整
理
し
て
、作
成
を
進
め
て
い
る
。年
内
に

は
叩
き
台
を
つ
く
り
、速
や
か
に
関
係
機
関
の
意

見
を
踏
ま
え
て
仕
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
、起

業
家
農
業
者
の
育
成
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た

い
。

9
　
水
は
け
問
題
の
原
因
と
対
策
を
問
う
。

 

答

　村
長

　
水
は
け
が
悪
い
箇
所
に
つ
い
て
、緊
急
的
な
排

水
対
策（
素
掘
り
の
排
水
路
）が
施
工
さ
れ
た
。

排
水
不
良
の
原
因
と
し
て
、

・
基
盤
面
を
重
機
で
締
固
め
た
こ
と

・
表
土
を
外
部
か
ら
補
充
し
て
30
㎝
の
厚
さ
を

確
保
し
た
こ
と

・
田
の
粘
土
質
で
あ
っ
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
整
備
対
策
と
し
て
、

・
重
機
に
よ
る
過
度
の
締
固
め
を
行
わ
な
い

・
表
土
は
工
事
区
域
内
で
確
保
し
た
物
の
み
で

仕
上
げ
る

・
必
要
な
箇
所
は
排
水
調
節
器
を
設
置
す
る

な
ど
、一
定
の
基
準
を
定
め
工
事
着
手
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
ま
た
、工
事
中
の
排
水
不
良
が
確
認
さ
れ
た
と

き
は
、関
係
機
関
で
協
議
を
持
ち
対
策
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

　
既
に
植
栽
さ
れ
た
圃
場
地
で
の
排
水
対
策
は
、

基
盤
土
に
穴
を
開
け
る
耕
盤
抜
き
工
法
を
実
施
す

べ
く
、県
の
令
和
３
年
度
予
算
で
措
置
し
、篤
農
家

を
交
え
た
検
討
会
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
も
現
場
状
況
を
確
認
し
情
報
共
有
を
行
い
、

よ
り
良
い
圃
場
地
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

9
　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
機
械
化
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　村
長

　
省
力
化
機
械
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、ゆ
ず

省
力
化
栽
培
投
資
事
業
に
よ
っ
て
後
押
し
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。今
後
の
機
械
化
を
睨
ん
だ
植

栽
間
隔
な
ど
苗
の
植
え
付
け
に
関
し
て
も
、今
年

２
月
に
北
川
モ
デ
ル
で
栽
培
さ
れ
る
方
々
を
対

象
に
講
習
会
を
開
催
し
た
が
、十
分
徹
底
さ
れ
て

い
な
い
面
も
あ
る
の
で
、再
度
、講
習
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、来
年
度
完
成
の
圃
場
整
備
区
域

に
つ
い
て
、参
考
に
作
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。今
後
も
、関
係
機
関
で
連
携
を
図
り
産

業
構
築
が
で
き
る
基
盤
整
備
に
努
め
る
。

　
北
川
モ
デ
ル
に
つ
い
て

9
　
２
期
目
の「
北
川
モ
デ
ル
」農
地
改
良
事
業

が
未
だ
手
つ
か
ず
の
状
況
で
あ
る
が
、そ
の
実
状

を
問
う
。

 

答

　村
長

　
第
2
期
に
つ
い
て
は
説
明
会
を
行
い
、来
年
度

早
々
か
ら
準
備
を
行
い
取
り
組
ん
で
い
く
と
い

う
こ
と
で
、地
区
と
も
合
意
が
で
き
た
。今
後
滞

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
。

　
ま
た
、圃
場
整
備
が
遅
延
す
れ
ば
就
農
者
の
計

画
に
も
大
幅
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、圃
場
整
備

後
、起
業
農
業
者
と
し
て
計
画
に
沿
っ
た
園
地
管

理
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
、圃
場
整
備
予
定
地
に
つ

い
て
も
、工
事
開
始
ま
で
適
切
な
管
理
を
す
る
よ

う
対
応
し
て
い
く
。

　
専
任
職
員
の
効
果
に
つ
い
て

9
　
中
学
校
部
活
の
卓
球
専
任
者
の
指
導
の
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

 

答

　教
育
長

　
平
成
29
年
に
中
学
校
に
約
35
年
ぶ
り
に
卓
球

部
が
再
開
を
さ
れ
、平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら
卓

球
競
技
を
指
導
で
き
る
職
員
１
名
を
採
用
し
た
。

卓
球
部
の
指
導
を
中
心
に
、社
会
体
育
全
般
で
担

当
者
と
し
て
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。中
学
校
の

部
活
動
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
で
運
動

習
慣
の
確
立
等
を
図
り
、生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身

の
健
康
を
保
持
増
進
し
、豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ

フ
を
実
現
す
る
た
め
の
資
質
能
力
の
育
成
を
図

り
、バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
心
身
の
成
長
と
学
校
生

活
を
送
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
重
視
。ま
た
、中

学
校
卒
業
に
将
来
地
域
に
帰
っ
た
と
き
に
は
、そ

の
経
験
を
活
か
し
後
輩
の
育
成
や
地
域
へ
の
貢

献
を
い
た
だ
け
る
よ
う
な
卓
球
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、生
徒
も
徐
々
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら

れ
、安
芸
地
区
大
会
や
県
大
会
に
お
い
て
成
果
が

見
え
て
き
て
い
る
。

・・ 

議
案
審
議 

・・

人
権
擁
護
委
員
候
補
の
推
薦
に
つ
い
て

(

諮
問
第
１
号)

　
田
中
　
美
也
　
氏

　
全
員
賛
成（
答
申
）

北
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て(

議
案
第
１
号
）

　
全
員
賛
成（
可
決
）

北
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て(

議
案
第
２
号)

　
全
員
賛
成（
可
決
）

令
和
２
年
度
北
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
５
号)

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
9
、7
5
2
千
円
増
額

し
、予
算
総
額
を
2
、6
5
0
、5
4
4
千
円
と
す

る
も
の
。

　
全
員
賛
成（
可
決
）

令和３年度　自衛官等採用案内

自衛隊高知地方協力本部 安芸地域事務所
◇電　話　０８８７－３５－２７４９　◇E-mail　kochi.pco.aki＠rct.gsdf.mod.go.jp

受付期間 試験日資　　　格コース

予 備 自 衛 官 補

※状況により、試験日が変更される場合があります。
※詳しくは、自衛隊高知地方協力本部のホームページをご覧いただくか、
　自衛隊高知地方協力本部 安芸地域事務所までご連絡下さい。

　一般の社会人や学生を「予備自衛官補」として公募・採用し、教育訓練終了後、「予備自衛官」として任用する
制度です。民間の優れた専門技能を有効に活用していくことを目的としています。
　「一般」と「技能」の２種類のコースがあり、採用されると、一般は３年以内に５０日間、技能は２年以内に１０日
間の教育訓練に参加して、必要な知識・技能を修得します。
　教育訓練は、日額７，９００円の手当と教育場所までの交通費が支給されます。また、教育訓練期間中の食事
は無料で支給、宿泊(無料)は駐屯地内の指定宿舎になります。

自衛隊幹部候補生とは、一般又は専門の大学等を卒業後、陸・海・空自衛隊それぞれの幹部候補生学校で必
要な知識と技能を修得し、幹部自衛官（パイロットを含む。)に任官するコースです。

自 衛 隊　幹 部 候 補 生

１月６日～４月９日
18歳以上34歳未満の者 ４月17日～ 21日

※いずれか１日を
　指定されます。

国家免許資格等を有する18歳以上で、資格
の種類により53歳～ 55歳未満の者

一 般

技 能

受付期間 試験日資  格コース

■第１回採用試験
　３月１日～４月28日

■第２回採用試験
　３月１日～６月18日
　（飛行要員を除く。）

■１次試験
　第１回　５月８日・９日
　（９日は飛行要員
　希望者のみ）
　第２回　６月26日

■１次試験
　第１回　５月８日
　第２回　６月26日

一　般

歯　科

薬剤科

▼資料請求

○身　分　特別職国家公務員
○初任給(令和２年１月１日現在)
　　修士課程修了者等　　２４３，５００円
　　院卒者試験合格者　　２４７，５００円
　　歯科・薬剤科合格者　 ２４７，５００円 

○賞与(ボーナス)　　年２回(６月、12月)
○手　当　　勤務、職種等に応じて各種あり
○昇　給　　年１回
○週休２日制、祝日、各種休暇あり
○食事、光熱水費、医療費(基地内等)は無料

（令和４年４月１日現在、次のいずれかに該当する者）

【大卒程度試験】
○22歳以上26歳未満の者
○修士課程修了者等(見込み含)は28歳未満の者
○20歳以上22歳未満で大学を卒業(見込み含)し
た者

【院卒者試験】
○修士課程修了者等で、20歳以上28歳未満の者
(見込み含)

○20歳以上30歳未満の者で正規の歯学の課程
(短期大学を除く)修了者(見込み含)

○20歳以上28歳未満の者で正規の薬学の課程
(６年制課程)修了者(見込み含)

中岡慎太郎先生顕彰会だより
特定非営利活動法人　中岡慎太郎先生顕彰会　☎38－2413

　令和２年度の年度末月になりました。

　今年度は『コロナ禍』の影響は受けましたが、そんな状況を利用して、いつもより時間をかけてじっくりと取り組

めた活動もあり、改めて当会の活動について見直す機会をいただいたようにも感じています。

　次年度は「それをどう活かしていくか」が課題になりそうですが頑張ります。

　今年度は開催回数を縮小した『慎太郎学習会』の最終回を以下の日程で開催致します。

　講師の慎太郎館・豊田学芸員が受講者に興味を持ってもらいやすいテーマを考える事に努めてくれています。

　その効果もあるのか、本年度は村外、県外から『参加したかったのに、こんな状況で残念です』というお声を寄せ

ていただくことが増えました。

　今後も継続して取り組んでいきたい当会の「学び」のメインプログラムです。

　皆さま、ぜひ一度ご参加ください。

■開催日時：令和3年3月21日㈰
　　　　　 13：30～14：30
■テ ー マ：『陸援隊士の就職活動』
　　　　　 －岡田かん助資料と松林織之助資料から－
■講　　師：中岡慎太郎館　豊田満広学芸員
■場　　所：中岡慎太郎館　2階
■受　　付：中岡慎太郎先生顕彰会事務所
               ※火曜定休日
※コロナ感染予防対策（マスク着用等）に
　ご協力をお願いします。

第4回慎太郎学習会（最終回）

　当会の村委託事業「ふるさと納税返礼品取扱業務」では、今年度、新しいお礼の品として村になる『文旦』『八朔』

などの柑橘を取り扱わせていただきました。

　予想以上のお申込みがあり、申込みをストップさせるような事にもなりましたが、需要がある事がわかりましたの

で、次年度に繋げより発展させる事ができればと考えます。

　ご協力くださいました提供者の皆さま、本当にありがとうございました。

村ふるさと納税返礼品

参 加 料

無　料
 （事前ご予約不要）
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特定健診等の対象者

～健診を受けましょう～3月

保健だより
３月中旬に来年度の健診（特定健診・がん検診等）の意向確認アンケートを個別配布します。
村の集団検診は、5月～ 7月に行います。この機会にご自身の体の状態を確認しましょう。
なお、今年度の特定健診を受診されていない方は、3月31日までに医療機関で受診しましょう。

　10月1日から3ヶ月間、JRグループ6社及び旅行会社の協力を得て、地元自治体や観光関
係団体等が協力して全国から四国への観光客誘客と地域の活性化を目的とした国内最大級の
観光キャンペーンを開催します。
　期間中には、四国が誇る自然美をはじめ、多くの観光素材など“四国の魅力”を提案・発信します。
　「四国に来て良かった。」「四国にまた行きたい」と思っていただけるキャンペーンにするためにも、お越しに
なるお客様への「おもてなし」等につきまして、皆様のご理解とご協力を宜しくお願いいたします。

メタボや自覚のない体の異常を早期に発見し、生活習慣を改善していくことが目的です。
これらの状態をそのままにすると血管が傷み、心臓病や脳卒中などの重い病気につながります。
毎年健診を受け、前年と見比べましょう。

　病院の検査と健診とでは検査項目が違う
場合があり、かかっている病気以外の病気
が見つかることもあります。他の病気にか
かっていないかを確認するために、また、毎年の変化をご自身の
目で見比べるために、必ず健診を受けましょう。

受診の確認
個別配布の調査票に受診の意向を記入し提出してください。

健診の案内が届く
5日ほど前に健診の案内が届きます。

健診受診
北部は小島集会所、南部は村民会館で行います。

病院で特定健診を受診される方
希望者には受診券を送付します。
病院に連絡し、予約を取ってから受診してください。

特定健診とは・・

よくある質問やご意見

村の集団検診受診の流れ

主治医にいつも
検査をしてもらっているから

健診を受けなくても心配ないよね？

仕事が忙しいから行かない

去年受けて異常はなかった。
何も症状がないのに毎年受けるの？

病気の発見が遅れると、多くの時間と費用を治療に費やすことに！

見えないところで体は変化しています。
年に1回は健診で体のチェックをしましょう。

　※健診は予約制です

○3月13日（土） AM10:00～
○3月26日（金） PM  7:00～

○場　　所：保健センター
　　　　　 （予約不要です）
○持ちもの：飲み物、ヨガマット
                またはバスタオル
○料  　金：無料 

18歳～
無料

特定健診で調べる項目

○身体計測　　○血圧測定　　○尿検査
○視診・聴診・触診

○血液検査（脂質、肝機能、糖、腎機能など）

18～74歳の国民健康保険加入者 75歳以上の方 18～74歳で家族の健康保険の扶養に入っている方

がん検診
（胃内視鏡検査を除く）は、
対象年齢の村民皆さんが
中芸地区内の集団検診にて
無料で受けることができます

きたがわソフトヨガ教室のお知らせ

※26日には部位別の筋肉や脂肪量などが
　測定できる体成分測定会を開催します

3月の開催日

 
 

 
  

での伐採・工事等には
県の窓口で手続きが必要です！ 保安林 

注　　意 

◆開催期間：
　2021年10月1日～12月31日

◆お問い合わせ：
　四国デスティネーションキャンペーン推進委員会事務局
　(一社）四国ツーリズム創造機構　087-813-0432

　森林には、水を蓄える、土砂崩れを防止するなど、私たちの暮らしを守る様々なはたらきがあります。
　その「はたらき」が特に重要な森林は「保安林」に指定され、立木の伐採その他の行為（※）が制限されています。
　これらの行為は、その土地を所有する方であっても、所定の手続きを踏んでからでなければ行うことはできません。
　これらを予定されている方は、保安林の所在する市町村を管轄する県林業事務所にお問い合わせください。 
※立木の間伐・択伐・皆伐、立竹の伐採、立木の損傷、家畜の放牧、下草・落葉・落枝の採取、土石・樹根の採取、砂・砂利・転石の採
取、宅地の造成、土砂・廃棄物の堆積、建築物・工作物・道の設置　等 

芸西村、安芸市、安田町、田野町、奈半利町、馬路村、
北川村、室戸市、東洋町の保安林については右記にお
問い合わせ下さい。 

《お問い合わせ先》 高知県安芸林業事務所振興課　　
営業時間：平日８：３０～１７：１５ 
住所：〒784-0001　高知県安芸市矢ノ丸１丁目４－３６　安芸総合庁舎４
電話：０８８７－３４－１１８１　FAX：０８８７－３４－１１４４　Mail：030202@ken.pref.kochi.lg.jp
https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/030202/(安芸林業事務所ホームページ)

四国デスティネーションキャンペーン（DC）を開催します

！ 

！ 
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～健診を受けましょう～3月

保健だより
３月中旬に来年度の健診（特定健診・がん検診等）の意向確認アンケートを個別配布します。
村の集団検診は、5月～ 7月に行います。この機会にご自身の体の状態を確認しましょう。
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係団体等が協力して全国から四国への観光客誘客と地域の活性化を目的とした国内最大級の
観光キャンペーンを開催します。
　期間中には、四国が誇る自然美をはじめ、多くの観光素材など“四国の魅力”を提案・発信します。
　「四国に来て良かった。」「四国にまた行きたい」と思っていただけるキャンペーンにするためにも、お越しに
なるお客様への「おもてなし」等につきまして、皆様のご理解とご協力を宜しくお願いいたします。

メタボや自覚のない体の異常を早期に発見し、生活習慣を改善していくことが目的です。
これらの状態をそのままにすると血管が傷み、心臓病や脳卒中などの重い病気につながります。
毎年健診を受け、前年と見比べましょう。

　病院の検査と健診とでは検査項目が違う
場合があり、かかっている病気以外の病気
が見つかることもあります。他の病気にか
かっていないかを確認するために、また、毎年の変化をご自身の
目で見比べるために、必ず健診を受けましょう。

受診の確認
個別配布の調査票に受診の意向を記入し提出してください。

健診の案内が届く
5日ほど前に健診の案内が届きます。

健診受診
北部は小島集会所、南部は村民会館で行います。

病院で特定健診を受診される方
希望者には受診券を送付します。
病院に連絡し、予約を取ってから受診してください。

特定健診とは・・

よくある質問やご意見

村の集団検診受診の流れ

主治医にいつも
検査をしてもらっているから

健診を受けなくても心配ないよね？

仕事が忙しいから行かない

去年受けて異常はなかった。
何も症状がないのに毎年受けるの？

病気の発見が遅れると、多くの時間と費用を治療に費やすことに！

見えないところで体は変化しています。
年に1回は健診で体のチェックをしましょう。

　※健診は予約制です

○3月13日（土） AM10:00～
○3月26日（金） PM  7:00～

○場　　所：保健センター
　　　　　 （予約不要です）
○持ちもの：飲み物、ヨガマット
                またはバスタオル
○料  　金：無料 

18歳～
無料

特定健診で調べる項目

○身体計測　　○血圧測定　　○尿検査
○視診・聴診・触診

○血液検査（脂質、肝機能、糖、腎機能など）

18～74歳の国民健康保険加入者 75歳以上の方 18～74歳で家族の健康保険の扶養に入っている方

がん検診
（胃内視鏡検査を除く）は、
対象年齢の村民皆さんが
中芸地区内の集団検診にて
無料で受けることができます

きたがわソフトヨガ教室のお知らせ

※26日には部位別の筋肉や脂肪量などが
　測定できる体成分測定会を開催します

3月の開催日

 
 

 
  

での伐採・工事等には
県の窓口で手続きが必要です！ 保安林 

注　　意 

◆開催期間：
　2021年10月1日～12月31日

◆お問い合わせ：
　四国デスティネーションキャンペーン推進委員会事務局
　(一社）四国ツーリズム創造機構　087-813-0432

　森林には、水を蓄える、土砂崩れを防止するなど、私たちの暮らしを守る様々なはたらきがあります。
　その「はたらき」が特に重要な森林は「保安林」に指定され、立木の伐採その他の行為（※）が制限されています。
　これらの行為は、その土地を所有する方であっても、所定の手続きを踏んでからでなければ行うことはできません。
　これらを予定されている方は、保安林の所在する市町村を管轄する県林業事務所にお問い合わせください。 
※立木の間伐・択伐・皆伐、立竹の伐採、立木の損傷、家畜の放牧、下草・落葉・落枝の採取、土石・樹根の採取、砂・砂利・転石の採
取、宅地の造成、土砂・廃棄物の堆積、建築物・工作物・道の設置　等 

芸西村、安芸市、安田町、田野町、奈半利町、馬路村、
北川村、室戸市、東洋町の保安林については右記にお
問い合わせ下さい。 

《お問い合わせ先》 高知県安芸林業事務所振興課　　
営業時間：平日８：３０～１７：１５ 
住所：〒784-0001　高知県安芸市矢ノ丸１丁目４－３６　安芸総合庁舎４
電話：０８８７－３４－１１８１　FAX：０８８７－３４－１１４４　Mail：030202@ken.pref.kochi.lg.jp
https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/030202/(安芸林業事務所ホームページ)

四国デスティネーションキャンペーン（DC）を開催します

！ 

！ 



野 友 介 護 予 防 教 室
加 茂 介 護 予 防 教 室
久 府 付 介 護 予 防 教 室
柏木・崎山介護予防教室
野 川 さ く ら 会
長 山 せ せ ら ぎ 会
宗 ノ 上 介 護 予 防 教 室
中 部 け ん こう ク ラ ブ
小 川 ふ れ ん ど
島 バ ラ 会
ぺ ち ゃ く ち ゃ 会
親 子 ふ れ あ い 広 場
ゆ ず み ど り

3月4日(木)・3月11日(木)・3月18日(木)・3月25日(木)
3月5日(金)・3月12日(金)・3月19日(金)・3月26日(金)

3月3日(水)・3月10日(水)・3月17日(水)・3月24日(水)・3月31日(水)
3月4日(木)・3月11日(木)・3月18日(木)・3月25日(木)

3月3日(水)・3月10日(水)・3月17日(水)・3月24日(水)・3月31日(水)
3月2日(火)・3月9日(火)・3月16日(火)・3月23日(火)・3月30日(火)

3月4日(木)・3月11日(木)・3月18日(木)・3月25日(木)
3月5日(金)・3月12日(金)・3月19日(金)・3月26日(金)

3月16日(火)
3月18日(木)
3月3日(水)
毎週火曜日
毎週火曜日

  9：30～
 10：00～ 
 10：00～
 13：30～
  9：30～
  9：30～
 13：30～ 
  9：30～
 10：30～
 10：00～ 
 10：00～ 
  9：00～16：00
  9：00～

北川村保健センター
北川村農業センター
北川村農村婦人の家
柏 木 交 流 セ ン タ ー
野 川 交 流 セ ン タ ー
長 山 交 流 セ ン タ ー
宗 ノ 上 集 会 所
小 島 集 会 所
菅 ノ 上 集 会 所
北 部 集 会 所
北川村保健センター
ゆ ず の 花
ゆ ず の 花

事　　　業 実　施　年　月　日 実  施  時  間 実施場所・引き取り場所

行 事 予 定 表

みどり保育所
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ご家族からの一言

「お兄ちゃんと仲良く、
　　　　　　思いやりのある子に育ってね。」

下村 有輝くん
ゆう 　き

節分
2月2日（火）


